















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章






　カレルとセシリアの結けつ婚こん式を見届けた後、摂せつ政しようヴェッセルは王都に帰り着こうとしていた。

　そもそもヴェッセルがアヘルトレンフドムヘム・アレ公国ンヘムを訪れた目的は三つ。女王マリアンの代理として結婚式に出席すること、カレルという次期公こう爵しやくの為人ひととなりを見定めること、そしてアレンヘム公国とフライスレヘレンデ・ラントパルタイ・フアン・自治領フライスラントの戦争を制せい御ぎよ下に置くことだった。

　だがカレルは思っていた以上に優ゆう秀しゆうで、フライスラント軍を見事な計略で打ち負かすと、都市を一つ占せん領りようした上にフィクトル総督スタツトハウダーの次男クンラートまで捕ほ虜りよにしてしまった。エレオノーラ王姉に続き次男まで人質にされたのだ、当面は両国間の戦争がこれ以上拡大するとは思えず、戦争を制御下に置くという目的は消失したも同然だった。あとは結婚式への出席さえ終われば、もはやアレンヘム公国に留まっている理由はなかった。

「マリアンをこれ以上一人にさせるわけにもいかん。マリアンは気き丈じようだがまだ子供には違ちがいない。留守中にどんな魔まの手が忍しのび寄よるか分かったものではないからな」

　それは今の状じよう況きようを考えれば至極もっともな理由であり、

「女王陛下を思うそのお気持ち、感服いたします」

　護衛騎き士しのファースなどはそう言ってヴェッセルの判断を全面的に支持した。

　実のところファースら護衛たちには秘密にしていたが、ヴェッセルにはすぐにでも王都に戻もどるべき極めて深刻な理由が一つあった。このときヴェッセルは極めて重い病を発はつ症しようしていたのだ。




（暑い。疲つかれた。もう帰りたい。うまい飯が食べたい。宮きゆう殿でんの綺き麗れいなベッドで寝ねたい。それに暑い）




　懐かい郷きよう病である。

　ヴェッセルは幼いころより疎うとんじられてきたのは事実だが、王城で王家の一員として生まれ育った身であることもまた間ま違ちがいない。およそ衣食住について困ったことだけはなく、そんなヴェッセルにとって長期にわたる旅は苦痛だった。どんなに金を積もうが宿場町で確保できる部屋や食事には限界がある。懐郷病の発症は当然の帰結とも言えた。

　幸いだったことに、帰り道は悪天候に見み舞まわれることもなく順調だったため、ヴェッセルは収穫の月オーフストマーント（八月）五日にはメリウェルデ宮殿の自室に帰き還かんすることができた。これは誰だれもが予想もしない速さであり、事実王都を守る門番などは、こうも突然に摂せつ政しよう殿でん下かが来るとは思わずふぬけたところを見られてしまい、ヴェッセルに笑われたほどである。

　ヴェッセルの急な帰還を唯ゆい一いつ予想していたのは、彼の忠実な侍じ女じよだけだった。

「ふー、やれやれ。ようやく帰り着いたな」

「お帰りなさいませ、ヴェッセルさま」

「お帰りなさいませ、ヴェッセルさま」

「…………」

　このときヴェッセルが言葉を失ったことには、少々の事情があった。

　予定を繰くり上げて急きゆう遽きよ帰ったというのに、侍女のイエッタが到とう着ちやくを待ち受けていた。それは別にいい。彼女の情じよう報ほう網もうがあれば摂政が王都に近づいていることぐらい簡単に分かっただろう。また、イエッタは下着姿だった。それも別に驚おどろくことではない。

　最大の問題は、侍女が彼女一人だけではなく、右に一〇人、左に一〇人と綺麗に整列してヴェッセルを待ち構えていたことだ。決して狭せまくない部屋の中だが、それでも二〇人の侍女が居並ぶと圧あつ迫ぱく感かんすら覚える。なおその上に、侍女たちが揃そろいも揃って下着姿だったとなれば、ヴェッセルでなくとも言葉を失ったことだろう。

「……イエッタ、この侍女たちはなんだ？」

「ヴェッセルさまともあろうお方が、おかしなことを仰おつしやいます。新しく雇やとった侍女たちに決まっているではありませんか」

「それにしては多くないか？　大体、なぜ全員下着姿なのだ！」

「夏ですから」

　至極真っ当な回答だった。確かに今は夏。暑苦しい侍女の服など着ていられないだろう。

「付け加えますと、そろそろヴェッセルさまがお帰りとの報告が届きましたので、旅の疲れを癒いやして差し上げようと準備していた次第にございます」

「どんな準備だ!?　余計は気き遣づかいは無用、今私が欲しいのは静かなベッドだ！　大体嫁よめ入いり前の娘むすめにそんな姿をさせるものではない！　ほら、そこの侍女など顔を真っ赤にしているではないか！」

「初々しい侍女もよろしいかと」

「そういうことを聞いているんじゃない！　とにかくおまえ以外全員下がらせろ、話はそれからだ」

「まあ！　分かりました、全員下がって休きゆう憩けいを取りなさい」

　イエッタが言うと、二〇人の侍女は静かに隣りん室しつへ戻っていった。

「気が利かず申し訳ありません、まさか一対一がお望みでしたとは！　さあヴェッセルさま、こちらへ！」
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「そんなことは一言も言っておらん！　私は留守中の報告を聞きたいだけだ！」

「あら、そうでしたか……」

　イエッタはがっかりした様子だったが、意識の切り替かえは早いようですぐにフィクトル総督顔負けの策さく謀ぼう家の表情となった。下着姿でさえなければさぞ様になっただろう。

「結論から申し上げますと、報告に値するような事件は起こっておりません。少なくともこの時節、この王都において、不ふ埒らちな企たくらみを抱いだく者はいないようですわ。わたしも仕方がないので侍女の教育に終始しておりました」

（あれはその成果か？）

　思わず二〇人の侍女が去っていった隣室の扉とびらを見つめてしまう。

「まあいい。とにかく、何事もなければそれが一番だ。今後もそうあってくれればいいが」

「その点はご安心ください。すでにわたしが派は遣けんした多くの侍女たちが国内の有力貴族に雇われています。さらにあの二〇人の侍女たちが加われば、《魔デ・王レウのフエン左腕ケネル》など用いずとも多くの情報が筒つつ抜ぬけとなり、ヴェッセルさまの支配は盤ばん石じやくのものとなるでしょう」

「そ、それは結構な話だが……。しかし貴族たちもそうやすやすと外部の侍女を受け入れたりはしないだろう」

「ご安心くださいませ、そのために教育を施ほどこしたのです。なによりも今のわたしは摂政たるヴェッセルさまとマリアン女王陛下という二人の王族に直接お仕えしている身。そのわたしの推すい薦せんする侍女となれば、どの貴族も諸手を挙げて受け入れますわ」

「…………」

　確かにそうだろうと、心底思う。

（だが、それは暗殺者を枕まくらにするようなものだと気付いている貴族は、果たしてどれだけいるのやら……）

　ヴェッセルにはある疑問があった。実は今この王都を支配しているのは、イエッタを筆頭とする侍女たちではないか──と。もちろんそんな主張を信じる者は誰もいないだろう。侍女など平民に過ぎず、雇い主の貴族がその気になれば簡単にこの世から抹まつ消しようされる──そう考えるのが普ふ通つうだ。

　だが一方で貴族に食事を作り、給仕し、貴族たちが寝ているときもその傍そばで働いているのは他ならぬ侍女たちである。彼女たちがその気になれば、主の会話を盗ぬすみ聞きするなど朝飯前で、証しよう拠こも残さず酒に毒を盛ることも寝ね首くびをかくこともたやすいのだ。

　かつて侍女になったばかりのイエッタに、ヴェッセルは教えたことがあった。「おまえたち侍女は、自分たちの持つ力の大きさに気付いていないだけだ」と。事実、イエッタには妙みような才能があったようで、このままではあらゆる貴族を支配下に置きかねない。

（侍女の一いつ斉せい蜂ほう起きで貴族制崩ほう壊かい、などということになれば後世の歴史家たちもさぞ記述に困るであろうな）

　誰も信じないだろうが、イエッタがその気ならあり得る未来なのだ。今のイエッタは、二人の王族に直接仕えるという五フアイフ芒ステル・国ランデン筆頭侍女とも言うべき地位にある。策謀家が策謀を実行できるだけの権力を手にすると、大体ロクなことにならないのだ。








第一章　草原の灰グライズエルフ
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　地平線の果てまで続くような草原を、騎き乗じようした数十人の若者たちが駆かけていた。

　ただし、普通の騎兵ではない。若者たちに共通しているのは、尖とがった細長い耳。そして浅黒い肌はだである。

　もし人間がその光景を見れば、腰こしを抜ぬかすほど驚いたことだろう。彼らは灰エルフであった。古の魔グロ王ーテ戦・オー役ルログにおいて、魔王デモン側に付いた裏切り者のエルフたちだ。

「今日は嫌いやな風だ。飛ひ竜りゆう以外にもロクでもないことが起こりそうだ」

　灰エルフたちの先頭を進んでいた男が呟つぶやいた。

　名をギルセリオンと言う。この辺りの灰エルフを率いる族長でもあり、見ためこそ若いが、その実じつ年ねん齢れいは二二〇歳さいを超こえていた。

「分かるのですか？　風で未来が？」

　後ろから感かん嘆たんしたような声をかけられる。振ふり返ると、騎乗した若い女の灰エルフがいた。名をディニエルといい、ギルセリオンの仍じよう孫そん──すなわち七代下の娘だ。

「そうだ、ギルセリオンさまは風が読める。だから邪じや魔まをするんじゃないぞ」

　ディニエルをたしなめたのは、メネリオンという灰エルフだ。ギルセリオンの孫息子に当たり、今では右みぎ腕うでとして貢こう献けんしてくれている。

　メネリオンが余計なことを言ったせいだろう、ディニエルの視線にはさらに尊敬の念が増したように思えた。周囲を見れば、ディニエルと同じように期待に満ちあふれた視線を向けてくる若い灰エルフが何人もいる。すべてギルセリオンとなんらかの血けつ縁えんのある者ばかりだ。

（こういつも私を神聖視するというのも考えものだな）

　無数の子孫たちがギルセリオンを神聖視し始めたのは今に始まったことではない。その方が都合がいいという理由で放置してしまった結果がこの状じよう況きようである。しかし今いま更さら方針を変えるわけにもいかず、現在に至っている。

　ただ、今日は嫌な風が吹ふき、ロクでもないことが起こりそう──というのは本音だった。別に超ちよう常じよう的な力を持っているわけでもない。この草原で暮らし始めて一九八年、それだけの時を過ごせば、なんとなく感じるのだ。どこかしら風に混じる異質な雰ふん囲い気きを。空を飛ぶ鳥や地を這はう小動物たちのざわめきを。

（聖戦からもう一九八年も経つ。戦争だらけの人間の歴史を振り返れば、そろそろ五フアイフ芒ステル・国ランデンとやらに波乱が起こっても不思議ではない。この地に影えい響きようが出るのもやむなしか）

「き、来ました！　飛竜です！」

　そのときだった。周囲を警けい戒かいしていた一騎きから報告が上がると同時に、身も震ふるえるような強きよう烈れつな咆ほう哮こうが草原一帯に鳴り響ひびいた。同時にギルセリオンたちを巨きよ大だいな影かげが覆おおう。

「来たか！　よし、全員下がれ！」

　上空に飛竜が飛来したのだ。直径二ルーデ（約七・六メートル）を超える巨体で空を自由に飛び、縄なわ張ばりに立ち入る生物を餌えさとする大草原の覇は者しやである。

「ギルセリオンさま！　今回はわたしに！」

　仍孫のディニエルがそう言って弓を構えようとする。彼女はまだ二〇代と若く、血気盛んだ。その上、弓の腕も際立っている。族長の前で功績の一つもあげてみせたいのだろうが、今一つ冷静さが足りない──というのがギルセリオンの見立てだった。

「まだ早い！　今回は私の手本をよく見ていろ！」

　ギルセリオンはただ一騎、他の同どう胞ほうたちから離はなれた。

　孤こ立りつしたギルセリオンとその騎き馬ばとを格好の獲え物ものと見なしたのだろう。飛竜は一気に急降下してきた。その巨体に飛びかかられては、あらゆる動物に逃にげる術はない。ギルセリオンが馬ごと飛竜の爪つめで引き裂さかれる未来は誰だれもが予想せずにはいられなかった。

　だがギルセリオンは身動きもせず、ただ急降下してくる飛竜を睨にらみ続けた。

　飛竜との距きよ離りがみるみる縮まる。一〇ルーデ（約三八メートル）、九ルーデ、八ルーデ……。

　その距離が三ルーデまで接近したとき、ついにギルセリオンは動いた。弓矢を構えたのだ。木や骨、皮でできた短い複合弓だ。

　素早く、だがどこか悠ゆう然ぜんとした動作で矢を番えると、飛竜の口の中目め掛がけて放つ。

　それで終わりだった。飛竜の口を射い貫ぬいた矢は、そのまま口こう蓋がいを貫き脳のう髄ずいを破は壊かいした。巨体を誇ほこる飛竜が、たった一本の矢で即そく死しし、あえなくギルセリオンの傍に墜つい落らくする。

「ギルセリオンさまがまた飛竜を討ち取られた！」

「さすが〝最初のエールスト・飛竜フオグルドラー殺しケンドーデル〟ギルセリオンさまだ！」

　見守っていた灰エルフたちが一いつ斉せいに歓かん声せいを上げる。

　飛竜は強ごう欲よくな人間の侵しん入にゆうを拒こばみ続けてきたこの大草原──《飛竜ヤフトゲビートの・デル・狩フオグルり場ドラーケン》のかつての支配者だ。その皮ひ膚ふは硬かたく、矢もロクに通らない。灰エルフは多くの犠ぎ牲せいを出してこの飛竜と戦う術を見つけ出し、《飛竜の狩り場》の支配者となったのだ。もっとも、飛竜の弱点は口の中を矢で射貫くこと──などと分かっていても実行できる者はそういない。

　にもかかわらず、ギルセリオンはいともたやすく、散歩のついでのようにあっさりと飛竜を倒たおして見せた。ディニエルを筆頭に同胞たちが歓声を上げ、一層心しん酔すいするのは当然だった。
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　ギルセリオンたちは、そのまま帰路についた。

　飛竜が討とう伐ばつされた旨むねを伝えるため、途と中ちゆうでいくつかの集落を通る。今や灰エルフたちは遊牧民としてこの草原に根付いており、動物の骨と皮で作った天幕がその住居となっていた。

「たった一いつ時ときで飛竜を討伐されるとは、さすがはギルセリオンさま！」

「これで何十頭目でしょう、ありがとうございます！」

「さあ子供たち、礼を言いなさい。このお方こそおまえたちの偉い大だいなる父祖にして〝厳冬オフルレーヴンの生・イン・デ・きストレンゲ・残りウインツル〟、ギルセリオンさまだ」

　集落に立ち寄る度、誰もが美び辞じ麗れい句くを尽つくしてギルセリオンを褒ほめ称たたえた。ただでさえギルセリオンが率いるこの地の部族──《始まりのスタム・ヴアン地の・デ・エールスト部族・プラーツ》ではギルセリオンが最年長だ。父親や父祖、偉大な先祖を褒め称えるように、部族の同胞たちは心底ギルセリオンを敬愛していた。

　そう仕向けたのはギルセリオンだったが、一〇〇年以上も似たような賛美の言葉にさらされれば飽あきもする。ギルセリオンは適当に同胞たちの言葉を受け流し、

「ギルセリオンさまはお疲つかれだ、その辺にしてやってくれ」

　事情を悟さとった右腕のメネリオンがそう話を終わらせると、各地の集落を早々に引き払はらった。

（〝厳冬の生き残り〟か。つくづく不適当な名だな。ただ仲間を見殺しにして生き残っただけだというのに）

　このようなとき、嫌でも思い出してしまう。あの地じ獄ごくのことを。

　かつて聖戦──人間の世で言う魔王戦役──と呼ばれる大きな戦があった。エルフを奴ど隷れいとして迫はく害がいした人間に鉄てつ槌ついをくだすべく、ギルセリオンたち一部のエルフは魔王軍の一員として人間たちに戦いを挑いどんだ。

　だが一九八年前、当時のアヘルトレンフドムヘム・アレ公国ンヘムで行われた決戦に敗れ、魔王軍は敗北。灰エルフたちも敗走せざるを得なかった。

　灰エルフには落ち延のびる地すらなかった。人間の国はもちろんのこと、故郷であった大森林ウールスワウトのエルフたちからも裏切り者として扱あつかわれていたし、赤茶けた大地と化した大陸の東側で暮らせるのは魔物グルエルの類だけだ。実際、灰エルフはシナーリー山脈あたりで朽くち果はてているだろう──というのが人間たちの認識らしい。

　だが灰エルフたちは生き延びた。多くの犠ぎ牲せい者しやを出しながらシナーリー山脈を抜け、この《飛竜の狩り場》と呼ばれる大草原へと逃げ延びたのだ。

　これほどの大草原、本来であれば放牧地として開かい拓たくされ、多くの人間やフェルトフォルクが移り住んでいたことだろう。だがはるか昔からこの地の支配者は人間ではない。多くの侵入者を拒み続けたのは、飛竜と呼ばれる凶きよう暴ぼうな魔物だった。

　飛竜。文字通り空を飛ぶ竜だ。いかなる理り屈くつか巨大な体たい軀くを持ちながら悠ゆう々ゆうと空を飛び、そしてこの大草原に縄張りを持っている。縄張りに入った生物は、小さなネズミやウサギの類を除けばすべて飛竜のエサとなる。魔物ですら例外ではなく、聖戦の際もこの地から五芒国へ侵入する魔物は皆かい無むであったという。『フェルトフォルクですら生きて帰れない』と評されるほどで、今に至っても足を踏ふみ入れようとする者はまずいない。

　そんな地に、灰エルフたちは敗残兵として足を踏み入れたのだ。もちろん、この地での暮らしは想像を絶する苦難の連続だった。険しい山脈を抜け、命からがらこの地にたどり着いたとき、灰エルフの数はまだ五〇〇〇を保っていた。だが毎日のように飛竜たちは同胞を喰くらったし、草原で暮らしていくための放牧の知識もなかった。二度目の冬を越こえたとき、その数は実に五〇〇人以下にまで減っていた。

　当時の困こん窮きゆうぶりを示す悲話はいくらでも残っている。たとえば当時の灰エルフにとっては、ウサギの肉すら毒となった。極度の飢き餓が状態で肉を食えば胃腸への負担が大きく、死に至るという知識はあった。だが肉を柔やわらかく煮にて調理し、少しずつ食べれば問題ないのでは──と考えるのは当然だろう。事実、この地に逃のがれてきたばかりのギルセリオンたちはそうした。そうする他に道はなかったのだ。

　そして多くの同胞が死んだ。後で分かったことだが、どうやらウサギの肉は脂し肪ぼう分が極きよく端たんに少なく、体内で吸収する際に肉以上の栄養を消費してしまうことが原因だったらしい。だから今でもウサギの肉を食べる際は、少量でも別の食料と一いつ緒しよに食べることが推すい奨しようされている。たとえばウサギの臓物の中に残っている消化中の草などだ。

　そうした多くの犠牲と教訓の末に、現在の繁はん栄えいを築くに至ったのだ。

（エルフという種族は変化を嫌きらう。それゆえに一〇〇〇年の寿じゆ命みようを生きられるのだろう）

　それはこの地で一九八年を過ごし、もう一〇人も残っていない〝厳冬の生き残り〟の一人であるギルセリオンが出した結論だった。エルフという種族は、少なくとも一万年以上の歴史を大森林で刻んできた。決してその数を増やしすぎることもなく、大森林という領域を広めるでもなく狭せばめるでもなく。

　一重に変化を嫌うからだ。平和な生活を、平へい穏おんな生活をこそ欲ほつするからだ。もちろん中には例外的な考え方を持つエルフもいたが、その他の大多数のエルフから反対されればなにも革新的なことはできない。こうしてエルフは一万年以上もの時を変わることなく過ごしてきた。

　もちろん生活をより便利に、楽にする技術は採り入れられていった。たとえば暦こよみや植物学だ。野草一つ採取するにも、いつ採取し、そしてどのように採取すれば毎年同等以上の収しゆう穫かくが見込めるか。これらの技術は長い時間をかけて自然と習熟されていった。

　特に発達したのは薬学だ。大した外敵もなく、永遠とも言える寿命を持つエルフがもっとも恐おそれるのは、怪け我がや病気の類である。一部のエルフしか製法を知らない霊れい薬やくは秘中の秘とされ、いかなる病や外傷も急速に治したという。聞けばドワーフドウエルグは錬れん金きん術という学問に優れ、物質を別の物質に変えることすら可能らしい。素材の力を活かすエルフとは対照的だ。

　そんなエルフが大森林を飛び出し魔王軍に加わり、その後草原に逃げ延びた。大きな森もなく、植生もまったく違ちがう草原に。一万年の月日を掛かけて蓄ちく積せきされた知識は役に立たず、残っていた物資など雀すずめの涙なみだ同然。

　多くの同胞が死に絶えた一方で、生き延びることができたわずかな灰エルフに共通しているのは、変化を受け入れたことだ。

　たとえばこの大草原には、飛ひ竜りゆうの他にもう一種、支配者がいる。ヌーと呼ばれる草食動物だ。見た目は牛に似ているが、大きさは三倍以上あり、非常に分厚い毛皮に覆われているため、妙みようにずんぐりした印象を受ける。その背中は非常に強きよう靭じんで、健康な大人のヌーは飛竜の爪すら通さない。飛竜から生き延びることができたゆえに、この地で繁はん殖しよくできた動物だ。

　灰エルフたちもまたそのヌーを家か畜ちく化することができたゆえに、生き延びることができた。もっとも、木の実の代わりに肉を食べ、湧わき水の代わりに動物の乳を飲み、枝葉の代わりに家畜の糞ふんと枯かれ草を燃料とし、木ではなく獣けものの骨と皮で作った家で暮らすことを受け入れるのは、容易なことではなかった。多くの灰エルフが変化に耐たえられず死んでいった。五〇〇人以下にまで数が減った要因の一つは、その変化だった。

　だが生物というのは不思議なもので、一度生き残る術を身につけた後の反動は凄すさまじかった。

　もともとエルフは永遠の寿命を持つと言われる。だからこそだろう、大森林において、一組の夫婦が子供を産むのはせいぜい五〇年に一人ほどだった。しかし五〇〇人という全ぜん滅めつ寸前まで追い詰つめられた灰エルフは、生命の種としての本能に目覚めた。人間であれば齢よわい四〇にもなれば子作りも子育ても難しい。だがエルフにそんな制限はない。灰エルフたちは、子をたくさん作った。子供を産み、育て続けた。

　生命としての本能に目覚めたためか。

　木の実の代わりに肉を食べる生活になったためか。

　木々の下ではなく、太陽の下で長く生活するようになったためか。

　はたまた魔王従属の証とされる浅黒い肌はだのせいか。

　確かなことは、灰エルフは歴史に前例がないほど、子を作り続けたということだ。二〇年が経った頃ころには、灰エルフの数は一〇〇〇人にまで回復。次の二〇年が経過したときには二五〇〇人を超こえた。次の二〇年で七〇〇〇人。一〇〇年が経過したときには二万人を超えたことが分かっている。

　不思議なもので、灰エルフの数が増えて種の全滅という危機を乗り越えると、出生率にも陰かげりが見え始めた。一九八年目となった今年、灰エルフの人口はおよそ一〇万ともなり、五つの部族に分かれてこの《飛竜の狩り場》を支配している。これは大森林に住むエルフの数を上回る数字だ。

（我らは今がもっとも安定している時期なのだろう。出生率が下がったのはその証しよう拠こなのかもしれんな）

　最近のギルセリオンには、このまま何事もなく時が流れてくれればいいのに──と思うことがあった。危急のときのためにいくつもの備えはしているが、それも無む駄だになってくれればいい、と。

　だが、この日は一つの異変が待っていた。ギルセリオンがようやく自分の集落に辿たどり着こうとしたときのことだ。

「ギルセリオンさま。あちらより同どう胞ほうが一人向かってきております」

「なに？」

　右みぎ腕うでたるメネリオンの言葉に、ギルセリオンは北西を見やった。確かに一騎き、こちらに急いで向かってきている。

（ほう。私より先に見つけるとはな）

　孫息子の成長を密かに喜ぶ。ギルセリオンは最古参の灰エルフの一人であり、馬術や弓術でもおよそ右に出る者はいない。またギルセリオンには数えるのが馬ば鹿か馬ば鹿かしくなってくるほど──なにせ妻だけで一〇〇〇人──の親族がいる。そんなギルセリオンが、ただ一人後こう継けい者しやに、と考えているのが孫息子のメネリオンであった。仍じよう孫そんのディニエルも非常に優ゆう秀しゆうではあったが、いかんせんまだ若すぎる。

「メネリオン、誰だれか分かるか？」

「いえ、さすがにこの距きよ離りでは」

「だろうな、私にも分からん。だがどうやら急ぎのようだ、こちらから迎むかえに行くぞ。サエルミア、来てくれ」

　ギルセリオンは妻の一人の名を呼んだ。

「お呼びですか、ギルセリオンさま」

　後ろの隊列からやってきたのは、若い女の灰エルフだ。ただし他の屈くつ強きような灰エルフたちに比べれば、彼女は馬こそ見事に操っているもののとても戦士には見えない。顔つきや物もの腰ごし一つとってもどこか引っ込み思案な性格を思わせる。

「ああ、誰かがこっちに向かってきている。出迎えてくれ」

　メネリオンという孫がギルセリオンの右腕であるとすれば、サエルミアは左腕とも言うべき大事な妻の一人だった。

　彼女はどこか華きや奢しやな体つき通り、灰エルフにしてはあまり弓も戦いも得意ではない。また容よう姿し端たん麗れいと言えど、エルフの中で見れば際立って美しいというわけではない。

　それでもギルセリオンは彼女に求きゆう婚こんし、妻の一人として迎え入れた。彼女には全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置くに値する特技があったからだ。一度見聞きした人の名前と顔を忘れないという特技である。なにせギルセリオンの子や孫の数は、もはや本人にすら分からないほど無数だ。だが一応は親として、子孫の名を覚えていないわけにもいかない。会った人物の名を教えてくれる妻の存在は、ギルセリオンにとって何よりも心強い存在だった。

　それに、妻とした理由はその特技だけではない。見た目からは想像し辛づらいが、メネリオンとは床とこの相性がいいのだ。

　ギルセリオンたちは隊列を整え、北西からやってくる同胞を出迎えた。

「ああ、あれはギルセリオンさまの玄孫やしやごにあたるリナリルスです」

　ある程度距離が縮まったところで、サエルミアが名前を教えてくれる。

　玄孫。ひ孫の下だ。ただしギルセリオンは現在でも子作りに勤しんでいるため、玄孫が必ずしも孫より年下とは限らない。事実、リナリルスという同胞はそれなりに歳としを取っているようにも見える。

「リナリルスか。確かに聞き覚えのある名だ」

「ちなみに名付け親はギルセリオンさまです」

「え、本当に？　いや、今のは忘れてくれ」

　ギルセリオンは実子や孫だけではなく、族長として他の夫婦の子にも名を付けることがある。とても思い出せなかった。

　リナリルスは、真っ直ぐにギルセリオンの下へ駆かけつけるとひらりと馬から飛び降り頭を垂れた。

「ギルセリオンさま！　至急お知らせが！」

「そのようだな。我が後こう裔えいたるリナリルス、なにがあったというのだ？」

　このようにギルセリオンの族長たる威い厳げんが保たれているのは、サエルミアに依よるところが大きかった。

「大変です、集落が……我が集落が人間に襲おそわれております！」

　灰エルフたちの間を、雷かみなりのような動どう揺ようが貫つらぬいた。

「馬ば鹿かな、なぜ人間どもが我らの集落を!?」

「シナーリー山脈を越えてきたのか！　あの欲よく深ぶかい連中め！」

「おのれ、我が同胞たちに指一本でも触ふれれば許さんぞ！」

　同じ部族の集落ともなれば、血の繫つながりは非常に濃こい。リナリルスの部族に親族あるいは家族がいる者も多いだろう。ただ一人表情を変えなかったのはギルセリオンぐらいのものだ。

「全員落ち着け、欲の皮が突つっ張った人間が山脈を越えてくることは皆かい無むではない。なにより、不ふ埒らちな人間どもから同胞を守るために我らがこの地の番人たらんとしているのだからな。リナリルス、襲ってきた人間どもの数は？」

「屈強な戦士がおよそ三〇人ほどです！　奴やつらの目的は間ま違ちがいなく女に子供、残された者だけではとても守り切れぬと思い、私がギルセリオンさまにお知らせを!!」

「正しい判断だ、よくやった」

　まずリナリルスの功を労うと、背後の灰エルフたちに矢や継つぎ早に指示を出す。

「飛竜退治のついでだ、もう一仕事するぞ。サエルミア、ディニエル、おまえたちは一〇人ほど連れてリナリルスの集落へ向かい、被ひ害がいを調べ怪我人を助けろ。残りは私に続け！」

「ギルセリオンさま！　どうかわたしをお連れください、この日のために弓矢の腕うでを磨みがいてきたのです！」

　案の定と言うべきか、血気盛んなディニエルは付いてくることを主張した。

（人間との殺し合いに連れて行きたくはないが……）

　だが考え直す。人間との殺し合いなど滅めつ多たに経験できるものではない。ディニエルのような将来有望な若手こそ、連れて行くべきだった。来たるべき未来のために。

「よく言った、ではディニエル、おまえも続け。聞けば相手はたった三〇人、皆みな殺ごろしにして同胞を奪うばい返すぞ！」

　ディニエルを筆頭に、気合いの声が草原に響ひびいた。
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　ギルセリオンは同胞を引き連れ西へと向かった。

　後に続いたのは三〇騎ほどで、これは報告にあった人間の戦士と同数であり、敗北は微み塵じんも考えられない。気がかりなことがあるとすれば、後ろに続くディニエルたちが、頭に血が上のぼりすぎていることである。

　ギルセリオンは常に冷静な戦いを好んできた。それができたからこそ、〝厳冬の生き残り〟として現在まで生き残ることができたのだ。将来に期待しているからこそ、ディニエルには感情に任せた戦い方など覚えて欲しくはなかった。

（なんとかディニエルに冷静な戦いというのを見せねばならんな）

　一計を案じる。人間どもと遭そう遇ぐうすれば、間違いなく戦いになるだろう。そのとき戦せん端たんを開くのが頭に血の上ったディニエルたちでは、どんな事故が起こるか分からない。真っ先に人間どもを発見するのは自分であるべきだった。そして人間どもを誰よりも先に見つけることは、この地で一九八年を過ごしたギルセリオンにはたやすいことだった。

　ギルセリオンは手を上げて停止の合図を出した。

「ここらでいいだろう、全員散らばって人間どもを捜さがせ。この地なら我らの馬の方が速い、必ず見つけられるはずだ。だが見つけてもすぐに手を出すなよ、鏑矢シンヤールパイルを放ち、私が行くまで待て！」

　忠実な子孫たちは、ギルセリオンの命令に素早く従い草原に散っていった。

「よし、あとは私が人間どもを見つければいいだけだ」

　ギルセリオンは、たった五人しかいない族長の一人であり、自らの部族が生活する地をこの始まりの地と定めた。もっと豊かな土地は他にあったにもかかわらずだ。

　当然ながら狙いがあった。人間が山脈や海を越えてやってきたとき、誰よりも真っ先に接せつ触しよくできるからだ。人間から得られる情報は非常に貴重なのだ。できれば他の誰にも──他の部族の者はもちろん自分の子孫にも教えたくはなかった。

　幸い、ギルセリオンの乗る馬は他のどの馬よりも速く、ギルセリオンの馬術は他のどの同胞より優れており、ギルセリオンは他のどの灰エルフよりもこの地を熟知している。

　しかも、他のどの灰エルフよりも人間という種族を客観的に研究してきた。人間たちが今どの辺りにいるかなど、見当を付けるのは簡単だった。

（シナーリー山脈を越こえるには荷馬がなければ不可能だ。そして集落を襲った以上、奴らは間違いなく奴ど隷れい商人。大勢の同胞を連れて移動しているとなれば、その速度は極めて遅おそい。山脈の出口も想像が付く。大した地の利のない連中が山を越えてこの地に来たということは、尾お根ね沿いの道を通る以外にあるまい。となると……あっちか）

　ギルセリオンはただ一人馬首を北西へと向けた。
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　このとき、灰エルフの集落を襲ったのは、レオポルトという人間だった。

　シナーリー山脈を越えた北西、フライスレヘレンデ・ラントパルタイ・フアン・自治領フライスラントという国の奴隷商人である。

　フライスラント自治領において、奴隷商人という職業は珍めずらしいものではない。奴隷はフライスラント自治領の根幹を為なす商品だからだ。

　そしていつの時代も人の欲よく望ぼうというのは変わらないもので、高く売れる奴隷と言えば二種類しかない。若く美しい女性と、あどけなさの残る可愛らしい少年だ。若くたくましい男などは非常に安定して売れるが、高さで言えば前者には敵わない。

　そんな需じゆ要ようのせいか、多くの奴隷商人が求めてやまない商品がある。エルフだ。永遠とも言える若さと美び貌ぼうとを持つエルフは、魔王戦役以前は城一つ買えるほどの値段で取引されていた。だが当然ながらエルフの激しい怒いかりを買ったため、魔王戦役以後は「貴族でも処しよ刑けい」とされるほど売買が厳しく禁止されている。

　実際、討ナ・デ伐・フイ暦クトーリ制定以降、エルフが奴隷として売買された記録は、少なくとも表向きは一度たりともない。だが人間の性と言うべきだろう、禁止されればされるほど──エルフの美貌が伝説の中で際立つほどに、多くの人々はエルフの奴隷を求めた。

　だからこそ、奴隷商人レオポルトはこのとき上じよう機き嫌げんだった。灰エルフという奴隷を数十人も手に入れることができたのだから。

「まさかこれほど多くの灰エルフを捕とらえられるとは。ウワサは本当だったのだな」

　フライスラント自治領の南東、峻しゆん険けんなシナーリー山脈を越えた向こう側にある前ぜん人じん未み踏とうの草原地帯《飛ひ竜りゆうの狩かり場ば》。そこに魔王戦役で敗れた灰エルフが逃にげ込んでいるのでは──というウワサは以前からあった。

　根こん拠きよは不ふ明めい瞭りようなものだ。大陸の東半分が赤茶けた不毛の大地と化している以上、灰エルフが逃げ込み、さらに生存できる地など《飛竜の狩り場》しかない──その程度だ。

　実際、ウワサに惹ひかれてこの草原に侵しん入にゆうした奴隷商人は多い。だがエルフを連れ帰った者はおろか、生きて帰った者の記録さえないという有様だった。

　それでもレオポルトは危険な賭かけに打って出た。そうせざるを得ない理由があったからだ。

「アレンヘム公国との戦争で破産しかけたときはこの世の終わりかと思ったものだが、挑ちよう戦せんとはやってみるものだ」

　フライスラント自治領がアレンヘム公国へ宣戦布告する直前のことである。レオポルトは長年奴隷商人として儲もうけていた利益を、フライスラント自治領の金銀に投資した。軍事力から言ってもフライスラント軍の勝利は疑いなく、そうなればアレンヘム公国とドワーフの交易は阻そ害がいされ、フライスラント自治領の金銀は大きく値上がりするはずだったのだ。レオポルトの知っている商人も全員が同じ結論を出し、フライスラント自治領の勝利に投資した。

　しかし目論見は外れ、戦争はアレンヘム公国の圧あつ倒とう的有利に推移している。投資した金銀が値上がりする様子はなく、運転資金は底を突き、借金のアテもなくなったレオポルトは、博打をするしか残された手がなかった。それが灰エルフの捕ほ縛ばくである。

　残された財産を売り払はらって傭兵フールリングを雇やとい、夜よ逃にげ同然に《飛竜の狩り場》へ移動を開始したのが五日前。もう帰る場所などないという覚かく悟ごが奇き跡せきを呼んだのだろう、最大の難所であったシナーリー山脈を三日で越えられたのは最上の幸運だった。そしてこの草原に到とう達たつしたレオポルトは、早々に灰エルフの集落を発見。喜び勇んで女子供を捕縛したのである。

「若い処女のエルフなど、一体どれだけの高値がつくか分かったものではないぞ。どうやら賭けに勝ったようだ」

　灰エルフたちは、その名の通り肌はだの色こそ異なるが、男女を問わず伝説通り見た目は美しい。これなら買い手などいくらでもいるだろう。それこそ今夜あたり、試しに一人ぐらい抱だいてみたくなるほどだ。

　だが今回ばかりは我が慢まんする価値があった。処女のエルフなど、人間の処女一〇〇人を買ってもなお釣つりが出るに違ちがいないのだ。

　幸い、代わりはいる。帰路を考えれば体力を温存すべきだが、今夜ぐらいは成功を祝ってもいいはずだ。

「シルビア」

　レオポルトは女の名前を呼んだ。今回の旅路にあたり、ただ一人自分の世話用にと連れてきた人間の奴隷である。

「今夜は相手をしてもらうぞ。水を使って構わんから体を綺き麗れいにしておけ」

「……分かりました」

　シルビアはわずかに嫌けん悪おと悲ひ壮そうの入り混じった感情を見せたが、それも一いつ瞬しゆんのことだ。主人の不興を買って鞭むちを喰くらいたくはないようで、すぐに承しよう諾だくする。

　そんなシルビアの反応にレオポルトは喜色を滲にじませた。人形を抱いてもつまらない。嫌悪感だろうが感情のある奴隷を抱く方がレオポルトの好みだった。

　にわかに傭兵たちが騒さわぎ始めたのは、そのときだった。

「おい、あれは？」

「馬だ、誰だれか乗ってるぞ！　灰エルフだ！」

　傭兵たちが指差したのは南東。そちらから馬に乗った何者かが真っ直ぐ向かってくるのが見える。

「さては仲間を取り返しにきたか！　全員警けい戒かいしろ！」

　ここまで来て金の卵を手放すことなどできるわけがない。幸い、敵は見たところ一騎きだけだった。うまくいけばさらに商品を増やすことができるだろう。

「レオポルトさま、お気をつけください。なんの考えもなしにたった一騎でノコノコ出てくるとは思えません、なにか企たくらみがあるのかも」

　傭兵の一人が声を上げた。実にもっともな指し摘てきだ。

「任せよう、油断せずに対処しろ！」

　戦いは専門外だ、ここは彼らに払った金を信じる他ない。

　もっとも、この辺りは斜しや面めんすらほとんどない草原である。周囲を見み渡わたせば他に増ぞう援えんがいないことは明らかだったし、罠わなを仕し掛かける時間があったとも思えない。向こうが一騎で攻せめてくるなら正面から対処する他なかった。

　一点だけ奇き妙みような反応があるとすれば、捕つかまえた奴隷たちの反応だった。

「あれは！　ギルセリオンさまよ！」

「みんな、ギルセリオンさまが来てくださったわ！」

　さっきまでうなだれ己の運命に恐きよう怖ふしていただけの灰エルフたちが、突とつ如じよとして希望を取り戻もどしたかのように顔を上げたのだ。

「どうやらよほどの手練らしいな。だが、たった一騎では怖こわくもない」

　レオポルトの余よ裕ゆうが失われることはなかった。少なくともこのときは。
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「いたな。やはりこの草原を進んでいたか」

　ギルセリオンはさらわれた同どう胞ほうたちを見つけると、弓も構えずにまず一〇ルーデ（約三八メートル）ほどの距きよ離りにまで馬を近づけさせた。

　ギルセリオンが単たん騎きだったためだろう、人間たちは逃げもせず迎むかえ撃うつことを選せん択たくしたようだ。それもまたギルセリオンの狙ねらいの一つだった。なまじ警戒されて奴隷を人質に取られては面めん倒どうなことになる。

「おまえたち、何者だ？　我が同胞に縄なわをかけて連れ出すとは。どのような事情があっても万死に値する重罪だぞ」

　ギルセリオンは人間たちの正体に見当は付けていたが、他にかける適当な言葉も思いつかなかったのでそう問いかけた。

「ふん、知れたこと！」

　一団の頭領と思しき男が進み出る。戦士には見えない。どう見ても商人だ。

「魔王軍の残党たる灰エルフどもをこうして捕らえていたのだ。魔王軍は我ら人間に仇あだなす敵、これは当然の処置というものだ」

（やはり奴隷商人か）

　だとすればかける慈じ悲ひは微塵もない。

「なるほど、人とエルフの歴史を鑑かんがみればさもあろう。ならば是ぜ非ひもない、敵として刃やいばを交えるとしよう。そも、貴様らが手を出したのはすべて我が血族。子や孫に害を為す敵がいると分かればどうする？　当然殺すしかあるまいよ」

「ほう。どうやら名うての灰エルフのようだが、たった一人でなにができる!?　捕まえろ、奴隷がもう一人増えるぞ！」

　人間たちが弓矢や槍やりを構えるのを見て、ギルセリオンも弓矢を構えた。

　灰エルフがこの草原で生きていくには、ある技術を身につけなければならなかった。

　馬術と騎射だ。

　草原に棲すむ動物の生息密度は、大森林とは比べものにならないほど低い。猟りようをするには膨ぼう大だいな距離を探し回らねばならず、徒歩では日が暮れてしまう。おまけに木々や茂しげみに身を隠かくせる森と違い、草原では獲え物ものとの距離を詰つめるのも難しい。ただでさえ草原の動物たちは周辺を警戒する術と、そして草原を逃げる術を身につけている。

　草原で生きていくにはどうしても馬上から弓を射る技術が必要だった。幸い灰エルフたちに、それは決して難しいことではなかった。もともと高い弓の技術を持っていた上に、新たな技を身につけるだけの寿じゆ命みようはいくらでもあったからだ。

　とりわけギルセリオンは〝厳冬の生き残り〟の一人であり、実に一九八年もの間、一日も欠かすことなく馬術と騎射の腕うでを磨みがき続けてきた。人間ならば五〇年修練を積めば技は磨かれようとも体が老境に入る。しかしギルセリオンの二二〇歳さいという年ねん齢れいは、エルフにとっては壮そう年ねんと呼ぶにもまだ早すぎるぐらいだ。

　そんなギルセリオンが二本の足だけで操る馬は、まさに人馬一体。手足を動かすよりも容易と思えるほどに自由に動いた。そしてギルセリオンが放つ矢は、まさに百発百中。草原の風を知り尽つくしていると言わんばかり、放つ矢の一本一本は確実に人間たちの急所を射い貫ぬいた。

「な、なんて弓の腕だ！」

　もちろん人間たちもやられるばかりではなく、矢を撃ち返した。だがどれだけの矢が放たれようと人馬一体となったギルセリオンにはかすりもしなかった。むしろギルセリオン相手に弓を構えて矢を番えるというのは自殺行こう為いに等しかった。ギルセリオンからすれば格好の的だったからだ。

「なにをしている！　馬だ、馬に矢の一本も当たればいい！」

　奴ど隷れい商人は苛いら立だったように何度もそう叫さけんだ。

　言われるまでもなく彼らはギルセリオンの馬を狙って矢を放ったが、ギルセリオンは足だけで巧たくみに馬を操って矢をかわし、あるいは飛んでくる矢をむんずと摑つかむとそのまま射返して見せたのだ。

「馬ば鹿かな!?」

「飛んできた矢をああも簡単に！」

　常に一定の距離を取って百発百中の矢を放ってくるギルセリオンに、三〇人いた傭兵たちはあっという間に半分近くまでその数を減らしていった。

　こうなると人間たちに出来ることは限られる。弓矢で応戦するのは自分を危険にさらすだけだと悟さとり、仲間の死体や荷物を盾たてにしようとする。このとき人間たちが捕とらえていた灰エルフを人質にできなかったのは、貴重な金の卵を危険にさらすことができず、またギルセリオンが意図的に自分へと敵意を集めていたからだ。

　もっともギルセリオンの弓矢から逃のがれることは、敗北を先延ばしにするだけで、無意味な膠こう着ちやく状じよう態たいを生むだけだった。しかし他に方法もないのか、人間たちは物もの陰かげから動こうともしない。

　だからこそ、ギルセリオンの次の行動は彼らの不意を突つくことに成功する。ギルセリオンは人間たちの数を充じゆう分ぶんに減らし、そして彼らが守勢に回ったと判断するや否や戦い方を変えた。弓矢を収めると馬の進路を変え、人間たちの方へ自ら突とつ進しんしたのだ。

　弓矢で減らしたとはいえ、まだ人間たちの方が十倍以上も多い。それは人間たちが望む展開のはずだった。

　だがギルセリオンの愛馬は誰もが予想する以上に速く、物陰に隠れて弓を構えていた人間たちは、武器を持ち替かえる間もなく近きん距きよ離り戦へと持ち込まれた。もっとも、たとえ剣けんや槍を持っていたとしても、ギルセリオンの強さに敵う人間はいなかっただろう。

　このとき弓矢の代わりにギルセリオンが振ふるったのは、曲刀だった。この草原には甲かつ冑ちゆうを着込んだ敵もいないし、飛ひ竜りゆう相手に弓矢以外の武器は意味がない。近接戦せん闘とう用の武器は、肉や毛皮を斬きることに特化している曲刀が一番都合がよかったのだ。

　もっともこの草原において、曲刀で戦う機会などそうあるものではない。しかし灰エルフたちは、いつか人間と戦うことがあるだろうと予期していた。だからこそ年に一度行われる大祭では曲刀を用いた武術大会も開かれていたほどだ。
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　そしてこの草原で一九八年を過ごしたギルセリオンは、曲刀の腕もまた神域に達していた。その刀身は光のように速く変へん幻げん自じ在ざいであり、まるで草木を刈かり取るがごとく傭よう兵へいたちの首筋を斬り裂さいていく。

　ギルセリオン一人でも彼ら全員を斬り殺すことは容易だっただろう。その上、人間たちにとってはさらに不幸な事態が発生した。

「ギルセリオンさま！　今加勢いたします！」

　戦闘の音と絶ぜつ叫きようが風に乗って届いたのだろう、灰エルフたちの一団が駆けつけてきたのである。先頭はやはりというか、仍じよう孫そんのディニエルだ。当然ながら右腕たるメネリオンの姿も見える。

（もう来たか。もう少しで終わるのだがな）

　ギルセリオンとしては迷いどころであった。

（私は一度退き、ディニエルたちに戦わせるべきか？）

　人間と戦う経験を積ませておくことは、部族の将来に繫つながる。それは確信を持って言える。だが一方で追い詰められた人間が、彼女たちを──ギルセリオンにとっては子や孫だ──を殺すかもしれない。そうでなくとも人間に囚とらわれている同胞たちが人質に取られるかもしれない。後こう継けいを託たくせるほどに成長したメネリオンならともかく、血気盛んなディニエル辺りに適切な判断ができるかは分からない。

「よし、人間どもを皆みな殺ごろしにしろ！」

　それでも、ギルセリオンは加勢を許した。

　人間との実戦の場は貴重だ。たとえここで同胞に犠ぎ牲せいが出たとしても、その経験は後でより多くの犠牲を救うと判断したのだ。

　それに同胞に危険が迫せまりそうであれば、自分が阻そ止しすればいいだけの話である。

　幸い、心配するまでもなく、ディニエルたちの戦いは見事だった。ギルセリオンには劣おとるが充分な馬術で距離を寄せると、馬上から見事な騎射で一人一人射貫いていく。

　すでに人間には勝ち目など微み塵じんもなく、ついに残りは三人だけとなった。その内、武器を持った人間は一人だけだ。

「くそっ！　し、死んでたまるか！」

　武器を持っていた人間が、予想通りの行動に出た。今まで彼らは捕らえた灰エルフを人質にしようとはしなかったが、さすがに命あっての物種ということだろう。ついに一人を強引に引き寄せ、剣を突きつけたのだ。

「大人しくしろ！　こいつの命が惜おしければな！」

　ここにいる灰エルフたちは皆みなが弓矢の達人だ。だが飛竜と戦ったことはあっても、人質を取られたことはないだろう。人質に取られた同胞も、このままでは余計な恐怖を記き憶おくに刻み込むこととなる。彼らが妙みような経験をする前に対処しておくべきだった。

「うるさい、死ね」

　瞬しゆん時じに判断をくだしたギルセリオンは、間かん髪はつ入れず矢を放っていた。エルフ伝統の速射術である。

　放たれた矢は狙い違たがうことなく、人質を取っていた男の額を正確に貫いていた。

「よし、全員よくやった。同胞を解放しろ、それから残った人間を連れてこい」

　矢や継つぎ早に放たれた命令にメネリオンたちはきびきびと動き始めた。奴隷として連れ出されようとしていた灰エルフたちの戒いましめが解かれ、そして武器を持っていなかったがゆえに生き残った二人の人間がギルセリオンの前に引き出される。

　一人は例の奴隷商人と思しき男。もう一人は意外なことに、人間の少女だった。

「たっ、頼たのむ！　命だけは助けてくれ！　なんでもするから！」

「とりあえず素性ぐらい聞いてやる。おまえは何者で、なにをしにこの地に来た？」

「私は……その……」

「ふん、口ごもるところがなによりの証しよう拠こだ。どうせ奴隷商人だろう、我らを奴隷にしにきたのだな？」

　男は答えられなかった。否定するのも無む駄だだと悟ったのだろう。

「一〇年に一度ぐらいおまえのような輩やからがシナーリー山脈を越こえてやってくる。教えてやろう、我らはおまえのような連中を皆殺しにするためにここにいる」

　自分の運命を悟ったのか、男が呻うめいた。

　ただ意外なことに、少女の方はあまり感情を見せなかった。予想はしていたが、この男に買われた女奴隷といったところなのだろう。

「わ、分かった。私が持っているすべての財宝をやる！　こ、この女の奴隷もやる！　こいつは初物だが私がしっかりと調教してある、灰エルフだろうと極上の快感を与あたえてやれるはずだ！　だからどうか命だけは……！」

「我らを灰エルフと呼ぶとはな……。それだけでも万死に値する。メネリオン！」

「は」

　一番の信しん頼らいを置く孫息子は、この後の展開を知っている。そのためか返事は早かった。

「こいつに〝太陽の裁き〟を受けさせてやれ」

「分かりました。さあ、来るんだ」

「な、なんだそれは……！」

「〝太陽の裁き〟とはおまえを草原の真ん中に縛しばり付けて放置しておくだけの刑けいだ。太陽で干上がるか、飛竜に食われるかは天の思おぼし召めしというわけだ」

「ひいいい！　嫌いやだ、やめてくれ……！　いっそ今殺せ！」

「おまえは我が同どう胞ほうを殺し、私の子や孫を奴隷として奪うばい去ろうとしたのだ。〝太陽の裁き〟とて生ぬるい罰ばつだろう。おい、誰だれか猿さる轡ぐつわをかましてやれ、今から命いのち乞ごいで体力を消費させては可か哀わい想そうだ」

　気が利いた冗じよう談だんのつもりだったが、誰一人ひとりとして笑うことはなかった。ただ全員殺さんばかりの視線で人間を睨にらみつけるだけである。メネリオンだけが無表情に男を拘こう束そくして連れて行く。

　もっとも、同胞たちは知らない。ギルセリオンの命を受けてメネリオンが人間を連れて行く先は草原ではなく、シナーリー山脈近くにある洞どう窟くつだということを。その中で人間は知っていることをすべてしゃべるまで拷ごう問もんにかけられることを。

　人間たちがこの大草原へ足を踏ふみ入れたとき、一刻も早く排はい除じよするのがギルセリオン率いる《始まりの地の部族》に課せられた使命である。その役目をギルセリオンが担った最大の目的は、情報収集だ。やってきた人間を捕らえ、拷問にかけてありとあらゆる情報を聞き出し、そして──他の部族には限定的にしか伝えない。いつか来たるべき日に備えてのことである。

　ギルセリオンは何事もなかったように一人残された奴隷の少女に話しかけた。

「さて、人間の女よ。名はなんという？」

「シルビアと申します」

　奴隷商人の末路を知っているはずだというのに、少女はおよそ無感情に答えた。

「あなたが新しいご主人さま……ということでよろしいのでしょうか？」

「ん？　ああ、おまえはそう認識しているわけか」

「……違うのですか？」

「違う。我らエルフは奴ど隷れいなどという存在は認めていない。かといって私には人間だろうと女子供を殺す趣しゆ味みもない。面めん倒どうだ、おまえには私の妻になってもらうとしよう。そうすればこの地で暮らしていくことも容易だろうからな」

「妻？　わたしが、あなたさまの妻ですか？」

　さすがに意外だったのか、シルビアは意外そうに顔を上げる。

「正気ですかギルセリオンさま!?　人間の女を妻にするなど！」

　ディニエルが顔色を真っ赤に変えて制止しようとする。だが、こと人間の扱あつかいについてだけはギルセリオンも同胞の意見を聞く気はなかった。

「ディニエル、おまえは部族の長たる私の判断に意見するつもりか？」

「し、失礼いたしました！　申し訳ありません！　ギルセリオンさまのことです、きっと深いお考えがあってのことに違いありません！」

　ディニエルは真っ青になって謝罪する。

　このような論法をいつも用いているために、子孫たちはギルセリオンを過か剰じように神聖視するようになったのだ。

（まあどうせ今いま更さら生き方を変えるわけにもいかん）

　気を取り直し、ギルセリオンは人間の少女に話しかけた。

「ではシルビア。いいな？　これよりおまえは私の妻の一人だ」

「わたしに拒きよ否ひする権利などございません。どうぞお好きなように扱ってください」

　そのように自らを卑ひ下げする必要はもうないのだぞ──と言いたいところだったが、相手は今まで奴隷として扱われてきた挙げ句、仇きゆう敵てきたる灰エルフにさらわれた立場の少女である。今すぐその考え方をあらためることはできないのだろう。

（まあ今後直していけばいい。それこそ今夜にでも……な）
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　その日、ギルセリオンが長を務める部族では、ささやかな宴うたげが行われた。飛竜討とう伐ばつとギルセリオンの結けつ婚こん式を兼かねてのことである。

　本来、エルフの結婚はそれなりに盛大に行われる。族長の結婚ともなれば尚なお更さらだ。

　だがギルセリオンの場合は例外だった。なにせ一九八年という長い時間の中で行われたギルセリオンの結婚式は一〇〇〇回を超こえる。毎回盛大に祝っていては資源がもたない。そもそもギルセリオン自身、華か美びで儀ぎ式しきじみた結婚式など心底飽あき飽きしており、最近行われる結婚式は、ただの酒しゆ宴えんと変わりなかった。

　それでも今日ばかりはいつもより陽気な酒宴が行われた。飛竜の出現も人間の侵しん入にゆうも不幸な出来事であり、死傷者も出ている。だが族長たるギルセリオンの武勇で、一度は拉ら致ちされた女子供は全員無事連れ戻もどすことができた。さすが我らが父祖、我らが族長と灰エルフたちは乾杯プローストと共に馬乳酒を酌くみ交かわした。飛竜の肉も景気付けに振ふる舞まわれるが、筋肉質で硬かたく、臭くさみがあるせいで好んで食べられることはない。

　ギルセリオンが新たな嫁よめとして人間の少女を連れてきたことにはさすがに驚おどろく者も多かった。だが前例はあったし、ギルセリオンには常に深しん謀ぼう遠えん慮りよがあると思い込まれている。異議を唱える者は誰もいなかった。

　ヌーの骨でできた弦げん楽がつ器きの音が鳴り響ひびき、灰エルフたちの歓かん談だんは夜よる遅おそくまで続いた。この辺り、人間だろうとエルフだろうと灰エルフだろうと違いはない。もっともギルセリオンとその新妻だけは、深ふか酔よいする前に早々に寝しん所じよに籠こもることとなるが。
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　ギルセリオンには今日一つだけ不可解なことがあった。新妻たるシルビアの反応である。

　初めて会ったその日のうちギルセリオンに主人を殺され、さらに結婚させられることになったというのに、一度たりとも拒否感を示したことがなかったからだ。

　それは二人きりで寝所に入っても同じだった。

「ギルセリオンさまは、これからわたしをお抱だきになられるのですか？」

　シルビアは抑よく揚ようのない声で、淡たん々たんとそう口にする始末であった。

「当然だ、初夜なのだからな」

「分かりました……」

　そう言ってシルビアは躊ちゆう躇ちよなく服を脱ぬぎ始めた。上着はもちろん、下着すらも。

　あの奴隷商人が命いのち懸がけで山脈越ごえをする際に連れてきた奴隷である。よほど念入りな調教を受けたに違いなかった。

　ただ唯ゆい一いつ、シルビアの顔にわずかながら諦あきらめのような感情が浮うき出ていることをギルセリオンは見み逃のがさなかった。

（当然だ、どれだけ奴隷根性がしみこんでいようと許容できぬことはある。人であれエルフであれ、な）

「失礼いたします」

　シルビアは布一枚まとわぬ姿のままギルセリオンの服を脱がす手伝いをした。そしてギルセリオンも同様に裸はだかにしてしまうと、

「精せい一いつ杯ぱいご奉ほう仕しさせていただきます」

　と、ギルセリオンの前で膝ひざを突つこうとする。

「待て」

　そのまま自由にさせてもよかったが、ギルセリオンは初夜を自分一人だけで愉たのしむような男ではなかった。

「奴隷というからには想像はつくが、そう育てられたか？　だが私にその心がけは不要だ。私も愉しむがおまえも愉しむ。それが夫婦というものだ」

「わたしも愉しむ……？　それは一体どのような意味でしょう？」

　ギルセリオンは苦笑した。

「言葉で語らせるな、野暮にもほどがあるぞ。どうせすぐその体で知ることとなる、おまえは黙だまって受け入れればいい。いや、本当に黙っているのは無理だろうが」




　それからしばらくして、少女の嬌きよう声せいが集落に響き始めた。最初は小さく、次第に大きく。並の音であれば吸収してしまうぶ厚い天幕をも貫つらぬくほどに。

　だが、嫉しつ妬とする妻たちを除けば、いちいち気にする灰エルフはいなかった。ギルセリオンの初夜となればいつものことだったからだ。
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　翌朝ギルセリオンが目を覚ますと、シルビアはまだ隣となりで寝ねていた。

　無理からぬことだった。なにせ昨日は一晩中嬌声を響かせ続けていたのだから。

（灰エルフも人間もこの辺り、なんの変わりもないな）

　遊牧民の朝は早いが、今日ぐらいは寝かせてやってもいい。ギルセリオンは一人でそっと服を着き替がえようとした。

　だが、奴隷としての習性でもまだ残っていたのだろう。ほんのわずかな物音で、シルビアは目を覚ました。

「も、申し訳ありません。ギルセリオンさまより後に起きるなど……」

「構わん、別にまだ寝ていていいぞ。昨日はあれだけ乱れたんだ、さぞ疲つかれただろう」

　シルビアの顔がみるみる紅潮していった。

「思い出させないでください……！」

　そういって毛布で自分の体を隠かくそうとする。昨晩は自分から躊躇なく服を脱いだシルビアだったが、ずいぶんな変化だった。ギルセリオンとしては恥はじらいの有無などどうでもよかったが、奴隷根性らしきものが多少なりとも抜ぬけたのなら結構な話だった。

「さて、ならついでに話をしておこう。今日からおまえは灰エルフに交じって生活することになる。おまえは人間だ。だが私の妻である限り、誰だれもおまえを軽んじたりはしない」

「もとよりわたしはただの奴隷です。どのように扱われても文句など言えません。ただわたしの新たな所有者となったギルセリオンさまに命ある限りお仕えします」

「間ま違ちがえるな。おまえは奴隷ではない、私の妻だ。確かにおまえには私に尽つくしてもらう。だが私とておまえに夫として尽くす。それが夫婦というものだ」

　シルビアは戸と惑まどった様子だった。自分が尽くされるという言葉の意味がまだ分かっていないらしい。

「それとも奴隷と主人の関係に戻りたいのか？　夫婦の営みは、文字通り夫婦でしかできん。昨日のような快楽をまた味わいたくはないのか？」

「そ、それは……」

　シルビアの内心で明らかな葛かつ藤とうがあるのが見て取れた。

　彼女がなにを考えているかはなんとなく分かる。奴隷として育った人間にワガママを言う権利などあるのかとか、あんな快楽をまた受けられるなんて──などと考えているのだろう。

　だが、彼女はついに自分で一つの答えを出した。

「わ、分かりました。わたしはギルセリオンさまの妻として生きます。で、ですからどうか……その、また昨晩のように……」

「分かった分かった、期待しておけ。ただし人間は妻を一人しか持たぬというが、我らエルフは生しよう涯がいで複数の妻や夫を持つことも珍めずらしくない。順番待ちは覚かく悟ごしておいてくれ」

「……分かりました」

　今度の返事は少し戸惑ったようだ。昨日今日突とつ然ぜん結けつ婚こんした上、妻がすでに複数いる、などと聞かされては当然である。

「ところで早速だが聞きたいことがある。今、人間の世界はどうなっている？」
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「人間の世界……？　あの、どういう意味でしょう？」

「私は人間の世界の事情を知りたいのだ、少しでも多くな。フライスラント自治領と隣りん国ごくのアレンヘム公国が戦争を始めたことは知っている。だがその後の経過まではさすがに入ってこなくてな。なにか知らないか？」

「詳くわしいことは分かりません。ただフライスラント自治領が二度もひどい負け方をしたとかで、国中が大変なことになっていたことは奴隷のわたしでも知っています。わたしの元の持ち主も、そのせいで山やま越ごえを決意したとか」

「ふむ……」

　最後に聞いた情報では、アレンヘム公国を治める公こう爵しやくは、病気で余よ命めい幾いくばくもないというものだった。にもかかわらず連戦連勝とは、よほど有能な後こう継けい者しやでも見つけたのかもしれなかった。

「できる限りのことを教えてくれ。フライスラント自治領と、五芒国を治めるフフーデーデルス・ルスコーニン王国グライクとやらは親密な関係にあると聞く。他にも同盟している国はあるのか？」

「同盟……と言うのかは知りませんが、フライスラント自治領を治めるフィクトル総督スタツトハウダーのご子息が、フーデルス王国のお姫ひめさまと婚こん約やくされたのは確かです。そのお姫さまというのが隣国メイルマンス公の孫まご娘むすめに当たるとも聞いていました。婚約が決まったときはメイルマンス公国から贈おくられたというお酒が振る舞われましたし」

　メイルマンス公国。聞き覚えはあった。大陸の南西、フライスラント自治領の西に接する五芒国の一つだ。すなわち、フライスラント自治領はメイルマンス公国とも縁えん続つづきになっているということである。人間同士が仲がいいことは、この際ギルセリオンら灰エルフにとっては都合がよくなかった。

「なるほど、ではフライスラント自治領は連敗続きとは言え、後方を気にせずアレンヘム公国に当たれるわけか」

「……申し訳ありません、そのようなお話はよく分かりません」

「気にするな、充じゆう分ぶんだ」

　このしばらく後、ギルセリオンはシルビアの元の持ち主である奴ど隷れい商人レオポルトから拷ごう問もんによって多くの情報を得ることになるが、それはシルビアの話を裏付けるものだった。

「ギルセリオンさま。急報です」

　天幕の外からギルセリオンを呼んだのは、孫息子のメネリオンの声だった。

「どうした？　入れ」

　ギルセリオンがそう応じると、シルビアは「え!?」と小さく悲鳴を上げて慌あわてて服を着始めた。だが間に合うはずもなくメネリオンが入ってくる。

　もっとも当のメネリオンは、彼女の裸ら身しんなどまったく気にする様子もない。

「昨晩は夜遅くまでお楽しみだったようですね」

　孫息子は臆おく面めんもなく聞いてのけた。

「ああ、人に奉仕するばかりで自分が愉しむ方法を知らない妻だったからな。未知の世界は教え甲斐がいがあった」

「ギルセリオンさま！」

　シルビアが顔を真っ赤にして声を荒あららげる。

「分かった、もう言わん。それよりメネリオン、用件はなんだ？」

「結けつ婚こん式の翌朝にこのようなことをお伝えするのも申し訳ありませんが、族長会議が開かれるそうです。至急ご移動を」

　このときばかりは、ギルセリオンはげっそりした顔になった。

「なぜだ？　族長会議はまだ先だろう」

　一年に一度、あるいは緊きん急きゆうの議題があった場合に行われる族長会議。そこに出席することを、ギルセリオンは嫌きらっていた。「顔ぶれがほとんど変わらん会議に二〇〇年近く出続けてみろ、誰でも同じ結論になる」とは本人の弁である。

「それが……魔王陛下の再臨について至急協議したいことがあるとのことです」

　ギルセリオンはまるで失しつ恋れんした直後の少女のように両手で顔を覆おおい、そしてげっそりしたままの顔で呟つぶやいた。

「最悪なのが来た……」








第二章　灰グライズエルフたちの決起












　　　　　１




　灰エルフたちの最大の悲願は、魔王デモンの再臨である。

　聖戦の折、いかなる理由か魔王は力を失い、この世界から消え去った。どこに去ったのかは不明だが、魔王がいつか再びこの世界に戻もどってくると言い残したことは確かだ。

　そして魔王が再臨すれば、みじめな敗北の末、この草原に追いやられた灰エルフは栄光の時を迎むかえることができる──と最長老は幾いく度どとなく同どう胞ほうに触ふれ回ってきた。

　だがそんな話を耳にする度、ギルセリオンは胸中で叫さけんだものだった。

（そんな都合のいい話があるか！）

　ギルセリオンは聖戦に参加し、そして生き残った数少ない灰エルフの一人である。

　だからこそ知っていた。魔王が率いる魔物グルエルたちの残ざん虐ぎやく性を。奴やつらは肉であればなんでも喰くらう。エルフでさえ同じだ。

　またこの大陸の東半分──かつて魔王が支配していた地は、人間たちが《呪フエルわドウーれムデ・た地ラント》と呼ぶ赤茶けた不毛の大地となっている。魔王が勝利するということは、この大陸全土が不毛の大地に覆われることを意味している。森か草原か、いずれにせよ緑がなければエルフは生きていけないにもかかわらずだ。

　一応、魔王はエルフたちの暮らす領域については不ふ可か侵しんを約束したらしい。だがなにをどう冷静に考えても、そこに根こん拠きよはまったく見いだせない。大森林ウールスワウトやこの大草原に魔王が侵しん攻こうしない保証はなにもないのだ。

（ようするに最長老は、操られたのだ）

　それがギルセリオンの結論である。魔王は不可思議な術を使うが、別にそんなものに頼たよる必要はない。最長老は孫娘を人間に拐かどわかされ、奴隷として扱あつかわれたという。人間どもに鉄てつ槌ついを与えるべきとそそのかされれば、簡単にその気になっただろう。実際、同胞が奴隷にされたという事実にはギルセリオンとて憤ふん慨がいするし、人間に弓を引くのもやむなしだ。娘むすめが同じ目に遭あわされたとなれば誰だってそうだろう。

　だが、人間すべてを殺し尽くそうなどとは思わない。犯人を処しよ罰ばつした後、人間が二度とエルフを奴隷にしないというのなら、人間そのものと敵対する理由もない。そもそも人間はその数を圧あつ倒とう的なまでに増やし、武器の扱いにも長けている。数の上でもエルフが敵う存在ではなくなっている。

　だが最長老は違ちがう。

（あれはすでに狂くるっている）

　部族に犠ぎ牲せいが出ようが、人間を殺し尽くさねば満足しない。最長老の狂きよう気きが魔王によるものか、精神の平へい衡こうを失ったことによるものかは分からないが、そんなことはどうでもいい。最大の問題は、最長老が自らの狂気と人間への憎にくしみを灰エルフ全体に蔓まん延えんさせようとしていることだ。

　だからギルセリオンは、自らの部族を《飛竜ヤフトゲビートの・デル・狩フオグルり場ドラーケン》の中央から遠ざけようとしてきた。他の灰エルフと同じように魔王を形だけでも崇すう拝はいはする。決してないがしろにはしない。だが魔王よりもっと信しん頼らいすべき存在は別にいる──と遠回しに子や孫たちに言い含ふくめてきた。

　すなわち、ギルセリオン自身だ。〝厳冬オフルレーヴンの生・イン・デ・きストレンゲ・残りウインツル〟にして、最初のエールスト・飛竜フオグルドラー討伐者ケンドーデル。ギルセリオンはもう一〇〇年以上も道化を演じてきたのだ。子孫たちの信頼を常に集め、いざとなれば最長老よりも自分の命令が優先されるようにと。

（今度こそ、その日が来るのかもしれん）

　今回の族長会議は魔王再臨に関することだという。可能性は充分にあった。




　　　　◆




　人間の世界でいう討ナ・デ伐・フイ暦クトーリ一九八年。乾草月ホーイマーント（七月）の二五日。

　ギルセリオンは、右みぎ腕うでと称しようされる孫息子のメネリオンに留守を託たくすと、妻の一人であるサエルミアや「何卒わたしをお連れください！」と元気の有り余っている仍じよう孫そんのディニエルら二人だけを供に、《飛竜の狩り場》の中央、中つ地へと向かった。この地を治める《中スタム・つヴアン・地のヘツト・部族ミツドン》の族長こそ最長老ファウンロールである。

　大草原に存在する部族は、この中央を入れて五つ。《中つ地の部族》の役割は、中央から《飛竜の狩り場》全体を統治することである。最長老はこのたとえを死ぬほど嫌がるだろうが、形としては五フアイフ芒ステル・国ランデンを統治するフフーデーデルス・ルスコーニン王国グライクに近い。ただしフーデルス王国は五芒国の守護者にして統治者を標ひよう榜ぼうしているが、この地の五つの部族は皆みなが対等だ。エルフには年長者を敬う風潮があるため、必然的に最長老ファウンロール率いる《中つ地の部族》が仕切り役になることが多いというだけである。

　中央での暮らしぶりも《始まりの地の部族》と変わらない。ヌーの遊牧を生業とし、ヌーの肉を食べ乳を加工し、ヌーの毛皮と骨で作った天幕で日々の暮らしを営んでいる。違いがあるとすれば最長老の住む天幕が他のものと比べてもかなり大きいことぐらいだが、それも中で会議が開かれることが多いので当然だった。

「ギルセリオンじゃないか、久しいな」

　そんな最長老の天幕に向かう途と中ちゆうで声をかけてきたのは大おお柄がらな灰エルフだった。

「ソロンディールか」

　彼はギルセリオンが比ひ較かく的てきまともであると評価している同胞だ。ギルセリオンと同じ〝厳冬の生き残り〟でもあり、そのため妻サエルミアを介かいさずとも名前と顔を思い出せる。飛竜を一人で倒たおせるのはギルセリオン以外には彼ぐらいのものだろう。

　ソロンディールは《切りスタム・開ヴアン・くデ・地オープンのライテンド部族・グロント》の族長でもあった。ギルセリオン率いる《始まりの地の部族》が大草原の西側に居住し、人間の世界の監かん視しと侵しん入にゆう者への対処という役割を担っているように、彼ら《切り開く地の部族》は大草原の北東部に多くの集落を持ち、灰エルフたちの領域をより北東側に広げようとしていた。だが実際のところ、草原の北東部は人間たちが《呪われた地》と呼んでいる不毛の大地となっており、侵入したところでなんの利益もない。もっぱら《呪われた地》からやってくる魔物を討とう伐ばつすることが任になっているという。

「そのでかい体を見るにまだ息災のようだな。お互たがい長生きで結構なことだ」

　ギルセリオンがそう話しかけると、ソロンディールは笑った。

「そのおかげで苦労ばかりだがな。おまえの名は相変わらず無む駄だに轟とどろいているぞ、また一人で飛竜をやったそうだな」

「さすが、もうお聞き及およびとは」ここぞとばかりに会話に入ってきたのは仍孫のディニエルだった。「ギルセリオンさまはたった一人で飛竜に立ち向かい、たった一本の矢でこれを仕留められました。まさに他のエルフには成し得ない奇き跡せきの技というものでした」

　目をキラキラと輝かがやかせながら感情を込めて語る。

　二〇〇年を生き、ありとあらゆる酸いも甘いも経験してきたギルセリオンだったが、このときばかりはさすがに恥はずかしさを覚える。

「ディニエル、その辺にしておけ。今はそのようなときではない」

「は、これは失礼しました」

　だが当のディニエルに反省した様子はなかった。もっと語りたいのに──とその顔が言っている。

「おまえの部族も元気そうで結構なことだ」

　ソロンディールはドワーフドウエルグのように豪ごう快かいに笑った。

　お互いに族長であり、〝厳冬の生き残り〟でもある。すでに付き合いは二〇〇年以上に及およぶこともあり、ギルセリオンが気き兼がねせず話ができる数少ない相手でもあった。

　しかし、好ましい人物と出会うこともあれば、逆もまた然りである。

「おや、これはギルセリオンどのにソロンディールどの」

　甲かん高だかい男の声に、思わず振ふり返る。

　若い灰エルフを一〇人ほど引き連れた〝嫌な奴〟がいた。

（誰だれだったかな……）

　嫌な奴、という認識はあるのだが名前は思い出せない。ただ〝わざわざ名前を覚えたくない奴〟だったことだけは思い出せる。

「最長老さまの直系にあたり、《豊饒スタム・のヴアン・地ヘツトヴルフのトバール部族・ラント》の族長を務めるフェアラストさまです」

　このようなとき、ギルセリオンが黙だまっていても長年連つれ添そった妻の一人であるサエルミアがそう教えてくれる。

「フェアラストどの、久しいな。息災なようでなによりだ」

　しれっと適当な挨あい拶さつを口にする。ソロンディールとの再会は喜ぶべきだが、フェアラストとの再会はどうでもいい。そんな思いが表に出ないよう顔の筋肉に力を入れてのことである。

　フェアラストは五部族の族長の中でただ一人〝厳冬の生き残り〟ではない。厳冬を生き残ったのは彼の父であり、フェアラストはその後を継ついだ形だ。もともと彼の一族は最長老の直系で、そのせいかこの大草原でももっとも土ど壌じよう豊かな地を与あたえられ、五部族の中で唯ゆい一いつ本格的な農業を行っている。文字通り《豊饒の地の部族》というわけだ。

　ようするに最長老の腰こし巾ぎん着ちやくであり、もしギルセリオンが「最長老の次に殺したいのは誰か」と問いかけられれば筆頭に上げる人物であった。

「大変ご無ぶ沙さ汰たしております。すでにお聞き及びのことと思いますが、此こ度たびの族長会議は魔王陛下の再臨が議題とのこと。ついにこの日が来ましたな」

「ああ。最長老の口からどのようなお言葉を聞けるのか楽しみだ」

　それは決してウソではない。最長老がどんな馬ば鹿かげた妄もう言げんを吐はくのかは興味があった。それに振り回され、親族を危険にさらすことは許容できないが。

「ではギルセリオンさま、わたしたちはここで……」

「ああ」

　さすがに妻サエルミアや孫デイニエルを伴ともなって入るわけにはいかない。族長たちだけで中に入ろうとする。

　異変が生じたのはそのときだった。

「ギルセリオンさまのお連れがたったお二人とは。やはり始まりの地での生活はまだ苦しいのですかな？」

　族長のフェアラストに似たのだろう。彼の連れがディニエルに因いん縁ねんを付け始めたのだ。

（まずい）

　ディニエルは血気盛んだ。そしてどんな形であれ、ギルセリオンが非難されることを心底嫌きらう。売られたケンカは喜んで買うだろう。

（まあいいか）

　ケンカになったところでどうなるものでもなく、放っておくことにする。

　実際、ディニエルは遠えん慮りよなく言い返した。

「ご心配にはおよびません。ギルセリオンさまは〝厳冬の生き残り〟のお一人であり、かつての苦難を知るお方ゆえ、質しつ実じつ剛ごう健けんを旨むねとされているだけですから。あ、〝厳冬の生き残り〟ではないフェアラストさまを非難しているわけではありませんので念のため」

《豊饒の地の部族》が気にしているところを容よう赦しやなく突ついた。族長フェアラストは聞こえなかったフリをしているようだが、そのこめかみの青筋を見れば聞こえていたのは明らかだった。

　その辺にしとけばいいのに、ディニエルの挑ちよう発はつは容赦なく続いた。

「それにしても農作業のためでしょうか、《豊饒の地の部族》の皆さまはずいぶんお顔が汚よごれていらっしゃる。わたしたちも家か畜ちくの糞ふんで身を汚さぬ日々はありませんが、皆さまは特にひどい。あ、いえ申し訳ありません。見み間ま違ちがいでした、素でそのお顔だったのですね」

「ぶっ」と思わずギルセリオンは噴ふき出した。おまえそんなにケンカしたかったのか──と思わず振り返る。

　実際その通りになった。もう勘かん弁べんならぬとばかり、フェアラストの連れの一人がディニエルの胸ぐらを摑つかもうとした。相手は六〇歳さいぐらいの若い男であり、体格はディニエルより二回りは大きい。力の差はどうみても明らかだ。

　だが、なんだかんだでギルセリオンはディニエルを孫まご娘むすめの一人として愛していた。望まれれば体術の一つや二つ、懇こん切せつ丁てい寧ねいに教え込んだ。ギルセリオンが二〇〇年かけて編み出した秘蔵の体術を、ディニエルは誰よりもよく学んでいた。「飛ひ竜りゆうの討伐もケンカも、相手の力を利用するのが一番だ」というギルセリオンの教えを忠実にディニエルは実行した。

　だからフェアラスト配下の灰エルフたちが、次々とディニエルに投げ飛ばされていく光景を見ても特になにも思わなかった。当然の結果だからだ。ただ孫の成長を見て取れるのは少し嬉うれしくもある──などと吞のん気きに思う。

「なにをしている！　やめないかおまえたち！」

　ケンカを止めたのはフェアラストだった。いいタイミングだ。もし今止めなければディニエル以外の怪け我が人がもっと増えていただろう。

　とりあえずギルセリオンとしては尻しりを拭ぬぐってやらなければならなかった。

「フェアラストどの、孫娘のディニエルがそちらの部族に粗そ相そうをしたようだ、謹つつしんで謝罪する。お望みとあらば同どう胞ほうを傷つけた罪でディニエルを処しよ罰ばつしよう。だがそうなれば《豊饒の地の部族》の男数人がディニエルたった一人に叩たたきのめされたなどと知れ渡わたりかねん。今のはなかったことにした方がいいのではないか？」

　恥ち辱じよくを必死に顔に出すまいとするフェアラストの努力は見物で、思わずまたギルセリオンは噴き出すところだった。

「……いいでしょう。私としても同胞同士の小競り合いを大おお事ごとにするのは本意ではありません。なにより最長老さまをこれ以上お待たせするわけにはいきませんので」

　フェアラストはそれ以上顔を見られたくなかったのか、とっとと最長老の天幕に入っていった。

「やれやれ、さすがおまえの孫娘だ。昔のおまえにそっくりだな」

　真面目な顔でソロンディールが呟つぶやき、「だろう？」とギルセリオンは堪こらえきれずに自じ慢まんするのだった。




　　　　◆
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「三人同時に来たか、久しいな」

　ようやくギルセリオンら三人の族長が天幕の中に入ると、《新たスタム・な恵ヴアン・みのデ・ニーウエ部族・ゼーゲン》の族長リナールゴスが出で迎むかえた。彼も〝厳冬の生き残り〟であり、一九八年に亘わたって自分の部族を率いてきた族長の一人だ。そのせいかギルセリオン、ソロンディールと同じように動作一つ一つに泰たい然ぜん自じ若じやくとした自信のようなものが感じられる。

　リナールゴス率いる部族は、大草原の南の海沿いの地で暮らしている。エルフの故郷たる大森林も海に接しているが、森の恵みだけで充じゆう分ぶんだったエルフたちは決して海に進出しようとはしなかった。だがこの《飛竜の狩り場》ではそうもいかず、彼ら《新たな恵みの部族》はこれまでエルフが享きよう受じゆしてこなかった新たな恵み──すなわち海の恵みたる漁業を開発してきたのだ。

「外が騒さわがしかったようだが、なにかあったのか？」

　リナールゴスの問いに、ギルセリオンは思い出し笑いを堪えなければならなかった。

「いや、なにもない。そうだろう、フェアラストどの？」

　残念ながらフェアラストの反応を見るより先に、重々しい声が天幕の中を支配した。

「無駄話はもうよかろう。皆みな、遠路はるばるご苦労であった。族長会議を始める」

　最長老ファウンロールである。

　ギルセリオンをして〝妄もう執しゆうの化け物〟と言わしめる五〇〇歳の灰エルフだ。永遠の若さを持つエルフとはいえ、五〇〇年も歳としを重ねればさすがに年老いている。彼の場合はその人生の過か酷こくさゆえか、恐おそらく年ねん齢れいよりも老けている部類だろう。なにせ聖戦を生き残り、シナーリー山脈を越こえ、地じ獄ごくの冬を生き残り、現在に至るまで灰エルフたちを率い続けてきたのだから。

　実際、五〇〇年という時間を生きてきた彼の統率力に文句はなかった。でなければ一時は絶ぜつ滅めつする寸前だった灰エルフをここまで復興することはできない。正直なところ尊敬さえするほどだ。魔王さえかかわらなければ。

　最長老ファウンロールは孫娘を人間の奴ど隷れいにされた過去がある。それは同情に値することだが、その結果が五〇〇人まで同胞を減らすことに繫つながったと考えれば、尊敬する心など一いつ瞬しゆんで消え去ってしまう。

　こと魔王がかかわると、最長老の判断はおかしくなる。まるで魔王に操られているかのように。

「すでに皆にも伝えたことだが、あらためて私の口から伝えておきたい。魔王陛下が間もなく再臨されるとのことだ」

　それはすでに全員が知っていることだったが、あらためて最長老の口から聞かされるとまた別の印象を受けるようで、天幕の空気は引き締しめられた。

「では、ついに？」

　期待を込めて訊たずねたのは、やはりというべきかギルセリオンが最も嫌うフェアラストである。

「そうだ。人間どもの世界へ侵しん攻こうするときが来たのだ」

　天幕の中は二つの反応で満たされた。

　フェアラストのように、最長老の意に添そう形で喜ぶ者もいたが、残り三人の族長は全員沈ちん黙もくするばかりだった。

（ついにこの日が来たか。来てしまったか）

　灰エルフはこの地に根付いた。衣食住は整い、子供が腹をすかすことはなく、男女はなんの憂うれいもなく愛を育めるようになった。これ以上必要なことなどありはしない。このままこの地で平和に暮らせればそれでいいではないか。

　ギルセリオンは心底そう思うのだが、どうやら最長老の心は違ちがうらしい。問題は最長老とフェアラストを除いた残り二人の族長がどう思っているかだ。

　彼らがギルセリオンと同じように黙だまっているのは、魔王に対する反感があるからかもしれない。あるいは一九八年前の恨うらみを返せると内心では歓かん喜きしているのかもしれない。人間の世界に攻せめ込むことは喜べても、自分の子孫たちが戦争で死ぬことを恐れているだけかもしれない。

　ソロンディールなどは気き兼がねなく話せる族長同士ではあったが、こればかりは二〇〇年以上の付き合いがあっても分からないし、聞けなかった。彼ら二人もまた〝厳冬の生き残り〟であり、自分の本音など簡単に表には出さない。それにもし二人とも魔王への忠誠心がまだ強ければ、「魔王をどう思うか？」という質問すら容易にはできない。ギルセリオンが人間から得た情報を独どく占せん的に扱あつかってきた理由はそこにある。《始まりの地の部族》以外が今後どう動くかは、そのときになってみないと分からないのだ。自分以外の族長はすべて魔王支持派という前提で動かざるを得ないのだ。

「それからもう一つ伝えておくことがある」

　最長老がそう語を継ついだので、ギルセリオンは考え込むのをやめねばならなかった。

「魔王陛下の再臨は当然ながら神しん託たくによるもの。それにあわせ、もう一つ我らに神託が与あたえられたのだ。これ以上のことは〝伝え手の巫み女こ〟に語ってもらう方がよかろう」

　最長老は自ら上座を退いた。それを合図とするように、一人の若い女が入ってくる。といっても年齢はギルセリオンと同じく二〇〇歳を超こえるが。

「おお、アイナリーエさま」

「アイナリーエさま」

　同胞たちが拝むように体勢をあらためる。ギルセリオンもそれに倣ならいつつも、心中では毒づいた。

（出たな、魔王の手先め）

　最長老には人間に奴隷として酷こく使しされた孫娘がいる。今は亡きその孫娘にはアイナリーエという妹がおり、彼女はなんと異界にいる魔王陛下のお言葉を聞くことができるというのだ。付いた名が〝伝え手の巫女〟。魔王が灰エルフになにかさせようとしたときは、必ず彼女の口を通すこととなっている。

　多くの灰エルフは彼女の存在に涙なみだして感謝し、彼女の神託とやらをありがたがっている。ギルセリオンも二〇〇年前はその一人だったが、今では胡う散さん臭くさい存在だと疑って止まない。

「我らが偉い大だいなる魔王陛下よりお言葉を賜たまわりました」

　アイナリーエはギルセリオンたちを一いち瞥べつもせず、どこか遠い目をしたまま言った。

「忌いま々いましき聖戦において、陛下は左ひだり腕うでを失い、今も人間どもが不当に扱っております。魔王陛下が再び降臨されるそのときまでに、その左腕を奪だつ還かんするようにとの仰おおせです」

　人間の世界には五芒国と呼ばれる五つの国があり、その五芒国を統べるのがフーデルス王国だという。そしてフーデルス王国が五芒国を統べることができている最大の理由は、《魔デ・王レウのフエン左腕ケネル》に宿った不思議な力のためだというのだ。

（さすがの魔王も自分の腕うでは惜おしいということか。つまりこれから我らは、魔王の体の一部を取り返すために人間の国々へ侵攻することになるわけか）

　戦争の理由としてはなんとも貧弱だと思った。自分たちのためでもない、未だ得体の知れぬ魔王とやらの腕のために命を賭かけるとは──と。

「皆の者、聞いての通りだ。これより我らは魔王陛下の左腕を不当に所持しているフーデルス王国へ攻め入る」

「このときをお待ちしておりました。我らすでに準備は整っております」

　見事な追従を口にしたのは、例によってフェアラストである。

「うむ、よくぞ言った。ギルセリオン、シナーリー山脈を抜ぬける山道の整備に抜かりはないな？」

「は、お任せください」

　残念ながらそれは《始まりの地の部族》族長たるギルセリオンの役目であり、手を抜くわけにもウソをつくわけにもいかず、正直に答える。

「人間どもの目を誤ご魔ま化かすため、充分な広さは確保できておりません。ですが一〇〇年の月日をかけ、いつでも山脈を抜ける準備は整っております」

「では五芒国とやらの現状はどうなっておる？」

「すでに報告した通り、シナーリー山脈を越えた隣りん国ごくフライレヘレンデ・スラパルタイ・ントフアン・自治領フライスラントは、現在北に国境を接するアヘルトレンフドムヘム・アレ公国ンヘムと戦争の最中にあります。これは僥ぎよう倖こうと呼ぶに値するでしょう。今山脈を越えて侵攻すれば、およそフライスラント自治領に応戦は不可能、いかようにも蹂じゆう躙りんは可能かと」

　無む闇やみに噓うそ偽いつわりを口にするわけにもいかなかった。《始まりの地の部族》の存在意義は人間についての情報収集。それに時折やってくるフェルトフォルクの交易商人により、最低限の情報はすでに伝わっている。

　だが、黙っておくことのできる情報もある。つい先日妻にしたばかりのシルビアの話などは、ギルセリオン以外誰だれも知らない。フライスラント自治領とアレンヘム公国が戦争中であることは確かだが、つい先日フライスラント自治領が二度目の大敗北を喫きつし、商人ですら見限りつつあるという情報は。

　つまり、戦争はすでにアレンヘム公国の勝利という結果に落ち着きつつある。フライスラント自治領がこれ以上の戦争を望むとは思えないし、聞けばアレンヘム公国にはフライスラント自治領に攻め込むだけの戦力もないという。恐らく、手打ちとする時節としてはちょうどいいところだ。

（もっとも、この情報を伏ふせたところでどうなるかは分からんがな）

　この情報があろうとなかろうと、灰エルフは五芒国に侵しん略りやくを開始することは間ま違ちがいない。ギルセリオンの狙ねらいはただ一つ、最長老の思い通りにしないことだった。

　別に子供のような意地があるわけではない。それこそが最長老の人望を失わせ、灰エルフという同どう胞ほうすべてを魔王もろとも壊かい滅めつする未来から救う道に繫がるかもしれないからだ。その結果、灰エルフに多数の死者が出ても構わない。ただ自分の部族さえ無事なら。

「人間同士で争うとは、相も変わらず愚おろかな種族よ。では時が惜しい、直ちに人間どもの世界へ攻め込むとしよう」

「最長老さま、何卒先せん鋒ぽうは私めに！」

　そう言ったのはフェアラストだ。そして彼がそう言い出すことが分かりきっていたかのように、誰も顔色一つ変えなかった。

「私は父の後を継つぎ族長になった立場。エルフとして功を立てなければ誰も付いてきてはくれますまい。何卒功を立てる機会をお与えください！」

「人間のような物言いは好きではない。だが今はその意気を買おう、フェアラスト」

「ありがとうございます！　死力を尽つくします！」

「では私からも完全なる勝利のため、一つ提案がございます」

　フェアラストを傍ぼう観かんできず、ギルセリオンは口を開いた。フェアラストは最長老の派は閥ばつと言える。フェアラストが功を立てれば、最長老の権力基き盤ばんが強化されることにもなる。

　自分もなんらかの行動に出るべきだった。ただし、フェアラストと功を競うようなことはまっぴらだった。

「なんだ？　申してみよ」

「先に申し上げました通り、我々はすでにシナーリー山脈を越え、フライスラント自治領の南東部へと至る山道を確保しております。ですがただ一つの山道のみで山脈を越え、攻め入るのは極めて危険です。人間どもは我々の奇き襲しゆうを予期してはいないゆえ、攻め入るのは簡単でしょうが、その後山道の途と中ちゆうに遊ゆう撃げき部隊を配置されるだけで簡単に後方と分断されることとなります。山の中となれば二〇〇年鍛きたえ続けてきた騎射の腕も意味をなしませぬゆえ」

　それは当然の指し摘てきだった。誰もが考こう慮りよして然るべき戦略上の欠点である。

「そのような些さ事じを気にする必要はない。我らには魔王陛下の加護があるのだ。小こ癪しやくな人間どもの策など通用するわけがあるまい」

　最長老の返答は愚ぐの骨こつ頂ちようというもので、ギルセリオンは歯を嚙かみしめた。

（魔王の加護とやらがあったにもかかわらず、聖戦で敗北したことをもう忘れたのか。まだ再臨もしていない魔王が一体どんな手助けをしてくれるというのだ！）

　突つっ込こみどころが多すぎて議論にもならない。だからこそギルセリオンも議論は諦あきらめ、あくまで提案という形を取った。

「まあお聞きください。我が部族はシナーリー山脈を長年偵てい察さつして参りましたが、実はフライスラント自治領の南部へと通じるもう一つの山道を開かい拓たく中なのです。こちらは狭せまく険しく、通過するにも時間のかかる道ではありますが、我が部族はそこから侵攻するというのはいかがでしょう？」

「そのような話は初耳だぞ。どうして黙っていた？」

「ご容よう赦しやを、これほど急に必要になるとは考えておりませんでした。ですがなに一つとして悪い話ではありません。たった一つの山道では一度に通れる同胞の数も限られます。それに南東と南、二方向から攻め入れば、フライスラント自治領の不利はいよいよ覆くつがえしようがないかと」

「…………」

　最長老は黙ってギルセリオンを見つめた。考え込んでいるのか、ウソを見み抜ぬこうとしているのかは分からない。その老練かつ狂きよう気きじみた視線は非常に鋭するどく、並の人間や灰エルフでは顔に動どう揺ようが出たことだろう。

　だがギルセリオンは違う。長老に接し始めてすでに二〇〇年以上。視線などとうの昔に慣れた。

　そんなギルセリオンに根負けしたのだろうか。最長老はやがて頷うなずいた。

「まあよかろう、万全を期すことに反対する理由もない」

　こうしてギルセリオンの提案は、消極的ながらも受け入れられることとなる。

　ギルセリオンが、シナーリー山脈を抜けるもう一つの道を作るべく山道を開拓していたのは事実だ。すべてはこの日が──再び人間の世界へ攻め込む日が来るという確信があってこそだった。




　こうして、灰エルフたちは一九八年ぶりに人間の前に姿を現すことを決意する。時に乾草月二五日。これはアレンヘム公国と呼ばれる人間の国で、新たに公こう爵しやく位を継ぐカレルという青年が結けつ婚こんする七日前のことだった。

　これ以後、灰エルフはその半分以上が慌あわただしい日々を送ることとなる。

　ギルセリオンが帰き還かんした《始まりの地の部族》もまたその一つだった。彼らはまず東からやってくる他の部族を北西の山道へ案内しつつ、残りの灰エルフたちは南西の山道へと向かって移動を開始した。それも老若男女を問わず、最長老にすら伏せてのことであった。








第三章　〝天秤ドラガー・のフアン・担いデ・ウエーグ手スハール〟












　　　　　１




　討ナ・デ伐・フイ暦クトーリ一九八年収穫の月オーフストマーント（八月）三日。

　この日は、灰グライズエルフがシナーリー山脈を越こえフライスレヘレンデ・ラントパルタイ・フアン・自治領フライスラントへ侵しん入にゆうした日として歴史に深く刻まれることとなる。

　まず先せん陣じんを切ったのはフェアラスト率いる《豊ほう饒じようの地の部族》である。彼は三〇〇〇の弓騎き兵へいを率いてシナーリー山脈を越え、フライスラント自治領へ攻せめ入ると、まさに悪逆の限りを尽くした。

「殺せ！　奪うばえ！　我らを奴ど隷れいとして扱あつかい、《飛竜ヤフトゲビートの・デル・狩フオグルり場ドラーケン》へと追いやり魔ま王おう陛下に逆らう愚か者どもに容赦する必要はない！」

　フェアラストは魔グロ王ーテ戦・オー役ルログの生き残りではなく、人間と遭そう遇ぐうするのは今回が初めてのことだった。だが祖父である最長老から人間がいかに浅ましく愚かで、そして同胞たちにどのような仕打ちをしてきたのかを懇こん々こんと聞かされ続けた。それも、子供のころから一〇〇年以上もだ。人間たちを心の底から嫌けん悪おする灰エルフが育つのは当然の結果だった。

　そんなフェアラストが族長を務める以上、部族全体が彼の影えい響きようを受けざるを得ない。フェアラスト率いる灰エルフたちは人間に一切の容赦なく矢を放ち火を放った。彼らもまた全員が聖戦後の生まれであり、人間を見たことすらない者が大半であったにもかかわらずである。

　彼らはまず集落を見つけると、門を閉めさせる間も与あたえずまず第だい一いち陣じんが集落に侵入。手当たり次第に矢を射掛かけて混乱に陥おとしいれると、すかさず第二陣がやってきて火を放った。そして火の手が上がると第三陣が侵入し、火に驚おどろいた人々が家から出たところを次々射い貫ぬくという方法を用いた。

　それは人間側に一切の組織的な抵てい抗こうを許さず、かつ皆みな殺ごろしにできるという極めて効率的な戦い方だった。

　抵抗を試みた自警団の兵士は、槍やりの間合いに入ることもできずに矢で頭を射貫かれた。

　母が子を庇かばって斬きり殺され、子がその母の体にすがったまま心臓を矢で射貫かれた。

　火の付いた家から飛び出した老人は馬に跳はね飛ばされ、後に続く騎兵の群れに踏ふみ殺された。

　その有様は地じ獄ごくそのものであり、三日目に後続としてやってきた《切り開く地の部族》族長ソロンディールは、フェアラストと再会するなり「さすがにやり過ぎではないか」とたしなめるほどだった。

　もっとも、当のフェアラストは涼すずしい顔を崩くずさなかった。

「お忘れですか、我々には山脈を越えたこの地に橋きよう頭とう堡ほを築くという任務があります」

「それは分かっている。だが虐ぎやく殺さつにどう繫つながるというのだ？」

「すべて理由があるのです。万が一にも人間どもが徒党を組んで楯たて突つくようなことがあれば、橋頭堡を築くための大きな障害になりかねません。それに我らは山脈越ごえを行った結果、補給が心許なく、略りやく奪だつをする必要がありました。なにより、人間どもを皆殺しにすることで我らが攻め入ったとの一報を遮しや断だんすることができます」

「つまり、人間どもに体制を整える時間を与えないための虐殺だと？」

「そうです。これだけの理由があれば人間を皆殺しするに充じゆう分ぶんでしょう。ソロンディールどのが山脈を無事越えられたのはその成果と思っていただきたい」

　そこまで理り屈くつづけて言われては、ソロンディールも鼻白まざるを得なかった。それにソロンディールとしても、人間より同どう胞ほうの命の方が重要であることは間ま違ちがいない。

「話は分かった。しかしこれまではよくとも、今後何十万人も殺し尽くすのは無理だし、その時間もない。殺されると分かれば、人間どもの抵抗が強くなるだろう。今回の遠えん征せいの目的は、あくまで魔王陛下の左ひだり腕うでの奪だつ還かんだということを忘れるな」

「確かに今まではよくとも、今後のことを考えると一理ありますな。さすがは戦の経験豊富なソロンディールどの。分かりました、では私も考え方を少々あらためるとしましょう」




　こうして侵しん攻こうから四日、灰エルフたちは戦略を変えつつ北西──フフーデーデルス・ルスコーニン王国グライクへ向け、進しん撃げきを開始した。

　灰エルフたちは北西へ向かう道すがら、次々と集落を襲おそい、役人の屯とん所しよなど抵抗に繫がる可能性のある人間や建物を容赦なく排はい除じよしていった。そして灰エルフへの恭きよう順じゆんを強制し、従う者には寛かん大だいな姿勢を見せようとした。

　予想外の展開になったのはこのときである。

「我々はもともと奴隷の身に過ぎません。主人を失ったとあれば、あなた方に奴隷としてお仕えいたしましょう」

　灰エルフに集落を制圧された人間たちは、次々と自分から恭順を願い出たのである。

　フライスラント自治領が奴隷の国だという情報はフェアラストたちも聞き及およんでおり、このような反応も予想しなかったわけではない。だが粗そ末まつな服を着、慣れた動作で頭を垂れて従属を誓ちかう人間たちの姿はいっそ憐れん憫びんを誘さそうほどで「聖戦ではこんな種族に遅おくれを取ったのか」と愕がく然ぜんとすることとなる。

　ただ流れる血の量は急激に減っていくかに思われたが、そうはいかなかった。

「奴隷や領地を奪われては死んだも同然だ。奴隷を集め、武器を持たせろ。フィクトル総督スタツトハウダーに早馬を出せ、大至急援えん軍ぐんを寄よ越こせと」

　各地の領主や貴族たちは、奴隷を兵士として編制し、国の上層部に援軍を求めつつ徹てつ底てい抗こう戦せんの姿勢を露あらわにしていった。

　灰エルフからすれば、武力を持った集団の横を素通りしてフーデルス王国へ進撃するわけにもいかない。その結果、ついに各地で局地戦が繰くり広ひろげられるようになった。

　もっとも、そのすべてが灰エルフの圧勝だった。強さの根幹はなんといっても騎射である。灰エルフたちは敵を見つけるなり一〇ルーデ（約三八メートル）足らずの距きよ離りまで馬を寄せると、すぐさま矢を放っては後退するという戦法を繰り返した。その命中率は、馬上から放ったとは思えないほど高かった。

　もちろん領主やその私兵たちは直ちに矢で反はん撃げきを行った。相手は的の大きな騎兵であり、多くの矢を放てば乗り手はともかく馬の方は簡単に射い抜ぬけると考えたのだ。見れば灰エルフの乗る馬は軽装で矢に対する備えもない。

　だが灰エルフたちの馬術は巧たくみで、放たれた矢はかすりもしない。それならばと虎とらの子の騎兵に追つい撃げきを命じると、さすがの灰エルフたちも背中を見せて逃にげ出した。だが馬術と馬の質に大きな差があるのか、まったく追いつけない。その上、灰エルフたちは馬上で自在に体を動かし、背後から追ってくる騎兵たちを騎射で射貫いていった。それはあまりにも一方的な戦いだった。

　灰エルフたちは、見た目は若くとも一〇〇歳さいを超こえる者すら少なくない。彼らは幼い頃ころより馬に乗り、弓の腕うでを磨みがいてきた。何頭もの馬を生まれたときから寿じゆ命みようが尽つきるそのときまで育て上げ、完全に乗りこなしてきたのだ。

　数十年にも亘わたって練り上げられてきた馬術はまさに人馬一体、フライスラント自治領に存在するどんな騎兵も、その足元にすら及ばなかった。

「灰エルフどもは強すぎる。局地戦では勝ち目がない」

　多くの流血と敗北の末にそんな教訓が広まると、各地の領主たちに取れる選せん択たく肢しは必然的にたった一つとなった。籠ろう城じようし、援軍を待つことである。

　彼らにとって幸運だったことが一つだけあった。もともとフライスラント自治領という地は、小国が争いを繰り広げる戦乱の地だった。各地の権力者たちは身を守るため、この土地で樹木よりはるかに豊富な建築資材──石材を使って強固な拠きよ点てんを築いてきた。

　人の手入れがある限り、石造りの拠点は数百年という時が経過しようとその防ぼう御ぎよ力は簡単に低下するものではない。さしもの灰エルフたちも硬かたい石に閉ざされた城や砦とりでには手も足も出ず、ここに至ってフェアラストとソロンディールら二人の族長の意見も割れ始めることとなる。

「我らの目的は王都にあるという魔王陛下の左腕。このようなところでグズグズしている暇ひまはない、城など放置して先を急ぐべきだ」

　フェアラストは功を焦あせっているきらいがある。そのように言い出すことを、ソロンディールは予想していた。

「敵の拠点と戦力とを後方に残したまま進軍すれば、後方を遮断される可能性がある。城しろ攻ぜめはできぬにしても、こちらも最低限の拠点を確保してから進軍すべきではないのか？」

「ですが進軍の速度を弱めれば、人間どもに軍を組織し防備のための時間を与あたえることとなります。やはり今は速度をこそ重視すべきです」

「ではせめて一軍だけでもこの地に残し、睨にらみを効かせておくべきだ」

「この辺りは人間どもの城が多く、睨みを効かすにはそれだけの兵力が必要でしょう。今戦力を分割するのは愚ぐ策さくというものでは？」

　どちらの主張にも分があり、二人の族長の議論は収まりを見せなかった。

　状じよう況きようが変わったのは収穫の月一五日、第三陣として最長老ファウンロール率いる《中つ地の部族》がシナーリー山脈を越えてきたときのことである。

「ソロンディールの懸け念ねんはもっともだが、我らの目的は第一に魔王陛下の左ひだり腕うで奪だつ還かん。多少の犠ぎ牲せいとてやむを得ぬ、一刻も早く大兵力をもってフーデルス王国とやらに攻め入り、目的を達成した後、速やかに撤てつ退たいすることとする」

　相手が最長老であろうとさすがにソロンディールも退けなかった。

「お待ちください、危険過ぎます。五フアイフ芒ステル・国ランデンを統べるフーデルス王国の軍事力は侮あなどれませんし、他国の情勢もまだ不明。このフライスラントとてやがては態勢を整え反撃に出るでしょう。地じ盤ばんを固めず無む闇やみに攻め入れば、四方八方から攻こう撃げきを受け全ぜん滅めつしかねません」

「なればこそ、人間どもが態勢を整える前に速やかに攻め込み、撤退すべきなのだ。我らには魔王陛下の加護がある。左腕を奪還しさえすれば、陛下が我らを見捨てることはあるまい」

「ソロンディールどの、最長老の仰おつしやる通りです」

　フェアラストは当然のように最長老の意見に追従した。

「なまじこの辺りに拠点を築けたとして、五芒国が束になってかかってくれば守り抜くのは困難。ここは最大限の力をもって、一撃離り脱だつで事に当たるべきです」

　最長老を含ふくむ二人がかりで説得されれば、ソロンディールも折れざるを得なかった。

　だが、ここで思ってもみなかった使いが到とう着ちやくすることとなる。

「最長老さま。《始まりの地の部族》より使者が到着いたしました」

　方針を決定するのを待っていたとしか思えないこの時節に、もう一つの山道からフライスラント自治領南西部へと攻め込んでいたギルセリオンからの使者──妻の一人であるサエルミアがやってきたのである。

　サエルミアは儀ぎ礼れい的な挨あい拶さつもそこそこに、ギルセリオンからの伝言を口にした。

「我々は予定通り西側の山道よりフライスラント自治領に南から攻め込みました。予想通り人間に備えはなく、無人の野を行くがごとしです」

「であろうな、それで？」

「最長老のお考えからして、恐おそらくはフライスラント自治領に拠点を確保することなく、速度と勢いを重視してフーデルス王国へ攻せめ入り、魔王陛下の左腕を奪還するおつもりかと」

「そうだ。まさに先ほどそう決めたところだ。おまえたちも同じように攻め入り、フーデルス王国で合流するとよい」

「いえ。そこで我ら《始まりの地の部族》は、進路を変えて西のメイルマンス公国へ攻め入ることといたしました」

「なんだと!?　どういうことだ!?」

　思わず激げき昂こうする最長老をよそに、サエルミアは淡たん々たんと報告を続けた。サエルミアは本来大人しい性格で、弓術も馬術もそれほど得意ではない。だが人の名前を覚えることと、弁舌だけは達者だった。ましてやこの報告を無事済ませればギルセリオンが一晩を共にしてくれることを約束してくれている。それを思えば、最長老に怒ど鳴なられるぐらいのことはどうということはなかった。

「メイルマンス公国はフライスラント自治領の同盟国同然であり、もっとも援軍を送り込んでくる可能性が高い国です。我々がフライスラント自治領を横断している最中に、西より攻撃を受ければ左腕の奪還どころではありません。ですが逆に、今メイルマンス公国に攻め入り拠点を築いておけば、退路が断たれることはなくなり、なによりも海路で撤退する道を開くことができます」

　サエルミアは最長老がなにか言いかける度に、強引に語り続けた。ギルセリオンより、『議論になっては押し切られる、ひたすら利益を説いて押し切れ』と命じられていたからだ。

「それにメイルマンス公国は農業の国として知られており、今は収穫の月。この時期に攻め込めば大量の兵ひよう糧ろうを確保できる公算が高いのです。なにより、我らの急きゆう襲しゆうはメイルマンス公国にとっても青せい天てんの霹へき靂れきとなることは間違いなく、実際に調べたところ国境の守りも未だ固められておりません。今侵攻すれば拠点を奪取することは容易であり、これだけの利点があれば、攻めぬ理由はありません」

　サエルミアはそこまで言い切ったところで、ようやく一息吐ついた。

「最長老さまにおかれましては、後こう顧この憂うれいについては一切気にすることなく王国へ攻め上がられますようにとのことです」

　半ば呆あつ気けに取られていた最長老だが、ようやくサエルミアの主張が終わったと理解するや反論を始めた。

「なにを馬ば鹿かな！　今は我ら一丸となって魔王陛下の左ひだり腕うでを奪だつ還かんせねばならぬとき、無関係な人間共の国など放置しておけばよい！　直ちに進路を変え、北上して王国を攻めよとそう伝えよ！」

　最長老が怒おこったのは当然だったが、もとより性急な進軍に不安を覚えていたソロンディールは遠えん慮りよなくこの提案に乗った。

「お待ちください最長老。ギルセリオンの提案はまさに理に適っております。そも、魔王陛下の左腕の奪還に成功したところで、無事に持ち帰ることができねば意味はありません。その点、要害の多いこの地は退路として確保しておくに不向き。ですが、メイルマンス公国からの海路を確保できれば状況は一気に改善いたします。何卒ご一考を」

「ギルセリオンさまからはまだ伝言がございます」サエルミアはさらに言い張った。「メイルマンス公国は五芒国の胃い袋ぶくろとの異い称しようを持つ農業大国。他の五芒国ならいざしらず、メイルマンス公国へ攻め入ればフーデルス王国とて奪還のために兵を派は遣けんしないわけにはいきません。確かに我々は兵力を分けることにはなりますが、フーデルス王国とて同様に兵力を分散せねばなりません。これは王国へ攻め入るのに有利な状況となりましょう」

　このときのサエルミアの弁はまさに立て板に水を流すが如ごとく流りゆう暢ちようで、ソロンディールをして「フェルトフォルクの押し売り商のようであった」と言わしめるほどだった。

　意に添そわぬ動きをするギルセリオンたちに最長老は怒いかりを隠かくさなかったが、反論が追いつかず、半ば押し切られた格好で議論は終結するのだった。




　彼らは知る由もなかった。ギルセリオンら《始まりの地の部族》は、すでに数日前からメイルマンス公国へと攻め入り、領地の一つをその支配下に置いていたことを。
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　話は五日ほど遡さかのぼる。

　討とう伐ばつ暦れき一九八年収穫の月一〇日。先せん陣じんを切った《豊ほう饒じようの地の部族》に遅おくれること七日近く、ギルセリオン率いる《始まりの地の部族》もシナーリー山脈を越こえ、フライスラント自治領に侵しん入にゆうしていた。

《始まりの地の部族》には一つ特とく徴ちようがあった。この頃ごろ五芒国に侵入していた他の部族は合わせて一万に満たない数だったにもかかわらず、ギルセリオン率いる《始まりの地の部族》は一万五〇〇〇もの数で侵入していた。

　これには理由があった。他の二部族は、《飛竜の狩り場》に多くの女子供を残し、戦せん闘とうに長けた若い勇ゆう壮そうな灰エルフばかりで侵しん攻こうしている。一方で《始まりの地の部族》は、赤子に至るまで部族のほぼ全員でシナーリー山脈を越え、フライスラント自治領南西部に攻め入ったためだ。

　非戦闘員を連れての山やま越ごえが半月足らずで可能だったのは、灰エルフが遊牧民族となっていたという理由もあるが、なによりも指導者である部族長のギルセリオンが一〇〇年以上かけて準備してきた結果でもあった。

「最長老が人への恨うらみを忘れていない限り、いつか再び人の世へ攻め入ることになるだろう。だがそのとき我々の側が勝つと誰だれに保証できようか」

　ギルセリオンは、ずっとその懸念を抱いだいてきた。一九八年前の敗走の悲劇を繰くり返すわけにはいかない。妻や子や孫たちのことを考えれば、灰エルフを裏切って人間側に付くことを考こう慮りよする必要があり、だからこそ五芒国に攻め入るなら赤子を含む一族全員で移動すべきと考えていた。留守になった土地の維い持じは少数の若い血族たちに任せて。

　そういった方針であったため、フライスラント自治領南部に攻め込んだギルセリオンたち《始まりの地の部族》は、他の部族と違ちがって無闇に血を流そうとはしなかった。ギルセリオンは山脈越えを行った後、次々と各地の領主や有力者たちのもとを訪れ、次のように言い放った。

「我らの同どう胞ほうにより、フライスラント南東の地にておまえたち人間の血が大量に流れていることは知っていよう。おまえたちの土地を奪うばい、すべての財産と人間とを我が物とすることはたやすい。だがおまえたちにとって幸運なことに、私は他の同胞とは違う考えを持っている。こちらの条件に従うのなら、財産と生命は保証しよう」

　一人の例外もなく、どの領主も自ら進んで問い返した。「その条件とは？」と。

「我らエルフは血けつ縁えんを重んじる。形式的でよい、表向きの形でよい。娘むすめを差し出し我が血縁者となるのであれば、同胞として保護しよう」

　今や灰エルフたちの残ざん虐ぎやくさは、音に鳴り響ひびいている。生命と財産の保持が適うならと、どの領主たちも娘を差し出した。

　もちろん、差し出された娘たちからすれば災難の極みである。昨日まで豪ごう族ぞくの娘として人生を謳おう歌かしていたというのに、ある日突とつ然ぜん魔ま王おう軍の残党とも言うべき憎にくき灰エルフに強制的に嫁よめに出されたのだから。

　だがギルセリオンとしては、差し出された娘たちに現時点では興味はなかった。ギルセリオンの目的は一刻も早くこの山脈の出入り口付近を平定し、西のメイルマンス公国へ攻め込むことだったからだ。
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　五ご芒ぼう国には二つの公国がある。一つは灰エルフ侵入のわずか二日前──収穫の月一日に若い公こう爵しやくが誕生したアヘルトレンフドムヘム・アレ公国ンヘムであり、もう一つがフライスラント自治領の西、大陸の南西端たんに位置するメイルマンス公国である。

　メイルマンス公国は、討伐暦一九八年の間にもっとも発展を遂とげた国とされていた。

　もともと大陸南西にあるこの地は干ひ潟がたや沼ぬま地ちが非常に多く、農業に適した地も少なかった。しかし魔王戦役後、この地を与あたえられた初代メイルマンス公爵は、ドワーフドウエルグの協力を得て大規模な干かん拓たく事業を実行した。

　干潟や沼地を堤てい防ぼうで囲み、風車の力で水を汲くみ上あげ、干拓地としたのだ。事業には莫ばく大だいな費用がかかったが、メイルマンス公爵の目論見は正しく、その後公国の収穫量は飛ひ躍やく的に増えていき、今や五芒国の胃袋と呼ばれるほどの農業大国として知られるようになった。

　そして当代のメイルマンス公爵は、フィクトル総そう督とくのように野心家というわけではないが、したたかさでは決して劣おとらないと言われていた。たとえば現王族──ヴェッセルやマリアン女王の実の父にして先々代の王である故フェルベルトは、独身の際にこの地を訪れたとき、メイルマンス公爵の娘と熱い一夜をかわし、一女をもうけている。後のエレオノーラ王姉である。

　つまりメイルマンス公爵は、未み婚こんの娘に手を出されたことで王家に貸しを作りつつ血縁となることに成功したのだ。その上、メイルマンス公からすれば孫にあたるエレオノーラは、フライスラント自治領に嫁とつぐこととなった。メイルマンス公爵家は自動的に二つの隣りん国ごくと血縁関係を結ぶこととなったのだ。ただの偶ぐう然ぜんの結果と言えなくもないが、『王女の嫁ぎ先は三ドリー侯・マル家キーズンのみ』という慣例を破ってエレオノーラ王姉がフライスラント自治領に嫁ぐことができたのは、メイルマンス公爵の後押しがなければ不可能だったことも間ま違ちがいなかった。

　残る隣国である北のヴィエレヒビツスドム・ト司教領ヴイエレヒトはもともと王家に忠実な国であり、王家を敵に回して武力侵攻を行うような国でもない。かくしてメイルマンス公国は、向こう数十年の平和を約束されていたも同然だった。

「灰エルフ、来る」

　そんな凶きよう報ほうが届くこの日までは。
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　最初にその凶報がもたらされたのは、メイルマンス公爵ではなかった。メイルマンス公国の最さい東とう端たん、フライスラント自治領との国境に領地と居城とを持つマウエン伯はく爵しやくである。

　マウエン伯爵家の当主は、温厚な人物であることが求められてきた。隣国フライスラント自治領との友好関係を維持するためである。言ってみればマウエン伯爵家の役割は、大森林ウールスワウトとの国境を守るフローニゲン辺境伯に近い。つまりメイルマンス公国とフライスラント自治領の良好な関係を保ち、両国を繫つなげる交易路の治安維持である。これほど重要な地であるならばメイルマンス公の直ちよつ轄かつ領として管理する方法もあったが、メイルマンス公はあえてそうしなかった。国境地帯にマウエン伯はくを任じ、領地を与あたえ最低限しか兵力を持たない貴族領とすることで、両国の緩かん衝しよう地帯を作りフライスラント自治領へ攻せめ込む野心がないことを示そうとしたのだ。

「まったく、今日も今日とて厄やつ介かいな一日になりそうだ」

　当代のマウエン伯は四二歳さい。温厚な性格ではなかったものの、勤勉で軽けい挙きよ妄もう動どうを慎つつしむ性格であったことから、メイルマンス公の信任厚い領主だった。

　ここ数日、マウエン伯は大変忙いそがしい日々を送っていた。もっとも、忙しいのは彼に限ったことではなく、今はメイルマンス公国全土が慌あわただしい時期でもあった。一〇日ほど前にフライスラント自治領に侵攻した灰エルフのせいである。フライスラント自治領は同盟国であり、灰エルフは人間にとって共通の敵。そのためメイルマンス公国全土では、フライスラント自治領へ援えん軍ぐんを送る準備が始まっていた。なにせ灰エルフの次の目的がメイルマンス公国ではないという保証はどこにもないのだ。

　そしてフライスラント自治領に援軍を送るとなれば、その途と上じようにあるのがマウエン伯爵領ということになる。マウエン伯は数千もの軍勢がこの地を通れるよう、街道を整備し陣じんを張る場所を確保し、水や食しよく糧りようといった大量の物資を用意しておかなければならなかった。

　さらにフライスラント自治領が混乱していると予想されることから、逃とう亡ぼう奴ど隷れいにも警けい戒かいしなくてはならない。逃亡奴隷はすぐフライスラント自治領に送り返す義務があったからだ。

「伯爵さま！　大変です！　我が領地に灰エルフが攻めてきたとの早馬が！」

　そんな状じよう況きようで灰エルフ侵攻の一報が届いたのだ。マウエン伯にとってもまさに青せい天てんの霹へき靂れきであった。

「なんだと!?　なぜやつらがこんなところまで!?」

「分かりません、ですが国境はすでに制圧され、無数の騎き兵へいがこちらに向かっているとのこと！　急ぎご命令を！」

「分かった、では急ぎ公爵閣下に救きゆう援えんを要よう請せいする。伝播ツバメポストズワルーの用意を！」

　本当に灰エルフの軍団が攻めてきたなら、こんな小さな領地などひとたまりもない。籠ろう城じようして耐たえるしかないが、そのために絶対に必要なのは援軍だ。援軍があると分かっているからこそ士気が維持できるし、敵を焦じらせることもできる。

　幸い、援軍が必ず来るという確信はあった。戦略的に考えても、メイルマンス公爵がこの地を見捨てる理由はない。フライスラント自治領に送る予定だった援軍をすぐにでも送ってくれるはずだった。事実、この日の暮れには『早ければ五日以内に四〇〇〇の援軍を第だい一いち陣じんとして送る』とのメイルマンス公からの返信が届くことになる。

「すぐにすべての兵を城へ呼び戻もどせ！　領内の物資と領民を集められるだけ集めて門を閉じるのだ！」

　このときマウエン伯爵領では、多くの兵や人夫が大軍通過のため動員されている最中だった。灰エルフ迎げい撃げきのためにはその分散した兵力を城に集める必要があった。

　またマウエン伯は領地こそ小さい方だったものの、それなりの兵力と財力とを有していた。国境警備と街道の治安維持のために五〇〇人ほどの常備兵を持っていたし、さらにその兵力を維持するため、関税の一部を徴ちよう収しゆうする権利をも有していたからだ。経験豊富な常備兵だけでも充じゆう分ぶん城の守りは固められるし、周辺の領民を呼び集めればさらに何倍にもなる。ウワサによると騎兵ばかりだという灰エルフ相手なら充分耐たえられるはずだった。

　ところがマウエン伯の計算は、ことごとく崩くずれることとなる。




「ええい、一体どうしたことだ!?　なぜ一向に兵士たちが戻ってこないのだ！」

　兵士たちを呼び集めるためにマウエン伯が行ったことは、ごく当然のものだ。城に残っていた馬に乗れる者を集め、状況を説明し、誰にどの地域へ行かせるかを割り振ふり、出発させた。この間、かかった時間など半時にも満たない。

　ところが城には誰も戻ってこなかった。理由が判明したのは翌朝である。

「お父さま、大変です！」

　寝ね不ぶ足そく気味であったマウエン伯を叩たたき起こす役目を担えたのは、愛まな娘むすめのミシェレであった。今から七年前に、マウエン伯は妻を亡くした。当時、娘のミシェレはまだ十歳ほどだったが、その後、妻の役目を引き継つぐようにまだ幼い弟の面めん倒どうをよく見るしっかり者の娘として育った。

　そのミシェレに起こされたとあれば怒ど鳴なりつけるわけにもいかず、マウエン伯は眠ねむい目をこすってどうにか意識を覚かく醒せいさせた。

「朝っぱらからどうした？　なにがあったというのだ？」

「外を、外をご覧ください！　兵士や領民たちが灰エルフたちに捕つかまっています……！」

「なんだと!?」

　慌てて城じよう壁へきの上に登ったマウエン伯は、悪夢の続きのような光景を目の当たりにすることとなる。決して大きくはない城の正門前に、人の大集団があったのだ。

「ああ!?　あれは!?」

　それが騎き乗じようした灰エルフに取り囲まれている領民や兵士たちだとすぐに理解する。

　事の次第は明らかだった。灰エルフたちはマウエン伯が予想したよりもはるかに速く領内に潜せん入にゆう、散らばっていた兵士や領民たちを各地で次々捕とらえていったのだろう。

「この地の領主はいるか！　話がしたい！」

　そのときだ。城壁上に領主が出てきたのを悟さとったかのように、灰エルフの一人が進み出た。

（軍使……？　それにしては妙みように堂々としたエルフだ）

　マウエン伯が灰エルフを見るのは初めてのことだ。伝説に聞く限り、灰エルフは、瘦やせ木のような体たい軀くをしているものとばかり思っていた。しかし進み出たその灰エルフは、決して体軀そのものは大きくないものの、驚おどろくほど堂々とした雰ふん囲い気きを醸かもし出す人物だった。

　敵は大量の人質を見せつけた上で話し合いを求めてきている。応じないわけにはいかなかった。城壁の上から声を張り上げる。

「私がこの地を治めるマウエン伯爵家の当主だ。貴様は何者だ？」

「ご挨あい拶さつ痛み入る、マウエン伯。私は《始まりの地の部族》族長ギルセリオン。この同胞たちを率いている者だ。さて挨拶は充分だ、用件に入ろう。マウエン伯、歴史の講義は必要か？　なにせおまえたち人間の言う魔王戦役は一九八年も昔の話。今や我らと人間の確かく執しつなど覚えておらぬ者も多かろう」

「その必要はない。灰エルフが魔王軍に寝ね返がえった敵であることはよく認識している。貴様が我が伯爵家の大切な領民と私兵と人質に取っていることもな」

「ならば話は早い。その通りだ、この人間たちが人質であることは否定すまい。一応言っておくが、私とて無意味に血を流したくはないのだ。だが私にとって最も重要なのは我が同どう胞ほうの命だ。そのために必要とあれば誰だれであろうと殺す」

　彼は実際にそうするだろう。事実、先にフライスラント自治領に攻め込んだ灰エルフはそうしていたはずだ。恐おそらくあのギルセリオンという灰エルフは、なんらかの目論見があって人質を取っているのだろう。無む闇やみに彼らに矢を放つ兵士がいなかったのは幸いだった。

「分かった。それで？　我が領民たちを人質に取り、一体なにを望むというのだ？」

　もっとも、ギルセリオンの目的をマウエン伯は察していた。

（恐らくは無血開城であろうな）

　灰エルフは騎兵として無類の強さを誇ほこるが、城しろ攻ぜめができるとは思えない。シナーリー山脈を越こえるにあたり、攻こう城じよう兵器など持ち込めるわけもないからだ。

　領民を人質に取った上で、城を強請ゆすり取る──というのは充分に考えられる。

（だが、それだけは応じられぬ）

　城を明け渡わたしてここを出れば、約束を反故にされようと灰エルフには勝てない。もちろん、奴やつらは無血開城に応じなければ人質を殺すだろう。だがそれはやむを得ない犠ぎ牲せいとして覚かく悟ごすべきだった。もう数日で援軍が来る。すべてはそれからなのだ。

「では申し上げよう、私の目的はただ一つ──」

　だが、ギルセリオンの要求はマウエン伯の想像をはるかに超こえていた。

「伯爵閣下は年とし頃ごろのご令れい嬢じようをお持ちと聞く。その娘むすめを私の妻として迎むかえたい」

「…………は？」

　長年にわたって領地を治めてきた経験豊富なマウエン伯も、さすがに言葉を失った。

「い、今なんと言った？　私の娘を嫁よめ入いりさせろと？」

「そうだ。もっとも、私にはすでに無数の妻がいるがな。人間のしきたりに背き、多た重じゆう婚こんとなることは同意してもらいたい」

「一体どういうことだ？　そんなことをしてなんになる？」

「利益はいくらでもあるぞ。我らエルフは血けつ縁えんを重んじる。貴公の娘を我が妻の一人として迎えれば、マウエン伯爵家は我が血縁。この地は我らが共同で統治するところとなる。もちろん貴公とその一族は安あん泰たいだ。私の血族となれば、他の灰エルフも手出しはできぬしな」

　様々な思考がマウエン伯の脳裏を駆かけ巡めぐった。

（わ、分からぬ。私の娘を人質に取りたいということか？　いや、そのようなことをせずともすでに奴らは一〇〇〇人を超える人質を取っているではないか。確かに娘を妻として迎えいれれば、人間の法に従い、この地を乗っ取ることはできよう。だがなぜ灰エルフがそんなことをする必要がある？）

　だが、それ以上考える余よ裕ゆうはなかった。

「どうした、返事を聞かせてもらいたいのだが」

　ギルセリオンがそう返答を急かせたのである。

「わ、分かった。だがその前に聞かせてくれ、なぜ血縁を作る必要がある？　おまえたちはすでにこの地の勝者だ、欲しければどんなものでも奪うばえるはずだ」

「簡単なことだ。他の部族に侵しん略りやくされているフライスラント自治領が今そうなっているように、この土地を血で汚よごすのはたやすい。だがそれでは人の恨うらみを買い、いつか必ず我が同胞の血が流れる。私は血族となった者の血は流れて欲しくない。それゆえ他の部族とは違ちがい、平和的にこの地を支配したいと考えている。ただし──」

　ギルセリオンの眼光が鋭するどくなった。

　このとき、マウエン伯はくは城壁の上からギルセリオンという灰エルフを見下ろしている形になっている。両者の間には充分な距きよ離りがあり、ギルセリオンは指一本とてマウエン伯に手出しできる状況ではない。

　にもかかわらず、マウエン伯は背筋が凍こおり付くのを感じた。

「一つだけ忘れないで頂こう。すでに貴公に拒きよ否ひ権はないのだ。こちらにどのような意図があろうとすでに勝敗は決している。私の血族として遇ぐうされるか、私の邪じや魔ま者ものとして領民もろとも排はい除じよされるか、答えは一つしかあるまい」

（……飴あめと鞭むち、ということか）

　皆みな殺ごろしにされた上で領地を明け渡すか、結けつ婚こんという形でこの地の共同支配者として迎え入れるか。

　マウエン伯に判断の余地はなかった。

（恐らくは人質に取られた兵士たちを見殺しにして徹てつ底てい抗こう戦せんした方が、長期的に見れば人間には有利なのだろう）

　要求を拒こばみ、城や食糧を奪われる前に燃やし尽つくし、領民一人に至るまで命を投げ出して抵てい抗こうする。そうすればシナーリー山脈越ごしに侵しん攻こうしてきている灰エルフもいつか疲ひ弊へいするだろう。

（だが、そのような判断ができるわけがない）

　自分や家族、そして代々伯はく爵しやく家に仕えてきた家臣や領民たちにそのような形で犠牲を強いることはできなかった。たとえ実行したとしても、マウエン伯爵家は領民たちに深く恨まれることとなる。領主としてやっていくのは不可能となるだろう。

「お父さま」

　そのときだ。マウエン伯が佇たたずんでいた城壁上に、一人の少女が足を踏ふみ入れた。

　愛娘のミシェレであった。

「わたしもマウエン伯爵家に生まれた娘として、覚悟はできております。どうぞお心のままに」

　今の話を聞いていたのだろう。結婚を承しよう諾だくすると、そう言っているのだ。

（すまぬな、ミシェレ。恨うらむなら父を恨め）

　伯爵の地位にある以上、娘に自由な結婚をさせることはできないと覚悟はしていた。

（だがまさか魔王軍の残党たる灰エルフに娘を差し出すことになるとは！）

　だが、どんな形であれ今は領主として時間を稼かせぐことが最善だった。間もなく主君たるメイルマンス公が援えん軍ぐんを率いてきてくれる。娘一人を差し出すことでそれまでの時間が稼げるのなら、領主としての判断は一つだった。

「分かった。娘との婚こん姻いんを認める」

「賢けん明めいな判断だ。では今こ宵よいは我が部族で式と宴うたげを執とり行おこなう。この兵士たちもそのとき解放するゆえ、祝い酒でも振る舞まってやれ」

「こ、今夜だと!?　せめて吉きち日じつを選び、身を清める期間を置くべきではないか！」

「今回は人が灰エルフのもとに嫁とつぐのだ。であれば灰エルフのやり方に従ってもらおう」

　それは有無を言わせぬ口調であり、マウエン伯は受け入れざるを得なかった。
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　間もなくマウエン伯は城の中に戻もどり、そして愛娘と最後になるかもしれない時間を過ごすこととなる。

「お父さま、どうかなにも仰おつしやらないでください。覚悟はすでにできております」

　心の準備をする暇ひまもなく、今日にも望まぬ初夜を迎えるであろう娘は、気き丈じように応じた。震ふるえる様子一つ見せない。

「ミシェレ。よく聞いてくれ。東からやってきた灰エルフの動きは早く、我らは抵抗すらままならなかった。公こう爵しやく閣下が援軍を送ってくれたのは間ま違ちがいないが、到とう着ちやくするにはまだ数日かかる」

「分かっているつもりです。お父さまは時間を必要としているのでしょう？」

「そうだ。奴らは速すぎる。だが準備さえできれば追い出すことは可能だ。だから……それまで耐たえてくれ」

　ミシェレは返事の代わりに一ひと振ふりの短たん剣けんを取り出した。

「こちらは生前お母さまから頂いた守り刀。いざというときはギルセリオンという首領だけでも必ず殺します。そのときはどうか弟たちをお願いします」

　ミシェレは自分の役割をすべてを理解していた。

　今必要なのは時間稼ぎだと。数日経てば反はん撃げきが始まる。だが敵中にあるミシェレを救い出すことは簡単ではない。どうせ死ぬなら敵の首領ギルセリオンを道連れに──それは極めて合理的かつ有効な手段だった。

　ミシェレ、おまえはそんなことをせずともよい──マウエン伯は、最後までその言葉を口にすることはできなかった。
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　その後、ミシェレは侍じ女じよを呼び、嫁入りの準備をすることになる。とはいえ、灰エルフの下へ半日後へ嫁入りするのだ。準備に必要なことと言えば、なにを持っていくかというよりなにを持っていかないかの判断だった。

「こんなに服を持っていっても仕方ないわ。もっと動きやすい服だけを詰つめて」

「ですが……いえ、承知しました」

　どんどん質素になっていく嫁入り道具に、侍女たちは戸と惑まどいを隠かくさなかった。

「お姉さま……」

　そのとき、ミシェレの名を呼ぶ幼い声がした。

　振ふり返ると、まだ八歳さいの弟ジョシュアが来ていた。今から七年前、姉弟は母を失った。それ以後、母に代わってジョシュアの面めん倒どうを見てきたのはミシェレである。ミシェレが灰エルフの下に嫁ぐ覚悟ができたのも、ひとえにジョシュアのためだった。

「ジョシュア。どうしたの？」

　つとめて明るく、ミシェレは言った。

「灰エルフのお話は聞きました。みんな大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「大丈夫よ。あなたはなにも心配することはないわ。姉さんとお父さまに任せておきなさい」

「それに……今夜、お姉さまが灰エルフと結婚すると聞きました」

「……そう、知っていたのね」

　文字通り領地がひっくり返るかのような大おお騒さわぎだったのだ。城の奥深くで守られていようと、ジョシュアが知らぬはずもない。

　ミシェレはこれまでもそうしてきたように、不安がる弟を黙だまって抱だきしめた。

「わたしは伯爵家に生まれた娘。その義務を果たしに行くだけよ」

「でも……怖こわくないのですか？　相手はあの魔王デモンの手下、灰エルフなんでしょう？」

「ええ、平気よ。だってわたし一人であなたもお父さまもみんな守れるんだから」

　ミシェレは必死で平静さを装った。本当は今にも涙なみだが零こぼれ落ちそうだった。

　女として、物語に出てくるような恋こい物もの語がたりに憧あこがれがないわけではない。しかし貴族の下に生まれた女として、家のために嫁ぐことは覚悟していた。それが貴族としてなに不自由ない生活を送る者の義務なのだ。今は亡き母もまた家の都合で父の下へ嫁いだと聞いていたが、病気で亡くなるそのときまで二人の仲は睦むつまじいものだった。どのような結婚であれ、愛は育めるのだ。

　だが、まさか唾だ棄きすべき魔王軍の尖せん兵ぺいの下へ嫁ぐことになろうとは思いもしなかった。

「もう……会えなくなるのでしょうか？」

　そう問いかけるジョシュアの声は震えた。弟の不安をぬぐい去るためにも、ミシェレはまたウソをつかねばならなかった。

「大丈夫、きっとまた会えるわ。だってお嫁よめに行くだけだもの。ジョシュア、あなたはお父さまを手伝って。そしていつか立派な領主になって、わたしの故郷を守って」

「……分かりました。お姉さまがいつでも帰ってこられるように、僕はここを守る立派な領主になります！」

　二人の姉弟は、いつまでも別れを惜おしみ続けた。




　だが、二人は知らない。後にミシェレは、誰だれもが予想もしなかった形で早々に里帰りすることになる。
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　その日、日も暮れぬうちにミシェレは城から離はなれた場所に陣じんを張っていた灰エルフたちの下へと嫁入りした。

（なに、ここ？　これは陣地というより……村だわ）

　ミシェレは当然、知る由もなかった。

　灰エルフは今や遊牧民となって暮らしており、日常的に家か畜ちくに食べさせる草を求めて集落ごとの移動を繰くり返している。特にギルセリオンは部族全体を移動させることにこだわっており、それゆえこのときミシェレが訪れた陣地は──子供が遊び、母が毛皮を繕つくろうその様相は、ギルセリオンの故郷の村そのものとなっていた。

（魔王の尖兵と言われたはずの灰エルフが、こんな生活を送っていたなんて）

　戸惑うミシェレをよそに、夕刻には灰エルフによる結婚式が始まった。それは望まれた結婚式ではなかったかもしれないが、祝われるべき結婚式ではあった。なにせ灰エルフたちに捕とらえられていたマウエン伯の領民や兵士は解放され、しかも仮初であろうと灰エルフとマウエン伯の同盟が成立したのだから。

　とりわけ灰エルフに囚とらわれていた領民や兵士たちの喜びたるや大きいものだった。フライスラント自治領で虐ぎやく殺さつして回っている灰エルフのウワサはすでに伝わっており、彼らは自分の命はもうないものと思い込んでいた。それが傷一つ付けられることなく解放され、その上結婚式の祝いだと酒まで与あたえられたのだから。

「知っているか、これはミシェレさまが身代わりとなってくださったおかげなんだぞ」

　そんな真相が伝わると、領民や兵士たちはミシェレの身を案じつつも、感謝を惜しまなかった。

　人間たちとは対照的に、結婚式を執り行った灰エルフたちの対応は気楽なものであった。ギルセリオンが人間と結婚するのは珍めずらしいことではなく、ことさらミシェレを嫌きらう理由もない。そもそもギルセリオンの結婚式などそれこそ一〇〇〇度も行われており、灰エルフたちにとっては年に数度ある歌って踊おどれる行事、という認識ぐらいしかない。一族の長であるギルセリオンの判断には相変わらず絶大な信しん頼らいを置いており、彼らはマウエン伯はくから贈おくられた祝い酒と共に、この日の宴えん会かいをただ愉たのしんだ。

「さて、ではそろそろ夫婦としての最初のつとめを果たすとするか」

　日が暮れた頃ころ、ギルセリオンはそういい放った。

　もちろん反対する者はいない。ミシェレは緊張した面持ちのまま、ギルセリオンの後に続いて野外の質素な式場を後にした。

（こんな形で、処女を失うのね。いいわ、もうどうでも）

　ミシェレは半ば自じ暴ぼう自じ棄きのような心境になっていた。貴族の結けつ婚こんなどこんなものだと無理矢理自分を納得させながら。この形だけの結婚で、弟や領民を守れるのだから──と。

　だからこそ、ミシェレは寝しん所じよとなっている天幕に入ると、花はな嫁よめ姿すがたのままベッドの上で身を正し、ギルセリオンに言ってのけた。

「ギルセリオンさま。わたしは今日よりあなたの妻となり、この身を捧ささげましょう。ですが古の魔王に与くみした呪のろわれた種族に心まで捧げるつもりはありません。それだけは申し上げておきます」

　キッパリと言ったミシェレだったが、ギルセリオンの反応は意外なものだった。

「なるほど、人間としてはもっともな言い分だ。だが少々誤解もあるようだな。まずおまえたちが灰エルフと呼ぶ我らとて、全員が自分の意志で魔王に従ったわけではない。一族の長が魔王に魅み入いられたがゆえ、やむなく従わざるを得なかった者も多い。それでも我らを呪われた種族と蔑さげすむか？　大体、おまえたちの言う魔王戦役は一九八年も前の出来事だぞ。実際に魔王軍として戦った灰エルフなどほとんど死に絶えている」

「……エルフは無限の寿じゆ命みようを持つのでしょう？　ならば二〇〇年生きている灰エルフもたくさんいるでしょう」

「寿命が長いだけで二〇〇年も生きられん。まして我らが暮らしていた《飛竜の狩り場》は生き延びるだけでも困難な危険な地だった。魔王戦役を生き抜ぬき、二〇〇歳を超こえているのはもはや私を含ふくめて数人だけだ」

　さすがにミシェレは言いよどんだ。

「だとしても、まさに今、灰エルフがフライスラント自治領で多くの人々を害しているという事実は変わりないでしょう」

「そうだな。だがこれもまた事実だ、隣りん国ごくで人間を虐殺して回っているのは他の部族。我ら《始まりの地の部族》とは違ちがう方針で動いている連中だ。おまえはまだ気付いておらぬだろうが、身を挺ていして私の下へ嫁ぐ価値は充じゆう分ぶんにあったのだぞ、この地を守るという一点でな」

　どういう意味なのかさっぱり分からなかった。

「まあこれ以上は初夜にする会話ではあるまい。すべきことをすべきだろう」

「……分かりました。どうぞお好きに」

　ミシェレは毛布の上に、文字通り体を投げ出した。自分はなにもしない、なにかしたければ勝手にしろと言いたげに。

「なんだ、一晩中そうしているつもりか？　人間の世にも作法というものはあろうに」

「先ほども申し上げました。身を捧げても心は捧げません。さあ、あとはご勝手に」
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　ミシェレは知る由もなかったが、実のところギルセリオンはこの状じよう況きようを実に愉しんでいた。

（こういう反応は実に新しん鮮せんだ）

　思えばこの二〇〇年、およそ反はん抗こう的な女を抱だいたことなどない。五芒国に攻せめ込んでから半ば強引に幾いく人にんかの貴族の娘むすめたちを嫁入りさせたが、ここ数日は忙いそがしくて結局寝ね床どこを共にすることができていない。もっとも、床に慣れていない女を抱いた回数は数知れずであり、そしてその全員を満足させる術を身につけたのがギルセリオンという灰エルフであった。

　ただ、無理矢理というのは趣しゆ味みでもないし、第一面倒だった。なにより、彼女はこの地の領主の一人ひとり娘むすめであり、なんとしてでもこちらの味方に付けるべき存在なのだ。そしてそれは難しいことではない。ことこの状況に持ち込めた今ならば。

（さて、手だけで攻めるのもいいが……そうだ。アレがあったな）

　ふと思い立ち、天幕の隅すみに置いてあった道具箱から、なにかの液体で満たされた革かわ袋ぶくろを取り出す。

「では賭かけをしてみないか、ミシェレ」

「賭け？　どういうことですか？」

「今こ宵よい、私はおまえの足にしか触ふれぬ。おまえがそれ以上のことを求めれば私の勝ち。そうでなければおまえの勝ちだ。差し当たり敗者は勝者の言うことを一つ聞くということでいいだろう」

「……わけの分からないことを。わたしが一体なにを求めるというのです？」

「すぐに分かる。では始めるとしよう」

　革袋の蓋ふたを開け、逆さにする。だが中身は出てこない。革袋をぎゅっと握にぎると、ようやくどろりとした粘ねん液えきが出てくる。

「な、なんですかそれは……!?」

「なに、案ずることはない。海かい藻そうから抽ちゆう出しゆつした薬液のようなものだ」

　ミシェレの反応を愉しみながらその粘液を両手になじませると、撫なでるように彼女の足首に触れる。

「ひゃっ……！　なにをするの!?」

「毒の類ではない、安心して身を委ねるがいい。おまえは体は捧げると誓ちかったのだ、今いま更さら撤てつ回かいなどすまい？」

　苦笑しながら、ギルセリオンは両手で彼女の足首にぬるぬると粘液を塗ぬりたくっていった。

「そ、それは……！　でも、これではせっかくの花はな嫁よめ衣装が汚よごれて……！」

「気にするな。水で洗えば溶とけるように落ちる」

　遠えん慮りよなく彼女の身にまとうスカートにも粘液を馴な染じませていく。

「こ、こんなこと……ひゃん！　ど、どこを触さわって……」

　今まで気き丈じように振ふる舞まっていたにもかかわらず、あまりに可愛らしい悲鳴があがったので思わずギルセリオンは苦笑した。当のミシェレは恥はずかしい声を聞かれたと思ったのか、顔を真っ赤にしている。

「さて、ではそろそろ本気を出すぞ？　安心しろ、触れるのはあくまでおまえの足だけだ」

　ギルセリオンがもっとも得意であると自負していたことは、馬術でも、弓術でも、剣けん術じゆつでもなかった。一九八年間に亘わたり、一〇〇〇度以上妻を妊にん娠しんさせてきた閨けい房ぼう術である。指が五本あれば一人を、一〇本あれば二人を、一一本用いれば三人まとめて生きたまま極楽へ送り込むことができた。

[image: ]

　そのギルセリオンが今、一〇本の指すべてをたった一人の少女のために使っていた。まずは足首からゆっくりと手を上に滑すべらせていく。上へ上がっていくに連れ、少しずつ触れる面積を増やしていく。そして太ふと股ももまで上がっていったところで、再び下に下がっていく。

「や、やめて、なにか……なにか変なの！」

「まあ我が慢まんしろ。悪い反応ではない」

　ギルセリオンは同じ動作を繰り返した。太股より上にその指が進むことは決してなかった。恐おそらくはミシェルがもっとも刺し激げきを欲ほつしている場所に指が向かう寸前で引き返す。それを何度も何度も繰り返した。時には愛あい撫ぶするように、時には羽毛でなでるように。ミシェレが自分の意志でそれ以上のことを要求しない限り、決して他のことはしない。

　異性と接した経験すらまともにない少女が、その快楽に抗あらがう術などなかった。

「心に正直になれ。どうして欲しい？　一晩中これを続けて欲しいのか？　そうであれば喜んで付き合ってやるが」

「ああっ……！　高貴な伯はく爵しやく家に生まれたわたしが、こんな、こんな灰エルフなどに……！　ンッ、その薬よ、その薬のせいで……いやああああああああああ！」
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　翌日のことである。

　マウエン伯は眠ねむれぬ一晩を過ごし、青ざめた顔で朝を過ごしていた。なにせ蝶ちようよ花よと育ててきた一人娘を、保身のためという理由で魔ま王おう軍の尖せん兵ぺいに嫁よめとして差し出したのだ。

　果たしてどのような初夜を強要されているのかと考えると、とても平静ではいられない。かつて人間はエルフを奴ど隷れいとし、その復ふく讐しゆうのため灰エルフは魔王に味方したという。娘がその復讐の対象になっていないとどうして言えよう。

（私は判断を間ま違ちがったのではないか。領民や私がどうなろうと、娘を守るべきだったのではないか）

　正午となった頃には、もう一つ動きがあった。一度は灰エルフたちに捕らえられたものの、ミシェレの嫁入りを条件に解放されたマウエン伯に仕える兵士たち数人が直談判にやってきたのだ。

「我々が解放されたのは、ミシェレさまが自らを人質にしてのこととうかがいました。長年伯爵家の禄ろくを食んでおきながら、このようなときになにもしなければ武人の名折れ。どうか我らにミシェレさま奪だつ還かんをお命じください」

　彼らの気持ちは嬉うれしく、父として心が動いたが、それでもマウエン伯としては我慢のしどきであった。

「落ち着け。今軽々しく動けば、その身を犠ぎ牲せいにしてこの領地を守ったミシェレの気持ちを無む駄だにすることになる。それに人質としてミシェレを連れ去った以上、灰エルフとて無む闇やみに傷つけまい。メイルマンス公からの援えん軍ぐんが到とう着ちやくするまでは堪たえるのだ。そのときこそ、おまえたちにミシェレ奪還を命じるだろう」

　マウエン伯の説得は兵士たちの心を打ち、彼らは素直に引き下がった。

　こうしてマウエン伯以下、誰だれもが灰エルフへの憎にくしみを強めていた。ところがそんな感情が空から振ぶりする、誰もが予期しなかった事態が生じた。

「お父さま。ただいま戻もどりました」

　正午過ぎのことである。あまりにも突とつ然ぜんに、愛まな娘むすめミシェレが城へ戻ってきたのである。

「ミシェレ!?　よく戻った！」

　マウエン伯は驚おどろきつつも愛娘との再会を喜んだ。

　一体どうしてミシェレが戻ってくることができたのかは分からない。だがどんな理由があったにせよ、娘との再会は喜ぶべきだった。

　幸運というべきか奇き妙みようというべきか、ミシェレの体には見たところ傷一つない。それどころかミシェレの顔色は、明らかに昨日よりよくなっていたのだ。

「お父さま。里帰りにはいささか速過ぎましたが、どうしても申し上げたいことがあり、ギルセリオンさまに許可をいただき帰ってきたのです」

「な、なんだ？　一体なにがあったというのだ？」

　ミシェレが次に口にする言葉は、マウエン伯はくの想像をはるかに超こえたものだった。

「わたしが間違っておりました。肌はだの色や種族になど惑まどわされてはなりません。ギルセリオンさまは希代の英えい雄ゆうとなる資質を秘めたお方。協力する道はあれど、敵対する理由はどこにもございません」

　マウエン伯爵の驚きたるや凄すさまじいものだった。

　昨日、お家のためと気丈に嫁とついでいった娘が、翌日になったら夫の言いなりになって帰ってきたのだから。

「一体なにがあったというのだ、その変へん貌ぼうぶりは!?」

「なにもおかしなことはございません、わたしがギルセリオンさまの為人ひととなりを知っただけのことです。お父さま、今すぐギルセリオンさまのもとを訪れ、お約束ください。人の世のわだかまりなど捨て、ギルセリオンさまに我が伯爵家のすべてを捧ささげると」

「ほ、本気か？　本気でそのようなことを言っているのだな？」

「はい。それこそが伯爵家一〇〇年の大安に繫つながる唯ゆい一いつの道というものです」

「……そうか」

　マウエン伯は、昔から愛娘ミシェレには才能を感じていた。もし長女ではなく長男として生まれていれば、間違いなく後こう継けい者しやにしただろうと。たとえ長女であっても、長男の補ほ佐さ役として伯爵家に貢こう献けんしてくれるだろうと確信を抱いていた。

　なにがあったのかは分からないが、ギルセリオンにはそんな愛娘をたった一晩で心から魅み了りようするだけの才があったのだ。であれば軽々しく拒きよ否ひはできなかった。

　ただ一方で、娘の提言を鵜う吞のみにして領民すべての命を危険にさらすわけにも行かない。それゆえ、マウエン伯は差し当り次のように返答することとなる。

「分かった、おまえの言う通りにしよう。今すぐギルセリオンに会わせてくれぬか」
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「ギルセリオンさま。ミシェレさまがお帰りになりました。またお父上のマウエン伯爵を伴ともなっており、ギルセリオンさまにお目通りを願っております」

　孫息子メネリオンのその報告は、ギルセリオンを喜ばせた。

「ほう、うまく父親を引っ張り出せたようだな。よし、会おう」

　厄やつ介かいな点があるとすれば、ギルセリオンにとってマウエン伯は、はるかに年下ではあるが義理の父親であり、しかも異なる種族という微び妙みような関係であることだ。いくら現在の互たがいの力関係は明白であるとはいえ、最低限の礼れい儀ぎを尽つくす義務はあった。「我らエルフが礼儀知らずと思われるのも心外だ」と、手の空いた同どう胞ほうの戦士たちを並べ、出で迎むかえる準備をさせる。

　もっとも当のマウエン伯は出迎え方法など気にする様子もなかった。覚かく悟ごを決めた表情で挨あい拶さつもそこそこに、次のように言い放った。

「今日は提案があって参りました、ギルセリオンどの」

「ほう。いかような？」

「我がマウエン伯爵家はこれよりギルセリオンさまに帰属し、すべての権利をことごとく献けん上じようすることをお約束いたします」

　周囲の灰エルフたちがその提案に驚いた。

（ミシェレはそこまでうまく父を説得したのか）

　激しい一夜を過ごした今朝、ギルセリオンはミシェレに言ったのだ。もし父を説得してみせれば、今夜も抱だいてやると。

　どうやら今夜は再びミシェレと床とこを共にする必要があった。そのことが分かっているのか、ミシェレは父の横ですでに頰ほおを上気させつつあった。

（やむを得ん、他の妻にはもう一晩我慢してもらうしかなかろう。信しん賞しよう必ひつ罰ばつとはよくいったものよ）

　だが、マウエン伯の話はまだ終わっていなかった。

「ただし、一つだけ条件がございます」

　この期ごに及およんで条件を付けるとは──と、マウエン伯に他の灰エルフたちの非難の目が集中した。その中にはミシェレの視線も含ふくまれている。

　だがよほど覚悟してきたのだろう、マウエン伯にたじろぐ様子は見えない。

「どのようなものかな。是ぜ非ひ聞かせて頂きたい」

「現在、我が主君に当たるメイルマンス公こう爵しやくが送った援軍が、灰エルフ排はい除じよのため我が領地に向かっております。これをギルセリオンさまが打ち砕くだいてくださるのなら、我が伯爵家はそのすべてをギルセリオンさまに捧げるでしょう。もちろん、我らは公爵の軍勢に加わらないことをお約束いたします」

「ほう、これは興味深い」

　実に打算的な提案であり、ギルセリオンは思わず苦笑した。

　灰エルフがメイルマンス公の援軍を破れば灰エルフに付き、メイルマンス公の援軍が勝利すれば灰エルフを裏切る。ようするにそういう提案だった。

「お父さま、そんな！　いくらなんでもギルセリオンさまに失礼です！」

「なに、構わぬ」と、ギルセリオンは手でミシェレを制する。「考えてもみよ、どのみちその援軍を叩たたかねば、我らがこの地に根を下ろすことなど不可能だ。確かに調子のいい提案ではあるがな、公爵の援軍がどうなろうとマウエン伯爵家の命脈は保たれるというわけか」

「当主として当然の判断であることはご理解いただけましょう。我が伯爵家のみであればともかく、家臣や領民のことを考えれば」

　ギルセリオンは笑った。

「その通りだ。なまじ平身低頭されるより、生に固こ執しゆうした条件を出される方が分かりやすくてよい。いいだろう、ならば我らも完かん膚ぷ無なきまでに公爵軍を叩きのめしてご覧に入れよう。マウエン伯、あなたも公爵軍に密書ぐらいは送っても構わぬぞ。体裁というものがあろうからな」
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　このときメイルマンス公爵の命を受け、マウエン伯はく救きゆう援えんのため東進していたのは、リーヌス将軍率いる四〇〇〇の軍勢だった。

　五芒国にあってもっとも平和と言われるメイルマンス公国では、軍隊は存在しても実戦経験がほとんどなかった。だがメイルマンス公爵はフィクトル総そう督とくの野望を知り、五芒国に少なからぬ戦乱が沸わき起こると予想していた。

　そこで目をつけたのが、リーヌス将軍である。彼はもともと《暁あかつきの疾しつ風ぷう団》という名の傭よう兵へい団の団長を務めていた。メイルマンス公はその傭兵団をまとめて買い上げ、実戦経験のある彼らを軍の主力に据すえることで経験不足を補おうとしたのである。

　その試みは意外とうまくいった。当時リーヌスはもう五〇過ぎであり、傭兵団長として在り続けることに体力的にも限界を感じていた。かといって団を託たくせる後進にも、自身の老後にもアテがなかったのだ。

　だが一国の将ともなればいくらでも補佐に能のう吏りが付くし、年金もアテにできる。傭兵団ごと買い上げたいという公爵からの提案は、渡わたりに船であった。こうして傭兵団長から将軍への出世を果たしたリーヌス将軍は熱心にメイルマンス公国軍を訓練し、軍組織は一新された。

「この国の禄を食む我らにとって、今こそ公爵閣下のご恩に報いるとき！」

　そのような事情があったがゆえに、リーヌス将軍はやる気であった。

　一軍を率いる将が士気旺おう盛せいであれば、兵もまたそれに続くものである。まして相手は魔王軍の残党にして人間の宿敵たる灰エルフ。殺すのに一切の容よう赦しやは不要であり、彼らの戦意は高かった。

　だが極めて致ち命めい的てきなことに、彼らはたった一つの重要な情報を知らなかった。守りにいくべきマウエン伯はく爵しやくが、すでに灰エルフと結けつ託たくしていたということを。




　リーヌス将軍のもとにマウエン伯爵からの使者がやってきたのは夕刻、陣じんを敷しいて行軍の疲つかれを癒いやしていたときのことである。

「我らが居城は現在、灰エルフどもに包囲されており、一刻も早い救きゆう援えんを待ち望んでおります。私はこの書状をお届けすべく、どうにか包ほう囲い網もうを抜ぬけて参りました。どうぞご覧ください」

「うむ」

　書状に書かれていたのは、次のような内容であった。

　数千もの灰エルフの急きゆう襲しゆうにより、抗こう戦せんもままならず城を閉ざし守りを固めることしかできなかったこと。だが公爵が送ってくれた援軍が灰エルフとの戦せん端たんを開き、優位に立ったことが確認できれば、必ずや打って出て灰エルフを挟きよう撃げきすると。

　リーヌス将軍は内心で顔をしかめた。

（我らが優位に立たぬ限り、日和見を決め込むとはなんとも図々しい話だ。だが数千の敵となればやむを得ぬところか）

　マウエン伯の私兵は五〇〇人程度だという。これに領民から徴ちよう募ぼした兵を加えた程度では、とても戦いようがないだろう。下手に打って出るより、拠きよ点てんを確保し続ける方が戦略的に重要であることは間ま違ちがいない。

「承知した。我らは明日にもマウエン伯爵領に入る。聞けば相手は卓たく越えつした騎き兵へいゆえ、急な進軍はできぬ。だが我らが攻せめ入れば必ずや灰エルフも対応した動きをせざるを得ぬ。その時節を見誤らず、灰エルフどもの背後を突つくようマウエン伯に伝言を」

「承知いたしました、命に代えても」

「ご苦労であった。このような状じよう況きようゆえ大したもてなしもできぬが、多少でも疲れを癒やしてから戻もどられるがよい」

「せっかくのご厚意ですが、一刻も早く我が主に状況を伝えねばなりませぬ。失礼いたします」

　留めるわけにもいかず、リーヌス将軍は使者を見送った後、幕ばく僚りようたちに言った。

「さて、聞いたな者ども。明日以降、我らはいつ灰エルフどもと一戦交えることになってもおかしくはない。忘れるな、我らはあくまで援えん軍ぐんの第だい一いち陣じんだ。戦って勝てるならばそれでいいが、灰エルフ手強しとなれば後続の到とう着ちやくまで守りを固めて待つことになる」

　聞けば灰エルフは強力な騎兵である上に、その数は数千にも上るという。もし情報通りなら、この四〇〇〇の軍勢で勝てるかは怪あやしいところだった。

「今日のところは兵士たちにも休息を与あたえよ。ただし警けい戒かいは怠おこたるな。魔王軍の残党ともなればさぞかし夜や襲しゆうは得意であろうからな」

　別に魔王軍だからといって夜に強いという根拠があるわけではない。だが魔王軍が闇やみの軍勢であるという印象が人々の間に残っているのは事実であり、彼らは夜の間も斥せつ候こうを密にし、決して油断しなかった。
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　幸い、リーヌス将軍率いるメイルマンス公国軍は夜襲を受けることなく朝を迎むかえた。朝食の後、隊列を整え進軍を再開。この日の午前中にはマウエン伯爵領に入った。

　彼らは絶えず斥候を繰くり出し、油断なくマウエン伯はくの居城を目指した。メイルマンス公国にある多くの土地がそうであるように、この辺りもほとんどが見み渡わたすばかりの平地である。それは騎兵が存分に力を発揮できる地形はあったが、一方で大軍の移動にも適してはいた。

　そこでリーヌス将軍は行軍に時間をかけ、隊列が伸のびるのを極力抑おさえつつ進軍を続けた。騎兵に対たい抗こうする有効な手段の一つは、兵の数を一箇か所しよに集めて隊列を整えることである。伸びきった隊列を分断され、各個撃げき破はされる事態だけは絶対に避さけねばならなかった。

（幸い、メイルマンス公はもう次の援軍を送っているはずだ。一時的に補給線を断たれても継けい続ぞくして戦うことは可能だし、逆に後方に回った灰エルフを前後から挟撃することもできる。問題はこの平地でいかに騎兵と戦うかだが……）

　フライスラント自治領からの情報で灰エルフの戦い方が分かっている以上、事前に入念な準備はしてあった。切り札は大おお盾だてと弓矢だ。無数の大盾で亀かめのごとく灰エルフの騎き射しやを防ぎつつ、その隙すき間まから大量の矢で反はん撃げきする。相手は騎兵であり、馬に矢を当てさえすれば充分な損害を与えることができるのだ。

　だが、事態は思わぬ方向へ転がり落ちることとなる。

　彼らの前についに灰エルフが現れたのだ。ただし、たった一騎で。
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　浅黒い肌はだに尖とがった耳。

　まさに伝承通りの姿をしたその灰エルフは、街道の真ん中でただ一人ぽつんと待っていた。まるでリーヌス将軍率いる四〇〇〇の軍勢をたった一人で阻そ止しするかのように。

「この軍を率いる将に話がある！　臆おく病びよう風かぜに吹ふかれていないなら、我が前に出いでて堂々と大義を語ってみせよ！」

　敵は単騎で現れた上に、そのような大言を口にした。対応しなければ士気にかかわる。リーヌス将軍もまた軍の陣じん頭とうに進み出た。

「私がこの軍を率いるリーヌス将軍だ。おまえの名は？」

「《始まりの地の部族》族長ギルセリオン。覚えておいた方がいいぞ、恐おそらくな」

（部族の族長？　つまり、総大将ということか？）

　身分を偽いつわっているのかもしれないが、真しん偽ぎは確かめようがなく、今は額面通り受け取るしかなかった。

「灰エルフのギルセリオン、その名は記き憶おくさせてもらおう。ただし、憎にくき侵しん略りやく者としてだ。直ちにこの地より奪うばい取ったものを返へん還かんし、シナーリー山脈の向こう側へと逃にげ帰るがいい。そうすれば魔王の手先と言えど、命までは取るまい」

「その提案は実にもっとも。だが我らにも事情がある。この地に我らの足場を築くため、出会って早々申し訳ないがここで死んでいただきたい」

「結構、本性が出たな。では話はこれまでだ。たった一人の敵をなぶり殺しにする理由もない、この場は見み逃のがしてやるゆえとっとと逃げ帰るがいい。だがこれより先はお互たがい敵同士、次に戦場で出会ったときが最期だと覚かく悟ごするがいい」

「その心配は不要だ。戦いを始めるなら今このときからでよい」

　リーヌス将軍は鼻白んだ。

「馬ば鹿かなことを。まさかたった一人で我が軍に戦いを挑いどむとでも？」

「そのまさかだ。見ればせいぜい四〇〇〇程度の軍勢、私一人で充分だ。ではこれより開戦としよう、いいな？」

　ギルセリオンと名乗った灰エルフは、冗じよう談だんとしか思えないことを口にした。メイルマンス公国軍の兵士たちは、誰だれも彼もが「なにを馬鹿なことを」と嘲あざける。

　ただ一人、リーヌス将軍だけは険しい顔を崩くずさなかった。

（これが挑ちよう発はつの類であることは間違いない。恐らくギルセリオンとやらは、単騎でも逃げおおせる算段が立っているのだろう。このままではたった一人の敵にいいように翻ほん弄ろうされるかもしれん）

　フライスラント自治領では騎兵となった灰エルフが暴れ回っているという。彼ら灰エルフはこの二〇〇年で卓越した騎き乗じよう技術を身につけたらしい。ギルセリオンと名乗った灰エルフは見たところ単騎だが、単騎だからこそ逃げ切られる可能性がある。

　もし散々挑発された挙げ句に逃げられれば、敵の士気は上がり味方の士気は下がる。下手に追つい撃げきのために兵を動かせば、こちらの陣じん形けいは大きく崩れる。そこを他の伏ふく兵へいで攻こう撃げきされる可能性は充分にあった。

（だが、備えさえあればどうとでも対処はできるだろう）

　準備のための時間はない。それでもリーヌス将軍はできる限りの範はん囲いで素早く策をまとめた。

（まずこちらも虎とらの子の騎兵隊に追撃させる。相手はたった一騎、少なくとも負けることはあるまい。だがこちらの騎兵は間違いなく孤こ立りつする。そこで残る本体を二つに分け、騎兵隊を左右から援えん護ごするように追走させるのだ）

　そうすればもし敵が先行する騎兵隊の左右どちらから奇き襲しゆうを仕し掛かけてきても、その横を突くことができる。

　一度決断すれば、リーヌス将軍の行動は早かった。

「騎兵隊、行け！　奴やつの望みだ、血祭りにあげてやれ！」

「お任せを！　全員突とつ撃げき！　首級をあげよ！」

　この展開を待ち望んでいたのだかすぐさま三〇〇の騎兵隊が飛び出した。

「では開戦だ。死ね」

　ギルセリオンは不敵に笑うと弓を構えて見せた。

（まさか、応戦するつもりか？）

　あり得ない話だった。たった一人で三〇〇の騎兵に勝てるわけがない。

　だがギルセリオンは躊ちゆう躇ちよなく背負っていた矢を手に取り、番つがえた。




（なに──）




　そして次の瞬しゆん間かん、リーヌス将軍の意識は永遠に途と絶だえることとなる。

　ギルセリオンが素早く放った矢に額を貫つらぬかれ、即そく死ししたのだ。




　　　　◆




「ふん、たやすいものだ」

　リーヌス将軍が崩れ落ちたのを確認すると、ギルセリオンはほくそ笑んだ。

　灰エルフが使う弓は、エルフのそれとは違ちがう。馬上で使うことを考こう慮りよした、短弓に近い複合弓だ。扱あつかいに習熟すれば、まばたきする間に矢を番えて放つことができる。とりわけギルセリオンの速射術は、たとえ馬上からであっても、風向きさえ良ければ一〇ルーデ先の相手の急所を瞬しゆん時じに貫くという恐ろしいものだった。

　リーヌス将軍も元は歴戦の傭兵だ、ギルセリオンが矢を自分に向かって番えているところを目もく撃げきしていれば、いくらでも身を守る手段はあっただろう。

　だがギルセリオンの卓越した速射術は、矢を番えた次の瞬間には狙ねらったところに矢が突つき立っているという、二〇〇年の時を経て完成した究極の名人芸だ。リーヌス将軍といえど、事前知識がなければまったく抗あらがう術はなかった。

「しょ、将軍がやられた！」

「よくも将軍を！　奴を殺せ！」

「相手はたった一騎だ、八つ裂ざきにしろ！」

　残った兵士たちのうち、すでに動き出していた騎兵が目の色を変えて突っ込こんでくる。

　その数は恐らく三〇〇前後。ギルセリオンといえど、正面から戦えば勝てる数ではない。

（いや。案外、やってみれば勝てる気はするが）

　だがこれ以上不要な危険を犯せば、メネリオンに怒おこられる。本気で怒られる。「ギルセリオンさまは《始まりの地の部族》になくてはならぬお方」という文言から始まって延々続くのだ。やむを得ず、ギルセリオンは素直に馬首を翻ひるがえらせ、後退を始めた。

「せめて時間内に何人殺せるか試してみるとしよう」

　一騎対三〇〇騎である。本来なら、これから始まるのはギルセリオンが逃げ切れるか殺されるかという戦いだ。

　にもかかわらず、実際に繰り広げられたのは一方的な虐ぎやく殺さつ劇だった。ギルセリオンが巧たくみな馬術で逃げる。それを追う三〇〇の騎き兵へい。だが馬の質にも馬術にも差があるのか、なかなか追いつけない。そして必死に追いかけるうち、三〇〇の騎兵隊は陣形が紐ひものように伸びきっていった。

　それを見計らい、すかさずギルセリオンは動いた。下半身だけで馬を操り、上半身を後ろに向けると、得意の速射術で矢を放ったのだ。

　先頭を走っていた騎兵の馬が射貫かれた。たちまち馬は体勢を崩し、乗り手ともども崩れ落ちた。そこへ後続の騎兵が殺さつ到とう、乗り手ともども踏ふみつぶされ、肉につ塊かいになる。

　馬の足は、決して頑がん強きようではない。全力疾しつ走そうしている最中に大きな障害物を踏みつければ、たちまち足の骨を折り、そうでなくとも均きん衡こうを崩して転てん倒とうは免まぬかれない。さらに転倒した馬を後続の数騎が同じように踏んでしまい、転倒の連れん鎖さを引き起こす。たった一本の矢で一気に混乱が広まった形だ。

　後ろからただ追いかけるのは危険と理解したのだろう。他の騎兵たちはわずかに速度を落として互いの距きよ離りを取ると、次々と矢を放った。しかし灰エルフほど騎射に慣れているわけもなく、いずれの矢もギルセリオンにはかすりもしなかったが、この際命中率の低さは数で補う形だ。数十の矢はそのうちギルセリオンか、あるいは彼の乗る馬に命中するはずだった。ギルセリオンがただ走って逃げるつもりだったならば。

「戦場で矢の贈おくり物とはかたじけない！」

　ギルセリオンは無数に飛んでくる矢の雨から、自身もしくは馬に当たる軌き道どうの矢だけをむんずと摑つかむと、すかさず弓に番えて撃うち返した。

　これにはメイルマンス軍も度ど肝ぎもを抜ぬかれた。常人であれば、周囲に矢の雨が降り注ぐだけで恐きよう怖ふせずにはいられないだろう。そんな状じよう況きよう下で、自身に命中する危険な矢だけを冷静に見極め、あまつさえ手で摑んで撃ち返すなど人間業ではない。

　だがギルセリオンは、それが偶ぐう然ぜんなどではないことを示すように、次々飛来する矢を摑んでは撃ち返して見せた。そしてその度、追う騎兵の数は確実に減っていく。後にある著名な人物が、「あれは芸として売り出しても食って行けるだろう」と吞のん気きに評するほどであった。

　追う側としては悪夢だった。たった一人の灰エルフに、将軍はおろか貴重な騎兵を数十騎も倒たおされている。これだけの被ひ害がいを受けた上に、ギルセリオンを逃がせば緒しよ戦せんは大敗北ということになるだろう。

　だがどうにかして敵の族長を名乗るギルセリオンを討ち取ることができれば、被害を穴あな埋うめするには充じゆう分ぶんな戦果となる。もはや引くに引けず、騎兵隊は無意味に突とつ進しんを続け──そして被害を増やし続けた。致ち命めい的てきな状況に至るそのときまで。

「さて、そろそろ来るころだが」

　ギルセリオンが敵騎兵を引きつけながら、麦畑のある一帯に入ったときのことである。

　三〇〇足らずの敵騎兵を挟はさみ込むように、左右から二つの騎兵部隊が現れた。人間ではない、灰エルフだ。ギルセリオン配下の弓騎兵隊が、伏兵ではなく機動力にまかせた奇襲で敵を左右から挟み込もうとしたのだ。率いるのはメネリオンとディニエルである。

　二人が率いる同どう胞ほうの数は、それぞれ一〇〇〇を超こえていた。合計二〇〇〇騎き、三〇〇騎に満たないメイルマンス軍の騎兵隊など瞬時に壊かい滅めつさせられる数字だ。

「まずい、退け！　撤退だ！」

　騎兵隊の誰かが命令し、彼らは慌あわてて馬首を翻し撤退しようとした。だが練度も馬術も士気もなにもかもが違い過ぎた。灰エルフの騎兵隊は、人間のそれより多かったにもかかわらず、人間たちよりはるかに俊しゆん敏びんだった。撤退など許さないと言わんばかり、たちまち騎射の射程内に捉とらえ、左右から併へい走そうしつつ矢の雨を降らせた。

　軽装の騎兵にそれを防ぐ術はない。ギルセリオンを追っていた三〇〇の騎兵隊は、あっという間にその数を減らしていった。
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　リーヌス将軍は、その豊富な実戦経験からギルセリオンの戦術を看破していた。あからさまな挑発で先行した騎兵隊が、伏兵や奇襲で狙われる可能性が高いということを。

　しかしすでに彼は不ふ慮りよの死を強制されており、当然ながら指揮権についても一切引き継つぎなど行われていなかった。

　それが次の不幸を呼んだ。

「まずい、大おお盾だてと槍やりを構えよ！　弓兵は前へ！　前進だ！　騎兵隊の撤退を援護しろ！」

　このとき残る四〇〇〇足らずのメイルマンス軍は、将軍を失ったにもかかわらずそれなりに迅じん速そくに動いていた。副将軍の立場にあった人物がすぐさまそう命令したからだ。

　虎の子の騎兵隊が全ぜん滅めつするようなことがあっては、損害は計り知れない。だが密集陣形を敷しいて隊列さえ整えておけば、敵の騎兵を退けることはできる。その上で前進すれば、灰エルフの弓騎兵隊など簡単に追い払はらえるし、こちらの騎兵隊を救うこともできる。そう考えるのはごく当然のことだった。
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「やはりそう動いたか」

　ギルセリオンは、人間の軍勢が孤立した騎兵隊を救うべく動くだろうと見み越こしていた。

　人間の世界で騎兵というのは地位が高い人物がなるもので、養成するにも金がかかるという。見捨てられるわけがないのだ。

　だからこそ、メネリオンとディニエルの隊にはあらかじめ命令を出していた。メイルマンス軍の本体が前進してくるのを確認した瞬間、二つの騎兵隊はまるで鏡に映っているがごとくまったく同じ動きを見せた。

　もはや壊滅寸前の騎兵隊を放置し、四〇〇〇足らずのメイルマンス軍の左右に回り込むと、一いつ斉せいに矢を浴びせたのである。

　メイルマンス軍は、前面に大盾と槍の壁かべを作れば、弓騎兵などそう怖こわい相手ではないと考えているのだろう。だが大盾の壁は一番外側しか守れない。大盾で右う翼よくを守っている大盾も、頭上を通り抜けていく矢が左翼に落ちていくのは避さけられない。それを阻そ止しするためには兵をもっと広く展開する必要がある。

　だがメイルマンス軍は将軍を失い、まだ指揮系統も引き継がれていなかった。その上、孤立した騎兵隊を救うべく、後先考えずに密集隊形を取って前進してしまった。

　結果的にメイルマンス軍は、行動が後手に回り、騎兵隊と合流はできたものの、弓兵の隊列を整え応戦することができなかった。二つの灰エルフ軍から矢の雨を降らされ、反撃もままならずただその数を減らしていく。

「さて、では仕上げにかかるか」

　このまま戦せん況きようが推移しても灰エルフの勝利は疑いない。だがメイルマンス軍が自軍の被ひ害がいを気にせず弓矢で応戦してくる可能性があった。そうなれば被害が出ることは避けられない。

　それゆえこのときギルセリオンは再び馬首を翻し、メイルマンス軍に単たん騎きで突っ込んでいた。それも今まさに味方からの矢の雨が降り注ぎ、大混乱に陥おちいっている敵陣じん営えいに。

　この状況で単騎で突っ込んでくる敵がいるなどとは、メイルマンス軍の誰だれもが想像しなかったし、たとえそれが分かっても対処はできなかった。

　ギルセリオンは無人の野を駆かけるがごとく、敵兵を蹂じゆう躙りんしていった。敵兵を愛馬で蹴けり飛ばし、各部隊の隊長らしき人物の頭を次々と射貫いていった。ギルセリオンの持つ矢はすでに尽つきかけていたが、周囲へ降り注ぐ矢の雨を自らの矢の補給源とするかのごとく、摑んでは放ち摑んでは放つという有様であった。後にその戦いぶりを吟ぎん遊ゆう詩人が忠実に謳うたった際には、「いくらなんでも話を盛り過ぎだ」と石を投げられたという。

　メイルマンス軍は反撃もままならず、事態を打開する命令を伝達する中級指揮官も次々殺され、もはや軍としての体裁を維い持じすることはできなくなっていた。降こう伏ふくの意すら表明することができず、彼らに残された唯ゆい一いつの手段は、仲間の死体をも盾にしてどうにか自分の身を守ることだけだった。

　敵てき陣じんのど真ん中にあってその状況を悟さとると、ギルセリオンは攻こう撃げき中止の合図となる鏑矢シンヤールパイルを放ち、同時に言い放った。

「武器と旗を捨て、降伏せよ。さすれば命は助けてやろう」

　当然ながらその命令に逆らうメイルマンス軍の兵士は誰一人ひとりとしていなかった。

　ギルセリオンがこれ以上の戦せん闘とうを避けた理由はたった一つ、矢が尽きかけていたからに過ぎない。それにもう一つ目的があった。

「我らは人間と敵対しにきたのではない。手向かうのであれば殺しもするが、無意味に敵対しては後々面めん倒どうだ。それゆえメイルマンス軍を皆みな殺ごろしにする必要はない。屍し毒どくでせっかくの土地を汚よごされてはかなわん。死体を埋うめるためにも、降伏した者は助けてやらねばな」

　季節は夏である。放置された死体はその日のうちに腐ふ敗はいし始めかねず、死体を処理する人手は必要だった。すでにギルセリオンは、この地を統治する未来を考えていたのだった。




　こうしてメイルマンス軍の第だい一いち陣じんは、全滅といっていい被害を出すことになる。

　死者は実に一〇〇〇人。もっとも、戦闘ではなく怪け我がを負ったまま真夏の帰路で命を落とした者の方が圧あつ倒とう的に多かった。さらに負傷者二〇〇〇人以上という数字は、灰エルフ軍の凄すさまじさを思い知らせ、メイルマンス公国全土を心しん胆たん寒からしめるに充分だった。

　そして、ギルセリオンはマウエン伯はく爵しやく領を一応は平定することとなる。時に討とう伐ばつ暦れき一九八年収しゆう穫かくの月一二日。平定に必要な時間はたった三日であった。








第四章　動乱の序曲
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　一九八年の時を経て再び灰グライズエルフが人の前に姿を現したとの一報は、五フアイフ芒ステル・国ランデン全土──とりわけフライスレヘレンデ・ラントパルタイ・フアン・自治領フライスラントを震しん撼かんさせることとなる。

　この頃ごろフライスラント自治領は、アヘルトレンフドムヘム・アレ公国ンヘムとの国境周辺に兵力の大半を振ふり分けていた最中であり、無警けい戒かいの南東部をまんまと灰エルフに奇き襲しゆうされる形となった。南東部に残っている兵力といえば貴族の私兵と警備兵ぐらいのもので、およそ組織的な戦いなど不可能だった。

　しかも灰エルフの軍勢は全軍が騎き兵へいであり、その速さたるや凄まじく、一日二日で襲おそわれた村落の数は十や二十ではきかなかった。なおその上に、灰エルフたちは自分たちが侵しん入にゆうしたという情報を封ふうじるべく、徹てつ底てい的な殺さつ戮りくを行った。

　ただでさえ、魔ま王おう軍の残党にして伝説の中にしか存在しないような灰エルフが生きていたなどすぐに信じられるものではない。結果的に、フィクトル総督スタツトハウダーや評議会といった政府の中ちゆう枢すうが事の次第を把は握あくしたのは、灰エルフが侵入してから実に三日後、収穫の月オーフストマーント（八月）六日という有様であった。しかも厄やつ介かいなことに、灰エルフ侵入という一報が届いたにもかかわらず、評議会や総督府は即そく座ざに動きが取れない状況だった。彼らは今、別の重大な議論の真っ最中だったためである。
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　灰エルフ侵入の一報が届いた翌日、収穫の月七日。フィクトル総督は首都ミルデブルフにある評議会議事堂に来ていた。灰エルフ対策のためではない。総督という地位を剝はく奪だつされるためである。

　フィクトル総督の主導で行われてきたアレンヘム公国との戦争は、なに一つとして状じよう況きようが改善する見込みはなく、フライスラント軍は連戦連敗、指揮官であったフィクトル総督の次男クンラートは捕ほ虜りよにされ、挙げ句の果てに国境近くの要よう衝しようヘンゲローの街を占せん領りようされてしまうという有様であった。これは二〇年にわたり過不足なく総督を務め、フライスラント自治領の地位を確立してきたフィクトル総督といえど、総督位剝奪は免まぬかれ得ない状況だったのだ。

　さすがの政治力を誇ほこるフィクトル総督も、相次ぐ敗北とそして長男の婚こん約やく者エレオノーラ王姉、次男クンラートをも奪うばわれた衝しよう撃げきは大きく、この半月でめっきり老け込んでいた。「総督の地位を奪われた方がいっそ楽になるのでは」と半ば本気で考えていたほどである。

　にもかかわらず、この日議長から言い渡わたされた評議会の結論は、次のようなものだった。

「フィクトル総督、貴公には引き続き総督としての責務を果たしてもらいたい」

　灰エルフ侵入の報を聞いていたフィクトル総督は、そう提案される可能性を考こう慮りよしていないわけではなかった。だからこそ平然と聞き返すことができた。

「私はアレンヘム公国との戦争で相次いで敗北し、領土と兵とを失った人間だ。総督としての地位は剝奪されて然るべきだと考えるが」

「我が議会としても昨日まではその認識だったのだ。だが灰エルフの侵しん略りやくを受けているこのときに、長年総督としての地位にあった貴公を解任するわけにはいかない。貴公は総督としてこの国を率い、もう二〇年以上にもなる。貴公以外にこの国難を乗り切れる者などいないだろう」

（ようは厄介ごとを押しつけられているだけではないか）

　それがフィクトル総督としての率直な感想であった。なにしろフライスラント自治領の状況は最悪だ。

　まず解決すべきは外交問題だろう。灰エルフに背後を突かれたまま、アレンヘム公国と戦争を続けることなどできない。早急に和平ないし休戦が必要だった。その上、これまで散々強気で対応してきたフフーデーデルス・ルスコーニン王国グライクにも下手に出て支し援えんを要よう請せいしなけれならない。

　戦略面ではもっと複雑だ。灰エルフと戦うためには、アレンヘム公国との戦闘のため、フライスラント自治領の北東部に待機させている二万の兵士を大移動させなければならない。二万人を北東部から南東部へと移動させるだけでも大事だというのに、これまでアレンヘム公国との戦争を維持するため、一年以上かけて作り上げてきた補給線をまた作り直さなければならない。その労力たるや想像を絶する。

　南東部にまだ残っている兵力──領主たちにも命令を出すべく、方針を決せねばならない。各地で徹てつ底てい抗こう戦せんさせるか、籠ろう城じようさせて後に打って出てもらうか、あるいは二万の本体と合流して戦力をまとめ上げるか。撤てつ退たいするにしても領民を保護するか、囮おとりにさせるか。

　そもそも、魔王軍の尖せん兵ぺいたる灰エルフはもはや伝承の中にしか残っていない。その強さも数も、なによりもなぜ今攻せめてきたのかという目的ですら明らかではないのだ。交こう渉しようで解決できる余地があるのかも探らねばならない。

　この状況で総督の地位に在り続けるなど、普ふ通つうであれば誰でも断るだろう。

「承知した、では引き続き総督としての責務を全うしよう」

　それでも、フィクトル総督はそう返答した。そう返答せざるを得なかったのだ。

（この脅きよう威いに対たい抗こうして自治領をまとめ上げられるのは、自分以外におるまい）

　フィクトル総督自身、そのことについては多少の責任があった。彼は二〇年以上の長きにわたって総督の地位に在り続けた。今別の人物が総督になったとしても、フィクトル総督のために最適化されてきた権力基き盤ばんをそのまま受うけ継つぐのは困難だろう。それに、新しく総督になり得る人材もいない。自分を脅おびやかしうる総督候補をこの二五年の間に何人も排はい除じよしてきた結果だ。

　それに灰エルフの侵略を止めないことには、自らの家系──クロンカンプ男だん爵しやく家も存続できるか危ういところだし、なによりも次男と長男の婚約者はアレンヘム公国に囚とらわれているままだ。この危機的な状況で総督の地位にあれば、二人を取り返す機会はあるはずだった。

（まさか総督の地位を剝奪されようとしたこの機に伝説の灰エルフが攻めてくるとはな。これも恐おそらくは天命というものであろう。ならば従うが道理というものだ）
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　フィクトル総督は、その日のうちに山積する問題への対処を始めた。

　こうしている間にも、灰エルフたちはフライスラント自治領南東部の民衆を虐ぎやく殺さつして回っていることだろう。だがそれは正直なところどうでもよかった。奴ど隷れいや他の領主が死ぬことで時間が稼かせげるのなら、むしろ好都合であった。それゆえまず南東部の領主たちに出した命令は、簡素で非情なものだった。

『援えん軍ぐんは必ず出す。それまでは各自の判断で徹底的に抵てい抗こうせよ』

　灰エルフたちは知る由もなかったが、フライスラント自治領に攻め込んだ彼らが、しばらくの間大した抵抗を受けなかったのはこのためでもあった。

　フィクトル総督としては、灰エルフよりも先に対処すべきはアレンヘム公国との戦争だった。むしろ灰エルフが派手に民衆を殺し回ってくれた方が、他国の同情を誘さそえるという点で好都合だとさえ考えていた。

（アレンヘム公国とは差し当たって休戦が必要だ。その上で、なんとか灰エルフ討とう伐ばつのための援軍を派は遣けんさせなければならん）

　休戦についてはあまり心配していなかった。灰エルフの侵略は五芒国全体の問題であり、五芒国の統治者にして守護者を標ひよう榜ぼうするフーデルス王国が看過できるわけがない。フーデルス王国に仲ちゆう介かいを頼たのめば、アレンヘム公国との休戦は難しくないはずだった。

　問題は援軍要よう請せいである。灰エルフ討伐のため、アレンヘム公国軍──すなわち《狂バル嗤ダーの・ブリ団ガーデ》の協力はなんとしても取り付けたいところだった。だが、アレンヘム公国との戦争は、もともとフライスラント自治領が吹ふっかけたものだ。にもかかわらず、休戦に応じてもらった上に援軍を派遣してもらうなど図々しいにもほどがある提案だ。それでもやる価値はあるはずだった。うまくいけばアレンヘム公国の国力を削けずることにも繫つながる。

　幸いなことに、フィクトル総督は奥の手を用意していた。




（こんなこともあろうかと生かしておいたあの男が、本当に役立つ日が来るとは）

　フィクトル総督の邸てい宅たくには、現在婚約者エレオノーラを失い酒さけ浸びたりの生活となってしまった長男アベルが軟なん禁きんされている。だが、軟禁されているのは彼一人ではなかった。アレンヘム公国に宣戦布告する少し前から、この屋や敷しきにはある壮そう年ねんの男が丁重に軟禁されていたのだ。

「久しいな、ランメルト」

　この状じよう況きようで時間を割いてまで面会したその人物の名は、ランメルトと言った。《狂嗤の団》の前団長にして、現アレンヘム公こう爵しやくであるカレルの実父である。

「これは珍めずらしい、総督が直接お越こしになるとは」

　当のランメルトは、鍛たん錬れんの最中であったのか上じよう半はん身しん裸はだかだった。数カ月もこの部屋に軟禁されていたこの男は、日々鍛錬を欠かしていないという。もちろん他にやることもなかったという切実な理由もあるのだろうが、軟禁される以前より筋骨たくましくなっている印象すらあった。

　アレンヘム公国に宣戦布告するにあたり、フィクトル総督は王都で彼を軟禁することに成功した。ランメルトは当時の《狂嗤の団》の団長。彼を拉ら致ちすれば、アレンヘム公国は戦争の準備すらまともにできず劣れつ勢せいに立たされるはずだった。

　ところがランメルトも尋じん常じような人物ではなく、いかなる情じよう報ほう網もうか自身への企たくらみを察知し、その上でとんでもない対策を打ってきた。自身をも上回る大器の息子に後事をすべて託たくした上で、フィクトル総督が張った罠わなに自ら飛び込んできたのである。

　その結果、《狂嗤の団》は新団長カレルの下で団結し、戦えば百戦して百勝という有様だった。

　こうなるとせっかく拉致したランメルト元団長の使い道も限定される。彼は拉致されると覚かく悟ごした上で王都にやってきたのだ。それどころか二度と表おもて舞ぶ台たいに戻もどるつもりもないようだった。今いま更さら拷ごう問もんして聞き出せる情報があるとも思えない。

　実際、拉致したばかりのランメルトと対面したとき、彼は次のように言い放ったことがある。

『もし私が今後表舞台に立てば、姿を現わせば、すでに団長として動いている息子カレルの邪じや魔まになるというもの。無理にでも私を連れ出そうというのなら、いつでも頭を壁かべにぶつけて死んで見せましょう。いっそこの場で私の首を刎はねて頂いた方がお互たがい後あと腐くされがないかと』

　フィクトル総督の慧けい眼がんを持ってしても、それがハッタリの類だとは思えなかった。

　こうなると人質としても大して価値はない。もし彼を殺せば、《狂嗤の団》は前団長の仇かたきを討たんと以前にも増して士気と統率とを増すだろう。現在アレンヘム公国に囚われているエレオノーラ王姉がそうだったように、殺せない人質に人質の価値はないのだ。かといって妊にん娠しんしたとの偽ぎ報ほうを流すわけにもいかない。

　残る使い道は一つだけだった。とりあえず生かしておく──である。アレンヘム公国との戦争において、フライスラント自治領が存亡の危機に陥おちいったときのみ、ランメルトが生存していることに価値が生じるはずだった。和わ睦ぼくの使者として。だからこそ彼を牢ろうに繫ぐわけでもなく、拷ごう問もんするわけでもなく、ただ軟禁していたのだ。少なくとも今朝までは。

「我が国のため、おまえに働いてもらわねばならなくなった」

　フィクトル総そう督とくはそう口を開いたものの、ランメルトは無関心だった。彼の境きよう遇ぐうを思えば、せいぜい暇ひまつぶしの話し相手がやってきた──ぐらいにしか思えないのだろう。

「フィクトル総督。私があなたのために一切行動する気がないことはご存じのはず」

「であろうな。だがタダとは言わぬ。おまえが最も欲しがるであろう手土産を持ってきた」

「はて。見み目め麗うるわしい美女などどこにも見受けられませんが？」

　ずっとこの一室に軟禁されていたにもかかわらず、未だ軽口をたたけるだけの余よ裕ゆうがあるとは、つくづく侮あなどれない人物だった。だが、そのような人物だからこそ手土産が大きな効果を発揮することが分かる。

「我が国とアレンヘム公国の戦争の顚てん末まつ、そして現在五ご芒ぼう国に迫せまっている危機の情報をくれてやる」

　彼は息子にすべてを託して拉致された。当然、アレンヘム公国の足を引っ張るような行動は一切しないだろう。だが、後を託した息子がどのような成果を挙げたかという情報だけは絶対に欲しがるはずだった。元傭よう兵へい団長として、そしてなにより父親として。それに彼のような目め端はしの利く人物であれば、自分の選せん択たくの成否も知りたいだろう。

　予想通り、ランメルト元団長は興味を惹ひかれた様子だった。

「なるほど、さすがは策さく謀ぼう家と名高きフィクトル総督。人をたらしこむのが上手ですな。ですが、今の話と総督の顔色の悪さで大体の事情は察しました」

「ほう。どう察したのか聞かせてもらいたいものだな」

「フライスラント自治領は、我が息子率いる《狂嗤の団》に連戦連敗。総督閣下も解任寸前といったところだったのでしょう。とはいえ《狂嗤の団》にはこの国に攻め込むだけの兵力はなく、戦争は膠こう着ちやく状じよう態たいに陥ったといったところでしょうな。ですがそれだけならば私のところへ顔を出す気にはなりますまい。大方、魔物グルエルの群れか魔ま王おう軍の残党がシナーリー山脈を越えてこの国に進しん撃げきしてきたため、アレンヘム公国と早急に和平を結ばねばならなくなった──といったところでしょう」

　さすがのフィクトル総督も度ど肝ぎもを抜ぬかれた。

「この部屋から一歩も外に出られないおまえに、外部の情報を知ることはできなかったはずだ。にもかかわらず、なぜそれほどまでに正確な状じよう況きようを言い当てられるのだ？」

「私はただの凡ぼん将しようですが、二カ月もの時間をかければこれぐらいの推測はたやすいこと。もっともカレルであれば半時と経たずに同じ結論を出したでしょうか」

　それはただの親おや馬ば鹿かであって欲しいものだった。

（あカのレ子ルにしてこの父あり──ということか）

　だが、それにしても常じよう軌きを逸いつした推測だった。

「付け加えれば、総督がわざわざ私の下を訪れたからです。人質にもなれぬ私に利用価値があるとすれば、せいぜい和睦の使者になるぐらいのこと。そこまで考えれば状況は明らかというものでしょう」

「なるほど、確かに我が国が危機に陥っていることは推測できるかもしれぬ。おまえはそれだけの準備をして国を出たのだろうからな。だが古の魔王の残党が現れたことを、どうして推測できた？」

「我が祖国アレンヘム公国は、一九八年間にわたって魔王軍の残党とも言うべき魔物と戦ってきたのです。あなたがご存じない情報源があると言っても驚おどろかれますまい？」

「……そうか。《アレハイルンヘグ・フムのアン・ア聖女レンヘム》を擁ようする国ならさもあろう」

　フィクトル総督も納得せざるを得なかった。シナーリー山脈という天然の城じよう壁へきがあったおかげで、魔グロ王ーテ戦・オー役ルログの際もフライスラント自治領は被ひ害がいらしい被害を受けなかった。

　そんな経けい緯いもあって、フライスラント自治領が魔物にも魔王軍の残党にも注意を払はらってこなかったのは事実だ。こと魔王軍という存在について、アレンヘム公国に遅おくれを取ることになるのはやむを得ぬところだった。

　だがそんなフィクトル総督の反応に、ランメルトは少しだけ意外そうな顔をした。

「どうした、なにか気になることでも？」

「いえ、フィクトル総督のことですから、私が摑つかんでいる情報がどのようなものなのか知りたがるかと思ったのですが」

「おまえから聞き出せる情報があるとは思っておらん。どうせ教えるつもりもないのだろう？」

「ええ、仰おつしやる通り」

「であろうな。ではこちらの話を進めよう。おまえの息子は我が軍に対し連戦連勝。おまけにセシリアと結けつ婚こんし、公爵の地位を継ついで地位を盤ばん石じやくなものとした。そんな最中、灰エルフの軍勢がシナーリー山脈を越え、突とつ如じよとして我が国に侵しん略りやくしてきたのだ」

「カレルめ、まんまとセシリアさまをモノにしたというわけか」

　ランメルトは笑った。

「それにしても灰エルフとは。他国との戦争の最中に魔王軍の残党が攻せめてきたとなれば、いかに強大なフライスラント自治領といえどひとたまりもありますまい」

「その通りだ。そこでおまえに協力を頼みたい。私の助言役として、アレンヘムとの和平を実現するために協力して欲しいのだ」

　ランメルト元団長は、当然ながらこの国にいる誰だれよりもアレンヘム公国の事情に通じている。彼の助力があれば、厄やつ介かいな和平も間ま違ちがいなく実現できるはずだった。

「実に総督閣下らしい合理的なご判断と言うべきですな。ですが私に従う義理はありますまい。断ったらどうするおつもりで？　拷問はできれば遠えん慮りよしたいところですが」

「そのような無意味なことはせん。できる嫌いやがらせと言えば、おまえが生きていると世間に公表することぐらいだろうな」

　たったそれだけのことが、ランメルトにとっては脅きよう迫はくになるとフィクトル総督は知っていた。ランメルトは死んだことになっているからこそ、《狂嗤の団》はカレルの下に団結している。だがもしランメルトが存命ということが公になれば、なにかのきっかけで「前の団長の方が良かった」などと波乱が生じる可能性があるのだ。

　予想通り、ランメルトは嫌そうに眉まゆをひそめた。

「さすがは総督閣下、私の嫌がることをよくご存じだ。よろしい、では表舞台には上がらぬという条件で、アレンヘム公国との和平には尽じん力りよくするといたしましょう」

「話は決まりだな。では早速聞きたい。アレンヘム公国と和平するには一体どうすればいい？　誰か信しん頼らいに足る仲ちゆう介かい人はいるか？」

　ランメルトは笑い出した。

「総督、カレルは誰よりも道理を理解しているがゆえに、後事を託たくすことができたのです。細かいことは気にせず和平と援えん軍ぐん要よう請せいの国書を送ればよろしい。さすれば息子は現在の状況が五芒国の危機と察し、直ちに要請に応じるでしょう。もちろん、息子の立場を考えればなんらかの裏取引は必要でしょうが」
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　フィクトル総督が部屋を去った後のことである。

　一人残されたランメルト元団長は、笑いを堪こらえることができなかった。

「カレルめ、まんまとうまくやりおったな」

　フライスラント自治領に連戦連勝したのみならず、まんまとセシリアと結婚するに至ったのだ。父親として、息子の活かつ躍やくに笑うなという方が無理だった。

（それにしても気になるのはフィクトル総督の反応だ）

　アレンヘム公国には、魔王軍や魔物に関する情報源がある。そう言ったとき、フィクトル総督は実に意外そうな顔をしていた。アレンヘム公国ならばそういうこともあるだろうと、当たり前にこちらの言葉を受け入れていた。

　実際その通りだ。《アレンヘムの聖女》の力のおかげで、魔王軍の同行についての情報を手に入れているのだから。灰エルフが弓騎き兵へいとなって攻め込んでくることは、すでに知っていた。

（となるとフィクトル総督はまだ《アレンヘムの聖女》の力について知らぬのか。知らぬふりをしているには見えなかった）

　実際、厳重に秘ひ匿とくされてきた情報であることは間違いない。策謀家のフィクトル総督といえど知らないのかもしれない。

　だが、フィクトル総督なら知っていてもおかしくはない状況にあったのだ。

（てっきりエレオノーラ王女……いや、今や王姉殿でん下かか。彼女から《アレンヘムの聖女》の秘密について聞いていたと思っていたが）

《アレンヘムの聖女》の秘密は、唯ゆい一いつ王家には知られている。その一員であるエレオノーラ王姉が知らないはずがない。

（彼女が義父たるフィクトル総督に黙だまっていたということは、彼女なりの考えがあってのことか？）

　もちろんエレオノーラ王姉も、《アレンヘムの聖女》に関する情報は軽々しく王家の外部に流出させてはいけない知識だと幼少の頃ころから叩たたき込こまれてきたのだろう。あるいは、王家に義理を感じているのかもしれない。

　だが一番の理由はなんといっても保身ではないか。彼女は身一つでフライスラント自治領に嫁とついだ。王家にしか伝わらない知識はいくらでも高く売れるだろうし、いざというとき王家に対する保険にもなる。

（もしそうだとすれば、それなりの才女なのかもしれぬな）

　聞けば彼女は、未だカレルの手元にあるという。機会があれば手放すなと伝えるべきだった。

（それにしてもまさか灰エルフの出現とは。魔王が再臨するのは二年後だと知っていたが、一体なぜ今現れたのだ……？）
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　フィクトル総督がランメルトと面会していた翌日──収穫の月七日の朝。

　父の生存のことなど露つゆ知しらずであったカレルは、決して良好とは言えない顔つきで目を覚ました。《アレンヘムの聖女》ことセシリアの力で、昨晩も自分が死ぬ未来を見たからである。

（結婚してから余計に慣れなくなった気もする）

　夢というのは起きた傍そばから忘れていってしまうものだ。それでも印象の強い場面だけは脳裏に刻まれる。昨晩の夢について一つだけ覚えているのは──なぜそうなったのかという経緯はよく分からないが──この国が大量の魔物に襲おそわれ、セシリア共々惨ざん殺さつされた、ということだ。似たような夢はセシリアと一いつ緒しよに寝ねるようになってから何度も見てきたが、愛しているセシリアの死を何度も体験するのはあまりに辛つらい。

　ただ、寝覚めは決してよくはなかったが、悪いことばかりではない。目が覚めてさえしまえば、すぐ横で傷一つ負っていないセシリアが寝ているからだ。夏ということもあって今は薄うすいシーツ一枚しか身にまとっておらず、手を伸のばせば簡単にその柔やわ肌はだを堪たん能のうできる。なによりカレルは夫としてそういった行動に躊ちゆう躇ちよする理由がない。

（いや、だが朝からはもうやめよう）

　それでもこの日はどうにか衝しよう動どうを堪えた。

　朝からその気になったら、夫婦共に今日の予定すべてに遅ち刻こくしてしまうことを経験上知っていた。なにより、家臣たちに邪じや推すいされる。今まで遅刻することなどなかったセシリアとカレルが、結婚してからというもの朝から予定が遅れがちになるのはどういうことか──と。百歩譲ゆずって自分がそう言われるのは構わないが、未だに毎晩顔を真っ赤にする恥はずかしがり屋のセシリアをそんな目に遭あわせるのは可か哀わい想そうだった。

　代わりに自分の生しよう涯がいの伴はん侶りよとなった女性の寝ね顔がおを見つめてみる。いつも冷静そうな整った顔立ちは、まだ他人には見られていないだけで様々な変化をすることを、カレルは最近知った。今後も彼女の様々な面を知るのだろう。それだけで、この世界を魔ま王おうから守る価値があるような気がしてくる。

「ん……？」

　視線を感じたというわけではないのだろうが、セシリアが目を覚ました。

　彼女も今さっきまで自分が死ぬ夢を見ていたところなのだ。自分の新妻を元気づけるためにも、カレルは明るく話しかけた。

「おはよう、セシリア。昨晩はすごかったな」

　セシリアは、まるで油に火が投じられたかのごとく顔を真っ赤にした。そして無言のまま枕まくらを持ち上げると、やはり無言のままカレルの顔に叩きつける。

「ちょ、なんだ!?　どうしたんだ！」

　自分の新妻の急激な変化に戸と惑まどいを隠かくせない。

「黙りなさい、最低っ！」

　理由はさっぱり分からないが、セシリアの攻こう撃げきは止まず、カレルは防戦一方だった。仕方ないので、夫にのみ許された停戦方法──半ば強引に口付けして静かにさせるという方法を実現する。

「ちょ、ンっ……!?」

　幸い狙ねらいは的中し、セシリアの体から力が抜ぬける。

「もう、なにするのよ、朝っぱらから……」

　拗すねる新妻の姿も非常に愛らしく、唇くちびると体の柔やわらかさも相まって、危うく今日の予定がすべて遅れそうになる。

　しかし幸か不幸か、コンコンと戸の叩く音が響ひびき、新しん婚こん夫婦の朝の情事を中断させた。

「くそっ、誰だこんなときに……」

　結婚してからというもの、少なくとも朝のうちは二人の寝しん室しつに誰かがやってくることはなかった。新婚ということを考こう慮りよし、侍じ女じよも他の家臣たちも遠慮してくれていたのだろう。

　だが、今日に限ってはその慣例が破られたこととなる。よほどの重大事があったと考えるべきだった。カレルはセシリアの体をベッドに横たえると、仕方なく肌はだ着ぎをまとって戸を開けた。

「朝から申し訳ありません。ですがお知らせした方がよいかと」

　訪れたのは忠実な老執しつ事じのファビアンであった。新婚の寝室を訪れておきながら、表情一つ変えないのはさすがの老練さと言うべきであった。

「どうした？　こんな朝から？」

「フライスラント自治領のフィクトル総督から伝播ツバメポストズワルーによる国書が届きました」

　一通の小さな手紙を手て渡わたされる。

　伝播ツバメで届けられる手紙の大きさには限界があり、国書を送るには不適とされることが多い。だが確かにその手紙にはフィクトル総督の印と封ふう蠟ろうがなされており、国書であることは間違いない。つまり手紙の体面など気にしていられない緊きん急きゆうの用件だということである。

　封蠟を解き、無言で読み進めたカレルの顔は、見る間に険しくなっていった。

「どうしたの？　一体なにが書いてあったの？」

　尋じん常じような事態ではないと察したのか、セシリアも後ろから声をかける。

「灰エルフの軍勢が、フライスラント自治領に侵しん攻こうしたそうだ。フィクトル総督は和平を求めている」

「そんな……」

　セシリアは目め眩まいでも感じたのか、目を瞑つぶって額を押おさえた。

　灰エルフ。一いつ般ぱん的には昔話に出てくる敵役といった認識ぐらいしかないだろう。だがカレルとセシリアは違ちがう。その存在は常に意識してきた。しょっちゅう夢で自分を殺す相手でもあるからだ。だからこそ、その報告を簡単に真実として受け入れることとなる。

「ファビアン、済まないが大至急エレオノーラ王姉殿下を呼んできてくれ。護衛のミーリエルも一緒に」
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　マリアン女王の姉であるところのエレオノーラ王姉は、このところ不ふ機き嫌げんだった。

　もちろんアレンヘム公国に軟なん禁きんされており、自由に出歩くこともできないという立場を考えれば、機嫌が好転する理由はない。だが今は殊こと更さらに不機嫌となる理由があった。

　先日、カレルとセシリアの結けつ婚こん式が盛大に執とり行おこなわれた。しかしエレオノーラは不参加だった。正確には、勝手に体調不良ということになって不参加にされたのだ。

　もっとも、それは別に不機嫌の原因にはなり得ない。

（そりゃわたしの立場を考えれば仕方ないでしょう。忌いま々いましいけど）

　結婚式場で「誰だれかわたしを連れ帰りなさい！　王族としての命令よ！」などと騒さわぎ立てれば大混乱となる。あるいは、出席者の誰かが「エレオノーラ王姉殿下を直ちに王国へお連れしよう」などと企たくらむ可能性もある。エレオノーラも女だ、他人の結婚式を邪じや魔ましたいほど無ぶ粋すいではない。大体、他人の結婚式にわざわざ出席したところで楽しいことがあるわけでもない。幸い、結婚式用の料理だけは部屋まで運んでくれた。

　不機嫌になる理由があったとすれば、ただ一つだった。

（お兄さまが！　会いもせずに帰った！）

　五芒国の一つを統べる公こう爵しやくの結婚式ともなれば、兄ヴェッセルか妹マリアンのいずれかが出席するのは当然だ。とはいえ女王が軽々しく王都を留守にするわけにもいかない以上、ヴェッセルが代理として来ることは想像に難くない。

　問題は、そのヴェッセルが同じ城に軟禁されていた妹に会いもせず帰ってしまったという点である。

（信じられない！　公に会いに来られない立場だとしても、手紙の一つぐらい置いていくべきでしょう！）

　実際に会ったとしても、大した会話はできなかっただろう。それどころかお互たがいに一刻も早く会話を打ち切りたい微び妙みような空気が流れることは間ま違ちがいない。エレオノーラはフィクトル総督の息子の下へ嫁とつぎ、王家とは袂たもとを分かったつもりだった。実際、それはヴェッセルやマリアンと接する際の態度にも表われていたはずだ。

　それでも、自分に都合がいいと思われても仕方がないが、ちょっと顔を出すぐらいのことはしていいと思えるのだ。

（一応、子供のころは一緒に遊んだ仲でしょう……？）

　そう考えてしまう自分に驚おどろくエレオノーラだった。
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　一方このころ、エルフという素性を隠し、《狂嗤の団》という傭兵団に所属しているミーリエルもまた、不機嫌な日々を過ごしていた。

　そのきっかけは、カレルとセシリアが結婚したことにある。

　もっとも、結婚という行こう為いそのものに対して心が動かされているわけではなかった。永遠とも言える寿じゆ命みようを持つエルフにとって、結婚という行為はそれほど大事ではないからだ。愛に溢あふれた結婚が執り行われようと、ほとんどの場合は数十年も経てば自然に離り別べつする。数百年をたった一人の伴侶と過ごすエルフもいないわけではないが、それは少数派だ。エルフにとって再さい婚こんも離婚も、一夫多妻もその逆も珍めずらしいものではない。

　ミーリエル自身、カレルに対して恋こい心ごころがあったわけでもない。それは確信を持って言える、と思うのだ。自分の心に問いかける限りは。

　そもそもカレルと出会ったのは、彼がまだ十歳さいに満たないときだ。いくらなんでも恋心など抱いだきようがない。これまでにミーリエルが結婚したいと思ったのは、せいぜい《魔王殺しデモン・スラフター》の称しよう号ごうを持つただ一人のエルフ、エノーリオンぐらいのものだ。

　それでも、八歳のカレルとはそれから一〇年共に旅をした。最初はミーリエルの方がわずかに身長も高かったが、人間の成長というのは早いもので、一〇年が経ったときにはカレルの方が頭一つ分高かった。

（あたしは、誰よりもカレルの成長を見守ってきた）

　その矜きよう持じ、あるいは意地とも言える奇き妙みような感情がミーリエルにはあった。カレルは言ってみれば家臣とか部下とかそういうものなのだ。結婚でその家臣が奪うばわれたような奇妙な感覚があった。事実、結婚が決まってからというもの、カレルと共に過ごす時間は格段に少なくなった。

　カレルと結婚したセシリアが嫌きらいというわけでもない。むしろ一七歳という年ねん齢れいで父を助け、国を思い、その身すら捧ささげようという気き概がいは尊敬すらする。カレルが変な女に騙だまされようものなら弓を構えないわけにはいかないが、セシリアならいいかとすら思った。

　それでも朝を迎むかえる度──今いま頃ごろカレルはセシリアと床とこを共にしているのだろうと思い出す度、胸にモヤモヤとした奇妙な感覚が生まれ、八つ当たりのように朝の訓練で弓矢を放つのだった。




　かくして、もともと気が強いという点で相性がよかった二人の不機嫌な少女たちは、このところ再び意気投合しつつあった。たとえばミーリエルは毎朝弓矢の訓練を欠かさないが、そこにエレオノーラが同行するようになったのはごく自然な流れだった。

　弓矢で的を射るのはエレオノーラにはいい鬱うつ憤ぷん晴ばらしであっただけではなく、もう一つ思わぬ効果があった。エレオノーラがただの護衛であるミーリエルの凄すさまじさを知る好機となったのだ。

「信じられない……」

　傍で見学していたエレオノーラは驚きを隠そうともしなかった。

「どうやったらあれだけ的の真ん中を狙えるの？　百発百中じゃない」

「そんなに難しい？　今日は風もないし、動かない的を狙うなんて一〇年ぐらい経験を積めば誰にでもできるわ。難しいのは動いてる的を狙うことだし」

「一体何歳から弓使ってたの？　わたしとそれほど年齢違ちがうようには見えないけど」

（ああ、そういえばエレオノーラはわたしの半分ぐらいの年齢だっけ）

　人の世界に交じって暮らしているとときどき忘れそうになる。三〇という年齢は、エルフにとっては子供同然だが人間にとっては壮そう年ねんであるということを。

　ではどう言い訳しようかと迷っていると、

「あ、いた！　エレオノーラさま、ミーリエルさまー！」

　どことなく場ば違ちがいな子供の声がした。

　振ふり返るとマノンがいた。ミーリエルとも決して無む縁えんというわけではない、一〇歳ほどの侍女見習いである。

「どうしたの？　エレオノーラならともかく、あたしも呼んでたわよね今？」

「はい。えっと、公爵さまがお呼びです。お二人ごいっしょにと」

　思わずミーリエルはエレオノーラと顔を見合わせた。

　エレオノーラ王姉はその立場上、いつカレルに呼び出されても不思議ではない。ミーリエル自身もエルフという素性を考えれば同様だろう。だが、二人一緒に呼び出される理由は見当も付かなかった。
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　カレルは妻セシリアと共に朝の身支度を調え、ミーリエルとエレオノーラを待ちつつも、事態の重大さに戦せん慄りつしていた。

（灰エルフの侵しん略りやくだって？　あいつらが生きているのは知っていた。セシリアと一緒に殺される夢を、昨晩も見たからな。だが魔王再臨まであと二年あるはず。一体なぜ今？　しかもなぜフライスラントに？　一体なにが目的なんだ？）

　灰エルフが魔王軍の斥せつ候こうとして攻せめてくる可能性は考こう慮りよしていた。夢で見る二年後では、手足のごとく馬を操るようになった灰エルフによく殺されたからだ。だが、フライスラントに侵略した理由が分からない。斥候なら魔王軍の侵攻路となるこの国を狙ねらうべきだ。

　確かにフライスラント自治領はこのアレンヘム公国との戦争の最中にあり、シナーリー山脈を越こえて奇き襲しゆうすれば戦略的に優位を築けるだろう。だが、その上でなにをするつもりなのかがまったく分からない。

（威い力りよく偵てい察さつ？　あるいは魔王軍の本格的な侵攻の前に、人間の領地を荒あらすことが目的か？）

　いずれの可能性は充じゆう分ぶん考えられた。だが、人間の国を荒らすだけ荒らして引き返していったとしても、かえって人間の魔王軍への警けい戒かいが強くなるだけだ。そんなことにどれだけ意味があるか分からない。

　あるいは山脈を越えて橋きよう頭とう堡ほを確保しにきたという可能性もある。だが灰エルフとて山脈越ごしの侵略が容易とは思えない。たとえどこかを橋頭堡として確保できたとしても、維い持じするのは困難を極めるはずだ。

　ただ、一点だけ合点がいったこともある。

「なあセシリア。昨晩見た夢はどんな内容だった？」

　セシリアは、言いたくないとばかり顔を背けた。

「あなた、知ってるでしょう？　一緒に殺されたんだから」

「まあな」

　カレルが昨晩見た夢は、セシリアと一緒に灰エルフの軍勢に射殺される夢だった。

「実はな、ずっと前から疑問だったことがある。俺の見る自分の未来は、毒殺されたりコルネリウスに殺されたりとそれなりに多種多様だった。だがおまえの未来は大体二年後に魔王の軍勢──魔物か灰エルフに殺されるって未来ばかりだよな？」

「ええ、そうね。わたしが死ぬのは二年後、それはもうずっと変わらないわ。差があるとすれば、あなたが傍にいるかどうかぐらいよ」

「そうだよな。だがこの国はフライスラントとの戦争中で、一つ対応を間違えればいつ併へい合ごうなり占せん領りようなりされていてもおかしくはない状態だった。フィクトル総そう督とくがおまえの命を狙うとは思えないが、この国から引き離はなすなり軟なん禁きんするぐらいのことは充分考えられる。ようするにだ……なぜこの国は必ず二年後も存在できたんだ？」

「言われてみれば確かに疑問ね。実際、あなたの未来は何度も変化してきたわけだし」

「なぜフライスラント自治領との戦争が回かい避ひできなかったにもかかわらず、セシリアの将来だけは大きく変化してないのか……。ずっと疑問だったが、もうここまで考えれば、導き出される答えは一つだ」

「……教えて。どういうこと？」

「今回の灰エルフの侵略は、織り込み済みの未来だったってことだ。フライスラントとの戦争の経けい緯いがどうなろうと、灰エルフ侵しん攻こうのせいで戦争は継けい続ぞくできなくなるってことだったんだろう」

「……そういうこと。だからわたしがあなたと結けつ婚こんしてもしなくても、フライスラントとの戦争で負けようが勝とうが、わたしの見る未来は大きく変化しない……？」

「ああ。でもそうなると馬ば鹿か馬ば鹿かしいな。あれだけフライスラントを抑おさえ込むために努力したってのに、実はなにもしなくてもこの段階で戦争は終わることになってたんだから」

「馬鹿馬鹿しいなんてことはないわ、絶対に」

　自じ嘲ちよう気味に呟つぶやいたカレルに対し、セシリアは即そく座ざに、かつ力強く断言した。

「フライスラントが一体何万の軍勢を動員したか覚えてる？　頼たよりにしてた三ドリー・武クライフス伯グラーヴエンも、二人が裏切ったわ。それなのにあなたはほとんど被ひ害がいすら出さずに撃げき退たいし続けたのよ。これはあなたにしかできなかったことだって断言できるし、そのおかげでたくさんの人が救われたし、お父さまが作り上げた国はこうして立派に存続してる。未来はまだ暗いけど、あなたのやってきたことが将来に繫つながることだけは、確信してるわ」

「……ありがとう、セシリア」

　結婚すると所帯染みるという。そのせいか、セシリアが自分を想ってくれている気持ちが妙みように嬉うれしく、思わず目頭が熱くなってしまうカレルだった。

「公こう爵しやくさま、エレオノーラ王姉殿でん下かとミーリエルさまをお連れしました」

　侍じ女じよ見習いのマノンが二人を連れてきたので、カレルは思考を切り替かえた。

「このわたしを呼び付けるとは珍しいこともあるものね。今日は一体なんの用？」

　いつも通りエレオノーラ王姉は居い丈たけ高だかな態度を崩くずさない。

　今回の話を聞いてもその態度を維持していられるのだろうか──と、少しだけ意地の悪い考えが浮うかぶ。

「今朝、フィクトル総督から手紙が届いた。にわかには信じられないだろうが落ち着いて聞いて欲しい。灰エルフの軍勢がシナーリー山脈を越え、フライスラント自治領に侵攻してきたそうだ。背後を奇襲された形になり、フライスラントは大混乱に陥おちいっているらしい」

「え──」

　予想通りエレオノーラ王姉と言えど、さすがに驚おどろきを隠かくせないようだった。

　ただ話に食いついたのは彼女ではなくミーリエルの方だった。

「カレル、それ本当？　なんで突とつ然ぜん灰エルフなんて出てくるのよ？　フィクトル総督お得意のウソとかじゃないの？」

　ミーリエルはエルフであり、灰エルフは同どう胞ほうに近い。食いついてきたのは当然というべきだった。

　それに、ミーリエルの言う通りフィクトル総督は謀ぼう略りやくの類を得意としている。五ご芒ぼう国共通の敵をでっち上げ、劣れつ勢せいとなっている現在の戦争になんらかの決着を付けようとしているのではないか──と推測するのは当然だ。

「多分、ウソじゃないだろう。いくら策略家と名高いフィクトル総督であろうと、国書でウソを書くとは思えない。大体、灰エルフだぞ？　ウソを吐つくなら魔物の襲しゆう撃げきがあったって方がまだ信用できる」

「……確かに、ね」

　エレオノーラ王姉にとって、フィクトル総督は義理の父親にあたる。なにか思うところがあったようで、それ以上疑問は口にせずし話を進めた。

「話は分かったわ。それで、本題は？　わざわざわたしを呼んだってことは、別に灰エルフ侵攻のことを伝えたいだけじゃないんでしょう？」

「そうだ、やって欲しいことがある。まずフィクトル総督も、この状じよう況きようで戦争を続けられるとは考えていないらしい。休戦と援えん軍ぐん要よう請せいの申し出があった」

「それはまた……我が義理の父ながら、図々しい提案ね」

　フィクトル総督からすれば、自分の側から戦争を仕し掛かけておきながら、自ら休戦を申し出た上に援軍まで要求した形である。

「冷静に考えれば、応じられるわけがない。まずは和平交こう渉しようで賠ばい償しよう金きんを支し払はらってもらうのが筋だ」

「ま、そうでしょうね」

「だが……灰エルフは魔王軍の尖せん兵ぺいだ。人が協力して排はい除じよすべき存在だ」

　付け加えれば、カレルは未来を知っている。灰エルフの侵攻と二年後の魔王再臨には、なにか関連性がある可能性は高いのだ。だとすれば、その狙いを知るべきでもある。

「俺としては抵てい抗こうはあるが、灰エルフの侵略が本当なら、フライスラントと和平を結び援軍を送らざるを得ない。だがそれじゃ我が公国の誰だれもが納得しないだろう。今日まで敵だった相手に賠償一つ請せい求きゆうせず、それどころか援軍を送るなんてな。俺一人の判断で和平なんて結べるわけもない」

　ただでさえカレルは公爵になることに反対され、国内の貴族に反乱まで起こされた。一国の指導者として、領民と貴族たちの理解を得られない選せん択たくをすることはできなかった。

「そこで本題だ。エレオノーラ王姉殿下、あなたにはマリアン女王陛下に手紙を書いてもらいたい。アレンヘム公国はフライスラント自治領からの援軍要請を断るつもりだ、だが灰エルフの出現を重く見ているのは事実であり、もし王家の仲ちゆう介かいと要よう請せいがあれば和平と援軍に応じるだろうと」

　その提案は、エレオノーラ王姉にとっても意外なものだったようだ。

「つまり、筋を通したいわけね？　アレンヘムはフライスラントのために動く気はないけど、王家からの要請であれば動くと？」

「そういうことだ。話が早くて助かる」

　エレオノーラはいぶかしんだ。

「分からないわね。なぜそこまでしてフライスラントに援軍を出したいの？　あなたの国に宣戦を布告した憎にくき敵よ？」

「さっきも言っただろう。現実問題として灰エルフは五芒国共通の敵だ、一いつ致ち団結して事に当たるべきだ」

「でもそれは建前でしょう。灰エルフと手を結ぶ気にはならないにしても、この好機にフライスラントに攻め込んだ方がよほど都合はいいのではなくて？」

　王家の一員としては物ぶつ騒そうな案だったが、常識的に考えれば彼女の提案こそが当然取るべき手段だった。魔王再臨という未来を知らなければ。

（少々、綺き麗れい事を話し過ぎたか）

　聞けばエレオノーラは、王位継けい承しよう権を初めとした権力争いの道具同然に扱あつかわれてきたという。カレルとてその一人だ。彼女を納得させるためには、ただ綺麗事を述べるより、少々汚きたないことを口にしておくべきだった。

「……本音を言えば、賠償金の支払い問題がある。戦争による賠償をただ請求したところで、フライスラントが支払う保証はない。だが王家の仲介と命令があれば話は別だ。賠償金を請求するにあたっては、フーデルス王国がこちらの味方になってくれるだろうからな」

　五芒国の統治者にして守護者を標ひよう榜ぼうする王家だ、国同士の貸し借りを無下にはできない。この利己的な論理は間ま違ちがいなくエレオノーラ王姉を納得させられるだろう。

「なるほど、本音が聞けて大いに納得したわ。でも、わたしがそんなことをしてあげる必要があるかしら？　あなたの思い通りに動いてあげる義理はないと思うけど？」

（ゴネるフリか。だがそれはハッタリだろう）

　カレルは即座に見み抜ぬいた。

　五芒国は再び動乱の時代を迎むかえようとしており、エレオノーラの新たな故郷たるフライスラント自治領は危機に陥っている。この状況で、彼女がただ事態を傍ぼう観かんしてもなんら利益には繫つながらない。義理の父たるフィクトル総督に貸しを作るためにも、この提案には応じざるを得ないのだ。

　だからこそ、適当な取引条件を提示する。

「そんなことはない。あなたは我が公爵家の賓ひん客かくである以上、衣食住は当然用意させて頂く。だが、あなたが毎日食べているお菓か子しの類は別だ。あれはすべて我が公爵家、強いては領民の血税によって提供しているもの。その分の貸しは返していただきたい」

　不自由な監かん禁きん生活の中で、エレオノーラ王姉が唯ゆい一いつの楽しみとしているのが菓子の類だということは知っていた。そこを突つかれるとは思わなかったのか、あるいは最初から断るつもりはなかったのか、エレオノーラ王姉は視線を逸そらした。

「ずいぶん高いお菓子だったわけね。ま、いいでしょう。フライスラント自治領はわたしの新たな故郷。それを救えるのならあなたの目論見通り動くとしましょう。正直なところ、ヴェッセルをこき使うことになるその提案に反対する理由はないもの」

（そんなにヴェッセルが嫌きらいなのか……？）

　無論、カレルは知る由もない。カレルの結婚式の折、言葉を交わすことなくこの国を去ったヴェッセルを、エレオノーラが恨うらんでいることなど。

「助かる。では早速頼たのむ」

「いいでしょう。戻もどるわよ、ミーリエル」

　エレオノーラ王姉は与あたえられた部屋に戻ろうとした。護衛のミーリエルも当然のように続こうとしたので、慌あわててカレルは制止した。

「すまないがミーリエルには別の用がある。一人で戻ってくれ」

「そう。護衛なしで動いていいなんて、信用されたものね」

　エレオノーラは皮肉を口にしてから部屋を出た。

「あなたがいてくれてよかったわ、本当に」

　ずっと黙だまっていたセシリアがそう口を開いた。

「お父さまが倒たおれた今、わたしにあんな交渉無理だもの。大変ね、あっちこっちに気を遣つかって」

「そう言ってくれると、俺も結けつ婚こんしたかいがあったよ」

「ねえ。まさか新婚っぷりを見せつけるためにあたしを残したんじゃないわよね？　なんの用？」

　一人ミーリエルが口を尖とがらせる。

「確認しておきたいんだ。エルフと灰エルフたちは明めい瞭りような敵対関係にある。そうだな？」

「そうよ。なにせ魔ま王おうに付いてあたしたちに弓を引いた連中だもの」

「なら、灰エルフが攻せめてきたからとエルフに援軍を求めたら応じてくれるか？」

　その疑問を口にすると、セシリアの顔に真しん剣けんさが増した。

「いつかエルフに協力を求める日が来るって言ってたけど……もうそのときなの？」

「分からない、灰エルフの侵しん略りやくは予想外だったからな。ただエルフが協力してくれるならそれに越こしたことはない。どうなんだ、ミーリエル？」

「分からないわ。なにか手助けはしてくれると思う、灰エルフは敵だし。でも戦ったのはもう一九八年も前よ。灰エルフだって、もとはあたしたちと同じ大森林ウールスワウトで長い時間を共に過ごしたエルフだし。それこそ灰エルフの中にはあたしの親しん戚せきだっているはずよ」
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　ミーリエルの言わんとしているところを察する。

「つまり、必ずしも戦いたくはない相手だと？」

「分からないわ。向こうから侵略してきたんだから、人間が戦って灰エルフを殺すことは仕方ないわ。でも大森林に攻め込んできたわけでもない以上、あたしたちエルフが積極的に灰エルフと戦う気になるかは分からない。一九八年も経てば恨みもないでしょうし」

「道理だな……。議論が必要ってわけか」

　こうなると、灰エルフが再び魔王軍の尖兵として襲おそってくることをエルフにだけでも伝えておくべきだったと思う。だがカレルがそのことを知ったのはごく最近だったし、まさか魔王再臨に二年も先んじて襲ってくるとは思わなかった。

　カレルは覚かく悟ごしていた策を口に出さねばならなかった。

「ミーリエル、悪いが俺の名代として大森林へ赴おもむき、エルフたちに状況を伝えてきてくれ」

「それはいいけど、あたし一人で援軍連れてこいってこと？　人伝に援えん軍ぐん頼たのんで来てくれるほどあたしたちエルフはお人好しじゃないわよ？」

「分かってる。恐おそらく今回の灰エルフの対処に、エルフの援軍は間に合わない。灰エルフの侵略を伝えてエルフが軍を編制し、フログラーーニフスハツゲンプ・フロ伯国ーニゲンとフーデルス王国を通過してフリースラント自治領まで行くとなれば一月や二月でも難しいだろう。ただでさえエルフの援軍が通過するとなれば、王家の政治的な判断が必要になる。時間はさらにかかるはずだ」

　わずか一二歳さいの女王に、迅じん速そくな政治判断ができるとは思えなかった。あるいは摂せつ政しようヴェッセルならやってのけるかもしれないが、それでもエルフの軍勢を保護するなど余計な手間が増えることは間違いない。

「じゃあなんのためにあたしが伝言なんて行くの？」

「いいきっかけだからだ。今すぐエルフに動いてくれとは言えない。だが今から灰エルフと戦う戦わないかを議論して準備さえしてもらえれば、今後なにかあったときにすぐ動いてくれるかもしれないだろ？」

「ああ、ようやく言いたいことが分かったわ。つまり灰エルフ侵略を口実に、エルフに魔王と戦う準備をさせたいってことね？」

「言い方が悪いな。ただ、灰エルフの軍勢が今後どう動くかがさっぱり分からない。すでにフライスラント自治領は劣れつ勢せいに陥おちいっているというが、今後も人間側に本格的な侵しん攻こうを続けるならエルフの助力が必要になるかもしれない。一番怖こわいのは、フライスラントを散々荒あらした灰エルフがこのアレンヘム公国に攻めてくる可能性があることだ」

「そうなの？　まあ確かにあいつらの目的とか全然分からないけど。なにか思い当たる根こん拠きよでもあるの？」

　カレルは自分の新妻を見た。

「セシリアだ。もし灰エルフの侵略が魔王再臨の前ぜん哨しよう戦せんだとしたら、魔王戦役で大きな貢こう献けんを果たした《アレンヘムの聖女》を灰エルフが放置しておくとは限らない。奴やつらがこの国まで侵略してくるなら、すぐさまエルフの援えん軍ぐんを呼べるようにしておきたい」

「分かった。そういうことなら」




　こうしてミーリエルは久方ぶりの里帰りを果たすこととなる。

　それがカレルとミーリエルの間にとんでもない未来をもたらすことを、もちろん二人はまだ知らない。
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　フフーデーデルス・ルスコーニン王国グライクの首都たる王都には、デイルブルフという名前がある。しかしその名を人々が口にすることは滅めつ多たにない。王がいつの世もたった一人しか存在しないように、王都もまた一つしか存在しない。デイルブルフと王都、どちらが呼びやすいかは衆目の一致するところだった。

　収穫の月オーフストマーント（八月）八日。王都デイルブルフはつい七日前に行われたアレンヘム公の結婚式のことなど忘れたように、灰グライズエルフ侵攻の一報でもちきりだった。人間は得体の知れないものに恐きよう怖ふを抱いだく。今や伝説でしか知らない魔王軍の残党たる灰エルフの出現は、人々の不安を煽あおるには充じゆう分ぶんだった。ヴェッセルが摂政として物価の統制という面めん倒どうな仕事に勤しまなければならなかったほどに。

「ええい、なぜ私がこうも働かなければならんのだ!?　摂政だからか……」

　懐かい郷きよう病も癒いえぬうちのことである。ヴェッセルは心底面めん倒どう臭くさがったが、到とう底てい逃のがれ得ない義務であった。

　もちろんヴェッセルの仕事はそれだけではない。物価の統制よりもまず優先すべきは、灰エルフ対策であった。幸い王政ゆえ上層部たる王家が判断を下しさえすれば、王国を動かすことはたやすい。侍じ女じよイエッタのおかげで権力の把は握あくも進んでいた。

　そのためヴェッセルが現在すべきもっとも重要なことは一つ。たった一人の主の承認を得ることだった。

「結論から言おう。隣りん国ごくのことゆえ詳しよう細さいは分からん。だが間者からの情報によると、灰エルフの侵攻は間違いのない事実のようだ」

「そうですか……」

　ヴェッセルがそう報告すると、ただ一人の主であるところのマリアン女王は、一二歳という年ねん齢れいだからこそできる沈ちん痛つうな面持ちで肩かたを落とした。

「せっかくフライスラントとアレンヘムの戦争も落ち着きそうだというのに、今度は灰エルフなんて……。それでフライスラントは今どうなっているのですか？」

「背後を突かれた形だからな、防戦もままならず大混乱に陥っている。分からんのは灰エルフの目的だ。今のところシナーリー山脈の出口に橋きよう頭とう堡ほでも欲しいのか、周囲の民衆の虐ぎやく殺さつに勤しんでいるらしい。だがなにしろ交こう渉しようもできん相手だ、ここからでは手が出せん」

「そんな、虐殺なんて……。お兄さま、これは魔王デモン再臨の前兆なのでしょうか？」

　ヴェッセルとマリアンは、かつてカレルの父ランメルトから魔王再臨の秘密を伝えられたことがある。そう考えるのは当然だった。

「可能性は否定できん。残念なことに今の時点では推測すらできん。灰エルフの捕ほ虜りよでも手に入れん限りはな」

「すぐ援軍を出しましょう。フライスラントの人々を救うためにも」

「ああ、そうだな」

　口では頷うなずきつつも、ヴェッセルは内心で苦い顔をしていた。

　軍を動かすには金がかかる。摂政として、できれば選せん択たくしたくない手段だった。だが感情論を抜ぬきにしても、事が灰エルフとなれば王国が動かざるを得ない。

「問題はフライスラントとアレンヘムの戦争をどう終結させるかだな。フライスラント側は到とう底てい和平など応じる意向ではなかったが、今なら別だ。これを機に完全な和平を結ばせ、一いつ致ち団結して灰エルフに当たるべきだろう」

「実はそれについて報告しなければならないことがあります。今朝、この手紙が届きました。アヘルトレンフドムヘム・アレ公国ンヘムからです」

　言って、マリアンは小さな手紙を取り出した。その小ささは、伝播ツバメポストズワルーで届いたものであることを示している。

「なに？　待て、女王宛あての手紙など私は聞いていないぞ？」

　摂政であるヴェッセルを素通りする形で、マリアンに手紙が渡わたるのはゆゆしき事態である。もしやアレンヘム公カレルがなにか仕組んだのではないかと気色ばみかけたが、その答えはすぐ明らかになった。

「それがその……エレオノーラお姉さまからなんです。わたしに直接」

「ああ、そういうことか……」

　これが国書や陳ちん情じようの類であったならともかく、姉から妹への手紙となれば、誰だれも先んじて内容を調べることなどできない。ヴェッセルのもとに報告が来なかったのもやむなしというべきだった。

（エレオノーラが私を無視する理由なら心当たりがあるしな……）

　ヴェッセルは、つい先日までアレンヘム公国に滞たい在ざいしていたにもかかわらず、エレオノーラ王姉に会わなかった。理由は簡単だ、もし王国に連れて帰ってなどと喚わめかれたら面倒なことになるからだ。エレオノーラ王姉はアレンヘム公国に軟なん禁きんされていてこそ価値があるのだ。フライスラント自治領との戦争を抑よく止しするという意味で。

　なにより、エレオノーラと会ったところでどんな会話をすればいいか分からなかった。

「お兄さまも読まれた方がいいと思います。そういう内容でしたから」

「そうか。では失礼しよう」

　マリアンの許可が出たので、意を決して手紙を読み進める。

　それは次のような内容であった。

『アレンヘム公カレルはすでに灰エルフ侵しん略りやくの報は受け取っています。一方で、アレンヘム公国はフライスラント自治領から宣戦布告され、大きな被ひ害がいを受けたという経けい緯いがあり、たとえフライスラント自治領からの和平や援軍の申し出があっても到底応じられる状じよう況きようではありません。ですが、アレンヘム公は灰エルフの侵攻という事態を重く考えているのは事実であり、もし王家の命令であれば和平と援軍の派は遣けんもやぶさかではないと考えているようです』

（なんてことだ！　エレオノーラめ！　カレルめ！）

　ヴェッセルの受けた衝しよう撃げきは大きかった。

　これはあたかもエレオノーラが私見を綴つづっているような文面だが、エレオノーラが自由に王家宛の手紙を出せるわけがない。つまりカレルが承認した事実上の国書であり、当然ながら文面もカレルの意に添そうものであることは間ま違ちがいない。

（これはつまり……私に働けということではないか！）

　王家の命令ということであればフライスラントに協力し、灰エルフ撃げき退たいに力を貸す。すなわち、王家が積極的に動けと、そう言っているのだ。となれば当然、女王の名代であるところの摂政がその役目を担うこととなる。

　しかもただ和平の仲ちゆう介かいをするだけでは済まない。王家が間に立って援軍を組織するということはつまり、王家が今後編制されるであろう五フアイフ芒ステル・国ランデン連合軍の指揮を執とらざるを得ないのだ。

（このクソ暑い真夏に、今度は野営しろというのか！）

　カレルとは一〇日ほど前に面会を果たし、思ったより使える人物だったので今後ともこき使ってやろうと思っていた矢先のこの要請である。もっと自分を無能に見せかけるべきだったか──と今いま更さらながらに思う。

　しかも極めて厄やつ介かいなのは、カレルの提案が実に理に適っているという点だ。現在、フライスラント自治領とアレンヘム公国との二国間で戦争が行われている。二年後には魔王の再臨が予言されているため、カレルは戦争という危機を煽り、軍備を強化して魔王軍に備えようとしているのだ。

　戦争の終結、魔王軍への備え。灰エルフの侵攻はいずれにとってもいい口実となる。魔王軍の残党が侵攻してきたというなら人は手を取り合わねばならないし、カレルのことだ、「灰エルフの侵攻は魔王再臨の前兆だ」と主張するぐらいのことは絶対にする。そして王家も支持に回らざるを得ない。

「分かった、こうなってはやむを得ん。直ちにアレンヘム公国始め五芒国全土に号令をかけ、連合軍を整えフライスラントに援軍として送るとしよう。いいな、女王陛下？」

「分かりました。忙いそがしくなりそうですね」

　マリアンは女王としての責務を全うするつもりのようだった。

　だがヴェッセルは違ちがった。懐郷病にかかって急いで王都に戻もどったばかりのヴェッセルに、五芒国連合軍の指揮など取るつもりはまったくなかった。

（そうだ！　いいこと考えた！）

　五芒国連合軍には王族が最高責任者として従軍することになる。これがフーデルス王国単体の軍事行動であれば三ドリー侯・マル家キーズンの誰かに任せてもいいが、今回指揮するのは五カ国の連合。王族以外に責任者は務まらない。そして戦場に一二歳のマリアンを連れて行くわけにはいかず、ヴェッセルがこの真夏に従軍せざるを得ない。

　だが連合軍の指揮官は、別にヴェッセルではなくてもいいのだ。
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　収穫の月九日。すでにフライスラント自治領への進軍を想定して出しゆつ陣じんの準備を始めていたカレルのもとに、摂せつ政しようヴェッセルより書状が届くこととなる。

「カレル、摂政殿でん下かからはなんて？」

　セシリアがそう訊たずねたのは、書状を見たカレルが石像のように硬こう直ちよくしてしまったためである。

「フライスラント自治領は停戦に合意したそうだ。今回の戦争に対する賠ばい償しよう金の支し払はらいと、速やかに国境から軍勢を引かせることを王家の名において約束すると」

「すごい。よかったじゃない、これでフライスラントとの戦争は終わるってことね？」

「そうだな。フライスラントもごねるつもりはなかったんだろうが、たった二日で話をまとめるとはさすが摂政殿下だ」

　疑り深いヴェッセル本人は知る由もなかったが、カレルはヴェッセルをそれなりに尊敬していた。暗あん愚ぐ、盆ぼん暗くらというひどい評価を受けながら飄ひよう々ひようと幼少期を過ごし、一度摂政の地位を得た後は王家の安あん泰たいのために次々と策を講じている。功績だけを見れば同じ権力者として尊敬するに値した。

　だからこそ、手紙の続きを読んだカレルは驚きよう愕がくした。

「摂政殿下の用件はそれだけじゃない。直ちに五芒国連合軍を組織し、フライスラントに援えん軍ぐんとして送るそうだ。当然、この国にも兵を出せと。それだけじゃない、連合軍の指揮官として俺を指名してきた」

「まあ。すごいことじゃない、摂政殿下があなたを認めてくれたってことでしょう？」

「そう……だよな。いや、まさか俺みたいな若造に連合軍を預けるとは思わなかったから」

　カレルは戸と惑まどっていた。連合軍の指揮は当然、王家が執とるものだと思っていたからだ。

　もちろんカレルは知る由もない。ヴェッセルがカレルに連合軍の指揮を預けようとした最大の理由が、「暑いから外に出たくない」からだということを。

「でも、これでまた新たな戦争が始まるのね」

「そうだな。それも、この間まで戦争していた国を救うためにな」

　フィクトル総督には散々煮にえ湯を飲まされた。戦争だけではない、なにせ毒殺されたし、セシリアから引き離はなされようともした。それを助けに行くために苦労しに行くというのはどうしても抵てい抗こうがあった。

「あなたは嫌いやでしょうね。それでも行くべきよ、カレル」

　まるでカレルの躊ちゆう躇ちよを見み抜ぬいたように、セシリアは言った。

「そうすることが必要だからじゃないわ。あなたにならそれができるって思うからよ。わたしやあなたのお父さまも、あなただから後を託たくしたんだし。きっとあなたなら灰エルフを撃退して平和を取り戻せる、ううん、あなたにしかできないことだわ」

「……ありがとう、その言葉で充じゆう分ぶんだ」

　実際、これはアレンヘム公国にとって好機だった。二年後に魔王を迎むかえ撃うつには、アレンヘム公国が充分な戦力と発言力とを保持していなければならない。今ここで五芒国連合軍の指揮官として功績を挙げられれば、二年後もまた同じように連合軍の指揮官を務められる可能性が高い。それはまさにずっと待ち望んでいた状況だった。自分にそれが務まるのか──という疑問は差し置いて。

「セシリア、頼たのみがある。今回は一いつ緒しよに付いてきてくれないか？」

「え？　わたしが……？」

　セシリアには予想外だったのか、きょとんとされる。無理もない。これまでもフライスラント自治領との間に何度も戦せん端たんが開かれたが、そのときに彼女を伴ともなったことはない。

　だが今回だけは事情が違った。

「理由があるんだ。相手は灰エルフ、魔王軍の残党だ。なら《アレハイルンヘグ・フムのアン・ア聖女レンヘム》がいた方が士気が上がる。魔グロ王ーテ戦・オー役ルログで、人類を勝利に導いたのは《アレンヘムの聖女》だ。その伝説を今こそ再現すべきなんだ」

「……断れるなら断りたいわ。そんな大役、わたしに務まるとは思えないもの」

　カレルは笑った。

「大だい丈じよう夫ぶだ、俺だって連合軍の指揮官なんて務まるとは思えない。でもやるしかない。付け加えれば、セシリアが付いてきてくれればなんとかなると思うんだ」

「そうかもね」セシリアもまた笑った。「分かったわ、わたしもあなたがいるならきっとやりとげてみせる。でも、わたしたちが留守にしてこの国は大丈夫かしら？」

「大丈夫だと思う。よからぬことを企たくらむ輩やからがいたとしたら、三ドリー・武クライフス伯グラーヴエンの反乱のときに行動していたはずだ。それに一度は試しておくべきだと思う、俺とセシリアがいなくともこの国が大丈夫かとな」

「分かったわ、あなたがそう言うなら。なら行きましょう、灰エルフと戦うために」
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　収穫の月一六日。カレルとセシリア率いる《狂バル嗤ダーの・ブリ団ガーデ》三〇〇〇は、七日かけてフーデルス王国の南東部へと向かった。

　移動中は伝播ツバメが使えず、得られる情報も限られている。そのため、この間の灰エルフの動きは不明でカレルの頭痛の種だった。状況を知ることができたのは、この地で合流したヴェッセルと再会できたときである。

「ようこそアレンヘム公、それに公こう爵しやく夫人もご一緒とは。フィクトル総そう督とくを除けば、貴公が一番乗りだ」

　ヴェッセルはすでに王国軍を率いてこの地に陣じんを張り、連合軍の到とう着ちやくを待っていた。

「これは宰さい相しよう殿でん下か。その節は私どもの結けつ婚こん式にご出席いただきありがとうございました」

「そのような挨あい拶さつは不要だ。真夏の旅の疲つかれは小さくないだろう、公爵夫人は奥で休まれよ。アレンヘム公、貴公には悪いが休んでいる時間はないぞ。事は急を要する」

　王族にそのように気を遣つかわれては断るに断れない。カレルはセシリアと別れると、ヴェッセルと二人で軍議用に使われているらしい大きな天幕に入った。

「そういえば新しん婚こん生活はどうだ？」

「順調にございます。であればこそ国を離れたくはなかったのですが」

「文句は灰エルフどもに言ってくれ。私とて女王陛下の下を離れたくはなかったのだからな」

「お察しいたします。いずれにせよ摂政殿下にお越こしいただけたとあれば五芒国の軍勢を束ねることもたやすいでしょう。灰エルフなど物の数ではありません」

「ははは、追従など不要だ」

　ヴェッセルはにっこりと笑った。その笑顔の裏で「おまえが面めん倒どう押しつけたんだろうが。死ねこの野や郎ろう」などと品性の欠片もないことを考えているとは、さすがのカレルにも想像できなかった。

「現在五芒国でもっとも多くの戦功を上げているのは間ま違ちがいなく貴公だ。貴公の指揮なくして勝利もあり得まい」

「微び力りよくは尽つくします。勝利は決して難しくはないかと。摂政殿下は我ら余人には計り知れない特別な情じよう報ほう網もうをお持ちのようですし」

　かつてカレルはヴェッセルからフライスラント軍の正確な位置情報をもたらされ、それによって大きな勝利を得ることができた。

「あくまで私をこき使うか。まあいい、情報ぐらいは提供しよう。差し当り現在の灰エルフ共の動きは知りたかろう？」

「是ぜ非ひとも。出国してこの地に至るまで、大した情報は得られませんでしたので」

「とりあえず灰エルフどもの行動は、想像を超こえているという点では予想通りだった」

「はあ、なるほど」

　一応、カレルにとって王族は雲の上の存在である。やたらと迂う遠えんな表現をすることになにか意味があるのかと想像するが、実のところ大した意味はなかった。

「まず伝えておこう。現在フライスラント自治領を荒あらし回っている灰エルフとは別の一団が、メイルマンス公国へ攻せめ込んだのだ」

「西へ!?　それは……確かに予想外です」

「灰エルフども自ら兵力を分散するという愚ぐを犯したとも言えるが、貴公はどう見る？」

「いえ、いい一手だと考えます。フライスラントの隣りん国ごくにして同盟国であるメイルマンス公国が、援軍を送ってくるであろうことは灰エルフにもすぐ分かるはず。援軍が到着すればフライスラントの各地で籠ろう城じようしている領主たちは沸わき返りましょう」

「確かに、灰エルフ側としては阻そ止ししたいであろうな」

「ですが逆にメイルマンス公国内に灰エルフが侵しん入にゆうしたとなれば、メイルマンス公はその対処で手一いつ杯ぱいになるでしょう、援軍は期待できなくなります。各個撃げき破はしようにも奴やつらの動きは速すぎます、とても捕ほ捉そくできないかと」

「うむ、いい見立てだ」

（……俺を試したかのような物言いだな）

　とはいえ自分は連合軍の指揮官を、ヴェッセルから任せられたのだ。試されることの一度や二度は受け入れるべきだった。

「実は貴公の推測通り、すでにメイルマンスからは伝播ツバメが届いている。灰エルフとの戦せん闘とうは予想以上に苦戦しており、援軍を送る余よ裕ゆうはなくなったとな」

「それは……大変残念な報せです。五芒国一豊かなメイルマンス公国からの援軍には期待していたのですが」

　逆に言えば、だからこそ灰エルフは先んじてメイルマンス公国に攻め入ったとも考えられる。この分だと逆にメイルマンス公国から援えん軍ぐん要よう請せいが来るのも時間の問題ではないかと思うほどだ。

「他方、フライスラント自治領に攻め込んでいた灰エルフは、さらに進軍を続けていることを確認している。予想外だったのはその進路だ。奴らはフライスラント自治領の首都ミルデブルフを素通りする形で、そのまま北西へ進しん撃げきを続けた」

「つまりこの王国方面へ……ということですか？」

「その通りだ。一体奴らの狙ねらいはなんだ？　フライスラントを分断することか？　一気に我が王国を滅ほろぼすつもりか？」

「戦略的に考えれば可能性は低いかと存じます。フライスラントには堅けん城じようが多く、山脈越ごえをしてきた灰エルフに落城させることは困難なはず。そのままフーデルス王国まで攻め上がろうものなら、後方を遮しや断だんされ五芒国の中央で立させられることは目に見えております。そこまで愚おろかな敵ではないはず」

「そうなると狙いはやはりフライスラント自治領の分断か？　フライスラントを二つに分断し、その後占せん領りよう行動に移るというのは？」

「一軍を西のメイルマンス公国に差し向けたとあれば、その可能性はあるでしょう。フライスラント自治領の西側はすでに包囲されつつあるわけです。他に我らの知らぬ戦略目標があれば別ですが……」

　城しろ攻ぜめが得意とは思えない灰エルフだが、東西を遮断された上に降こう伏ふくを促うながされれば、フライスラント各地の領主たちも応じる恐おそれがある。そこまで考えてのことだとすれば、およそ灰エルフの戦略には予想のつけようがなかった。

（とにかく行動が早すぎる。このままでは後手後手に回されるだけだ）

「殿でん下か、急報にございます！」

　そのときだった。一人の騎き士しと思しき甲かつ冑ちゆうを着込んだ男がヴェッセルの前で膝ひざを突ついた。

「どうした？　なにがあった」

「は、それが……」

　その騎士は、カレルを見て躊躇した様子だった。

　どうやら部外者に伝えたいことではないらしい。

「殿下、私は席を外しましょうか？」

「構わん、このまま報告してくれ。アレンヘム公は我が王国の護り手にして我が盟友とも呼べる存在。隠かくす秘密など一つもありはしない」

　カレルは反応に困った。お世辞のようにも見えるが、アレンヘム公国が魔物グルエルという敵への防ぼう波は堤ていになっているのは事実であり、王家が重く用いるのは自然である。

　かといってその好意に甘えては不興を買うかもしれない。結局、何を言っていいか分からず黙だまっておく。もっとも当のヴェッセルは、「口約束というのはいくらでも出来て証しよう拠こも残らん。なんと便利なものだ」などと考えていたのだが。

「では申し上げます。メルヒオール大司教より急報です。ヴィエレヒビツスドム・ト司教領ヴイエレヒトで反乱が起こり、援えん軍ぐんが送れなくなったとのことです」

「馬ば鹿かな、こんなときにか!?」

　思いもよらぬ報告だった。それはヴェッセルも同様のようで、彼が驚おどろいたところを初めて見ることとなる。

「あの平和な司教領で反乱？　なにがあったというのだ？」

「分かりません。司教領も混乱しており、メルヒオール大司教は事態の収拾に尽じん力りよくしているとのことです」

「分かった、下がっていい」

　騎士が下がると、ヴェッセルもこの事態が予想の範はん囲い外がいだったことを示すように黙り込んでしまった。

　五芒国の北西にあるヴィエレヒト司教領については、カレルもそれなりに知識があった。

　二〇〇年以上以前、この大陸では様々な神が信しん奉ぽうされていた。だが魔王戦役の折、本当に人に手を差さし伸のべたのは、《アレンヘムの聖女》を遣わした女神オルタナただ一柱。

　その功を認め、当時の王はオルタナ教を国教とし、もともと女神オルタナが広く信奉されていた五芒国の北西に司教領として独立した領地を与あたえた。それ以後、ヴィエレヒト司教領の人々はオルタナ教の布教のため五芒国全土で活動しつつも、質素な生活を送ってきた。国力という点ではフログラーーニフスハツゲンプ・フロ伯国ーニゲンに次ぐ貧弱さではあったが、国全体が宗教によって緊きん密みつに結びついており、一ひと度たび大司教の宣言が出されれば、国中が一つとなって困難に当たると言われていた。

　かつてカレルも、商人の師ホルサと共に訪れたことがある。緑が多く、それでいてアレンヘム公国のように魔物の脅きよう威いもない。

「あの国は宗教によって一つにまとまった平和な国という印象だったのですが……」

　カレルは率直な感想を口にした。
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「表向きはな。ただ長く平和が続いた悪あく影えい響きようだろう、大司教が代だい替がわりする度に権力争いが活発になっているという話は私も耳にはしていたのだ。大きな争いに発展するまでには至らなかったものの、大司教候補となっていた人々が不ふ慮りよの死を迎むかえることは珍めずらしくないらしい」

　摂せつ政しようだけあって、ヴェッセルはカレルの知らない裏の事情にも通じているようだった。

「しかし見誤ったな。女王陛下の戴たい冠かん式しき以降は私も忙いそがしく、司教国の内情までは調べられなかった。平時ならば反乱など《魔デ・王レウのフエン左腕ケネル》の力ですぐにでも解決できるのだが……」

「灰エルフと内通しているとは思えませんが、この混乱に乗じて動き出した何者かがいるのでしょう。今ならば《魔王の左腕》を持つ王家も動けないと踏ふんで」

「さもあろう。まったく、五芒国全土の危機だというのに……。やむを得ん、無い袖そでは振ふれぬ。灰エルフには当面我が王国とアレンヘム、フライスラントの三カ国で対処するしかあるまい」

「は……」

　ヴィエレヒト司教領の国力は決してアテにできるものではないが、その信徒は強力な兵士たり得る。戦力の二割以上がなくなった計算であり、カレルとしては悪夢だった。

　だがないものは仕方ない。せめて別の件で前向きな話をすべきだった。

「ところで殿下。この度の戦いにあたり、一つお願いがあります」

「なんだ、申してみよ」

「我がアレンヘムとフライスラントは先日まで戦争をしていた立場。今回、フライスラントに増ぞう援えんに赴おもむくことには当然ながら反対の声が根強く、いつか背中を狙われるのではないかと懸け念ねんする声もあります」

「ああ、その件なら心配するな。もう当事者を集めて話をする準備はできている」

「は？　当事者？」

　ヴェッセルは騎士を呼ぶと、どこかへ行かせた。

　騎士はすぐに一人の初老の男を伴ともなって戻もどってくる。

（まさか、こいつが……！）

　その男のことはよく知っていたが、直接会うのは初めてのことだった。

　年ねん齢れいは確か五五歳さいだと聞いている。初老の域にあるはずだが、足あし腰こしに弱っている様子は一つもなく、なによりもその眼光の鋭するどさと言ったら他に類を見ない。切り込み隊長のコルネリウスなどは眼光だけで人が殺せそうだが、それとはまた別種の人の心を斬きり裂さくような目だ。

（この男が、フィクトル総そう督とくか）

　カレルは確信を抱いだいた。自分の暗殺を含ふくめた数々の恐るべき陰いん謀ぼうを企くわだてたのは、この初老の男なのだと。

「なるほど、貴公がアレンヘム公カレルか」

　向こうも似たような結論に至ったようで、親の仇かたきを見るような視線を向けられる。

「そうだ、あんたが何度も殺し損なった男だよ」

「……一つだけ質問させてもらいたい」

（断るのは簡単だが）

　ここは勝者の余裕として受け入れるべきだった。

「どのような質問で？」

「私の策略にはおよそ隙すきがなかった。なぜ貴公のような若造にああもことごとく見破られたのだ？」

（そういうことか）

　ようは恨うらみ言ごとである。付き合う義理があるとは思えなかった。

「まさに愚ぐ痴ちだな。どう言ってほしいんだ？　危うく殺されるところでした、さすがはフィクトル総督でしたと？」

「ふん、言いおる。なるほど、貴公とて当然言いたいことはあるだろうな」

「当然だ。あんたのせいでどれだけ苦労したと思っている？」

「二人とも、もうそこらで良かろう。摂政を待たせるな、摂政を」

　ヴェッセルの仲ちゆう介かいは丁度いいタイミングではあった。これ以上二人で話をしてもなんら益にはならない。まるで親に𠮟しかられた子供のごとく、それぞれ別の椅い子すに座る。

「ではまず摂政、すなわち女王の代理として、これだけは言っておこう」

　ヴェッセルは半ば強引に話を進めた。

「アレンヘムとフライスラントの間に大きな争いがあったことは承知している。だが魔王軍の残党たる灰エルフは五ご芒ぼう国全土の敵であり、現にフライスラント自治領は大きな被ひ害がいを受けている。これを打ち砕くだくことは五芒国共通の目的だ。もし今後お互たがいを裏切るような者がいれば、それは五芒国全土の敵となることを王家として宣言する。いいな？」

「承知しました」「承知しました」

　奇くしくも、カレルとフィクトル総督の発言がかぶった。

　ようは平和条約だ。それも状じよう況きよう的に見て守らざるを得ない、厳しい条約である。戦争を続けてきたフライスラント自治領とアレンヘム公国にとって、五芒国はおろかフーデルス王国一国すら敵に回す余よ裕ゆうなどすでにないのだから。

「そしてフライスラント自治領は、アレンヘム公国に戦争を仕し掛かけた賠ばい償しよう責任を負うものとする。これは女王陛下の承認を得た話だ。だが灰エルフの問題が片付くまで、両国間の戦争に関するすべての問題は一時保留とし、必要な場合は女王代理として私が決を下す。この点も両名に承しよう諾だくしてもらいたい、今すぐにだ」

「承知しました」「承知しました」

　またカレルとフィクトル総督の発言がかぶり、わざとズラすべきではなかったかと本気で後こう悔かいする。

　賠償問題については、王家の確約とフィクトル総督の承認が取れたというだけで満足せざるを得なかった。実際のところ、灰エルフの侵しん攻こうで混乱状態のフライスラントに金を払はらえというのは無理がある。

「それからフィクトル総督。貴公が率いてきたフライスラント軍を含む五芒国連合軍の指揮は、カレルが執とる。文句はあるまいな？」

「承知しました」

　判で押したように、フィクトル総督は繰くり返した。

（まさかそれも吞のむとは意外だったな）

　カレルが総指揮官となれば、仇きゆう敵てきであるフライスラント軍に消しよう耗もうを強いるような戦い方をするのでは──と懸念すべきところである。

　もっとも、フライスラント軍の主力は奴ど隷れい兵だ。奴隷兵の命などいくら失われても痛くもないということかもしれない。

（どうせ俺にはそんなことできないけどな。セシリアに怒おこられるし。救えるなら全部救えって）

　それはただの理想論ではなく、魔王再臨への一番の対策でもある。人間を一つにまとめるためには恨みを買うわけにはいかないし、人間側の損失は少ないに越こしたことはないのだ。

「よろしい。アレンヘム公、これで貴公もなんら憂うれいなく采さい配はいを振るえるな？」

「は。お気き遣づかい、痛み入ります。これで抱いていた懸念はすべて解決いたしました」

　それはカレルの本心であった。見たところ、当然ながらヴェッセルは《魔王の左腕》を使っている様子はない。にもかかわらずカレルが必要なことすべてに対処してくれた辺り、さすがは摂政というべきであった。




　　　　◆




（カレルは他人の謀ぼう略りやくには非常に敏びん感かんだが、基本的なところで清せい廉れんな男だ。だからこそ使い甲斐がいがある）

　ヴェッセルは内心でほくそ笑んでいた。

　カレルの読みは間ま違ちがっていた。このときヴェッセルは《魔王の左腕》の力を使い、カレルやフィクトル総督の心を密かに読み続けていたのだ。

　表向き、《魔王の左腕》はマリアン女王と共に玉座に飾かざられていることになっている。だがそれは偽にせ物ものであり、本物はヴェッセルが隠かくし持っていた。およそ誰だれも気付かない場所──股またの間に隠して。王族のそんな場所を調べられる権限を持つ者などいない。

「さて、では懸念が払ふつ拭しよくされたところで灰エルフとどのように戦うかを定めねばならん。アレンヘム公。早速用兵家としての貴公の出番だ、策を示せ」

　言いながらヴェッセルは思った。

（うわあ、すごい楽だ）

　王子であったときも摂政である今も、自分で考えて方針を決めねばならなかったヴェッセルである。ただ指示しただけで最良の策が出てくるのは楽でならなかった。ちなみにこれが侍じ女じよイエッタの献けん策さくになると、最良の策ではなく最さい凶きようの策になるのでヴェッセルが補助しなければならない。

「は。その前に一つ確認しておきたいのですが、我が《狂嗤の団》三〇〇〇の到とう着ちやくで、連合軍の軍勢はどの程度となったのでしょう？」

「王国軍は現時点で五〇〇〇。それからフライスラントの軍勢が南東に陣じんを敷しいている。まだ国境の向こう側だがな。フィクトル総督、数は？」

「は。同じく五〇〇〇ほどにございます。立場上、すぐさま国境のこちら側に移動させることは適わぬこと、ご理解いただきたい」

「なるほど、承知した」

　フライスラント自治領は灰エルフ撃げき退たいのための軍勢を招集している最中のはずである。そしてフライスラント各地では、フィクトル総督が軍を率いて救きゆう援えんに来てくれるのを今か今かと待ち望んでいる領主たちが大勢いる。連合軍を組織するなら早々に軍勢を合流すべきだが、今下手にフライスラント軍を国外へ動かせば、総督に見捨てられたと考えた領主たちが灰エルフに裏切る恐おそれもある。その辺り、フィクトル総督の判断はさすがの冷静さというべきだった。

「合計一万三〇〇〇になるな。ただ問題は灰エルフの数だ。なにせやつらと来たら神しん出しゆつ鬼き没ぼつで一つにまとまることがないし、間者を陣じん地ちに紛まぎれ込ませることもできん。果たしてどれだけの軍勢なのか未だに分かったものではない」

　特異な情じよう報ほう網もうを持つヴェッセルをしてそこまで言わせるとあれば、一万三〇〇〇という数字も心許ないものだった。つくづく、メイルマンス公国とヴィエレヒト司教領の援えん軍ぐんが到着しないことは大きな打だ撃げきだった。

「一応、これまでに得られた情報をもとに多少の策があります」

　カレルは立ち上がり、机の上に置かれていた地図を指差した。

「これまでの情報によると、灰エルフたちは拠きよ点てんを攻せめるような大きな戦を避さけ、各地で略りやく奪だつを繰り返しながら進軍しています。そしてどういうわけかこのフーデルス王国へ、つまり我々の方へ真っ直ぐ向かってきております。これは神出鬼没な灰エルフを捕ほ捉そくできる好機と言えます」

「ではこのまま大軍で待ち受けると？」

　ヴェッセルの問いに首を横に振ふる。

「いえ。この大軍を活かすには大平原を戦場としなければなりません。ですが全軍が卓たく越えつした弓騎き兵へいである灰エルフと平原で戦えば、負ける可能性は極めて高いですし、たとえ勝てたとしても我々の騎兵では到とう底てい追つい撃げき仕切れません」

「では森林を決戦の地とすればいいのではないか？　場所はいくつか思い当たるが」

「我々は連合軍であり、訓練する時間もありません。森林で三カ国連合軍の連れん携けいが取れるとは思えませんし、なにより数の利点も活かせません」

「なるほどな。だが平原も駄だ目め、森も駄目となれば一体どうすればよいのだ？」

「灰エルフ好みの戦場に罠わなを張って待ち受けるのです。それしかありません」

　カレルは次にフィクトル総督に向き直った。

「フィクトル総督。確認しておきたいんだが、城しろ攻ぜめが苦手らしい灰エルフは、フライスラント自治領に多くの拠点を残したまま素通りにする形で進軍していると聞く。確かか？」

　とても敬語を使う気にはなれなかった。それはフィクトル総督も同様である。

「間違いない事実だ」

「結構。摂せつ政しよう殿でん下か、拠点を残したまま進軍を続けることは灰エルフにとっても好ましい状況ではないはずなのです、戦略的に考えて」

「確かにそうだ。現地調達だけで養える軍勢など限度があるというものだ」

「ましてや彼らはシーナリー山脈越ごしに侵攻してきているのです。その上街道沿いの拠点も制圧していないとなれば、充じゆう分ぶんな兵ひよう糧ろうを輸送できるはずがありません。そこでまず我々がすべきことは、奴やつらの侵攻上の集落から人間と食しよく糧りようとを運び出し、略奪を阻そ止しすることです。そうすれば現地調達は不可能となり、侵攻を停止せざるを得ません」

「道理だな。だがそれで？　侵攻を止めた灰エルフは、次にどう出る？」

「はい、灰エルフが採用できる指針は恐らく三つ。一つは略奪の対象となる地域を増やすため、戦線を拡げること。二つ目は退たい却きやくして戦線を縮小しつつ、後方の要地に橋きよう頭とう堡ほを作り上げること。三つ目が、どこかの城を奪うばい取り当面の拠点を確保することです」

　灰エルフの目的が未だ分かっていないのは気がかりだが、この三つ以外に取れる手はないはずだった。

「問題はこのうち一つ目か二つ目を採用された場合です。灰エルフの機動力を考えれば、戦線を拡大されるとこちらも捕捉できません。灰エルフが一度後退し、フライスラントのどこかの平原に拠点を構築した場合も同様です。ですが三つ目、灰エルフが城の奪だつ取しゆを考えたとなれば勝機が生まれます」

「分からんな、そこにどのような勝機が生まれるというのだ？」

「さすがに城は少数では奪取できません。灰エルフはこれまでとは異なり、標的とした城の近くにある程度戦力を結集せざるを得ないはず。そこに兵を伏ふせておき、奇き襲しゆうするのです」

「言うはたやすいが」とフィクトル総そう督とくが発言する。「灰エルフはとりわけ斥せつ候こうの能力が際立って高い。陣地を張るような場所の周囲は間違いなく綿密に警けい戒かいしているはずだ。そもそも、一体どこに兵を伏せるというのだ？　灰エルフどもが伏ふく兵へいに適した山や森の近くに陣を張るとは思えん。灰エルフがどの城を選び、いつ攻こう撃げきするのか予想するのも困難なはずだ」

　フィクトル総督の極めてもっともな疑問に、カレルは笑みをもって返した。

　俊しゆん敏びんな灰エルフに伏兵を仕掛けるには生半可なことでは成功しないだろう。だがカレルにはセシリアが──《アレンヘムの聖女》の力があるのだ。








第六章　ロズマレン城攻防戦
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　この頃ころ、灰エルフ軍の先せん陣じんを切って王都を目指していたのは、フェアラスト率いる《豊ほう饒じようの地の部族》である。

「人間どもの動きのなんと鈍にぶいことか。これならば魔ま王おう陛下の左ひだり腕うで奪だつ還かんとてたやすいことよ」

　行軍の最中、焼いたばかりの鳥の足を騎き乗じようしたまま頰ほお張ばりながら、フェアラストは満足げに言ったものだった。

《豊饒の地の部族》は、斥せつ候こうを目的とした数人の小隊と襲しゆう撃げきを目的とした一〇〇人ほどの部隊に別れ、大きく広がりながらフライスレヘレンデ・ラントパルタイ・フアン・自治領フライスラントを北西に横断しようとしていた。さすがにもう灰エルフ侵しん入にゆうの報は行き渡わたっているのか、多くの人間は領主の城へ避ひ難なんした後だったが、家か畜ちくや食料といった物資すべてを避難させるにはさすがに時間が足らなかったようで、格好の略りやく奪だつの舞ぶ台たいとなっていた。おかげで当面は兵ひよう糧ろうに困ることもない。

　問題があるとすれば、各地にある領主の城だ。こればかりは攻こう城じよう兵器の用意もない灰エルフたちには手出しできず、素通りする他ない。今のところ機動力を活かした略奪で兵へい站たんに支障はないものの、街道沿いの城などは《魔デ・王レウのフエン左腕ケネル》奪だつ還かん後の退たい却きやく時に障害となることが予想される。

「忌いま々いましい城だ。人間どもめ、一体どれだけの労力を注ぎ込んだのだ？」

　平地では未だ負け知らずの灰エルフたちも、城だけは遠巻きに見つめることしかできなかった。




　収穫の月オーフストマーント（八月）二〇日。迅じん速そくな行軍が功を奏し、ついにフェアラスト率いる《豊饒の地の部族》はフライスラント自治領を横断し、フフーデーデルス・ルスコーニン王国グライクとの国境に差し掛かかった。

　ここに至るまで、未だ大きな争いは生じていない。王国兵も後方の城に籠ろう城じようしているようで、フェアラストたちはこのところ人間を見ることすらないという有様だった。

「ふん、人間どもめ。結局我らには手も足も出ないということか」

　フェアラストは鼻で笑ったが、彼の家臣には慎しん重ちような意見を口にし始める者もいた。

「しかし我らが人間の国に侵しん攻こうしてすでに半月。混乱の最中にあったフライスラントはともかく、フーデルス王国に備えがないとは思えません。なにか策があるのかもしれません、警けい戒かいはすべきです」

　心配しすぎだと切って捨てることはフェラストにもできなかった。事実、状じよう況きようが変わりつつあった。

　王国に入り、人間の姿を見ることがめっきり減った。それだけならいいが、物資の避難も進んでいるのか、略奪できる食量が極きよく端たんに減ったのだ。

「ええい、これでは食料の確保もままならぬではないか！」

　フェアラストは地じ団だん駄だを踏ふんだがどうにもならない。

　先陣を務める《豊饒の地の部族》ですらそのような状況であり、後続の部族たちの状況はよりひどかった。彼らが食料を得るには、フーデルス王国に向かうのではなくフライスラント自治領を東西に広がり略奪の対象を見つけるしかなかったのだ。これは戦線の拡大を意味し、当初の方針であった短期決戦が不可能になりつつあった。

　ここに至って灰エルフたちは方針を変えざるを得なかった。最長老ファウンロールは、このような状況に陥おちいることを以前から危き惧ぐしていた《切り開く地の部族》族長ソロンディールの意見を採り入れ、次のような命令をフェアラストに出すこととなる。

「略奪できる兵糧は限られ、人間どもの避難も進んでいる。もし今後人間との武力衝しよう突とつが本格化すれば、略奪すらままならぬ状況に陥る可能性が非常に高い。フーデルス王国への本格的な侵攻を開始する前に、なんとしてでも拠きよ点てんを確保し、兵糧を運び入れよ」と。

　フェアラストにとって最長老の命令は絶対である。だが方針を一方的に転てん換かんされた上、困難な拠点の確保を言い渡されては、さすがにフェアラストの家臣たちは渋しぶい顔をせざるを得なかった。

「我々には資材もなく、この前線で一から築城するわけにもいきますまい。どこかの城を奪うばう他ありませんが、城しろ攻ぜめの準備もなければ、充じゆう分ぶんな地の利すらありません。一度最長老さまとご相談されては……？」

　だがこのようなとき、忠誠心を微み塵じんも揺ゆるがせなかったのがフェアラストという灰エルフである。

「最長老さまは軽々しく方針を撤てつ回かいしたりせぬお方。今回このようなご命令を出されたということは、よほどのお考えがあってのこと。我らはその命令を出されたことを誇ほこりに思わなければならん。いいな」

　最長老の命令があり、族長も唯い々い諾だく々だくと従うとあればもはやだれも逆らうことはできない。《豊饒の地の部族》たちは一時進軍を中止し、周囲の状況を探り始めた。

　実のところフェアラストはこれを好機だと判断していた。フライスラント自治領に侵攻したはいいものの、これまで大規模な戦は一度もなかった。つまり戦功を立てる機会がなかったのだ。

（ギルセリオンは西の国を制圧しに行ったという。もしギルセリオンが功を立てる一方で私がなにもできなかったとあれば、また奴やつにでかい顔をされるばかりだ！）

　今、城の一つも占せん領りようすれば五部族きっての英えい雄ゆうになれる。無理をする価値は充分にあったのだ。
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　それからフェアラストは多くの斥候を出し、奪だつ取しゆできそうな城の情報を探らせた。

　だが領民の一人に至るまで灰エルフを警戒して避難している有様だ。簡単に奪取できるような城が都合良くあるわけもない。

　ある斥候部隊が奇き妙みような報告を持ち帰ったのは、そんなときのことであった。

「フェアラストさま。食料を積んだ荷馬車に乗った人間の商人が、我々に投降を申し出ております。貢みつぎ物を持ってきたとか」

「なんだと？」

　それは前例のないことで、さすがのフェアラストも意表を突つかれた。逃にげる途と中ちゆうの人間が灰エルフに捕ほ捉そくされ、物資を差し出す代わりに命いのち乞ごいをするということはあった。だが自分から大量の物資を持ってきて降こう伏ふくを願い出るという例は一度たりともなかった。そもそも灰エルフたちは人間を見れば、まず会話も許さず殺すことの方が多かった。

　だが今は情報が必要だった。生きている人間が向こうからやってきたというのなら、ひとまず話を聞いてから殺すべきであった。

「分かった、連れてきてくれ」




　間もなくフェアラストの前に引き出されたのは、若い人間の男だった。人間の年ねん齢れいはよく分からないが、せいぜい成人したばかりといったところだろう。

「私はカスペルと申します遍歴商人マルスクラームルにございます。この度は皆みなさまにこちらの物資を献けん上じようすべく参りました」

　その人間は剣けんの一本も持たず、周囲を灰エルフに囲まれ命の危機にあるというのに、まったく動どう揺ようする素そ振ぶりを見せなかった。

　しかも彼が持ってきたという食料の量は、非常に多い。略奪せずともフェアラストの部族が一日か二日は食っていける量だ。話ぐらいは聞いてみる気になる。

「カスペルか、まあ名前などどうでもいい、おまえの狙ねらいはなんだ？　我らが多くの人間を殺してきたことを知らぬとは思えん。なぜおまえたちの敵である我らに物資を贈おくろうとする？」

「我ら商人は混乱の中にこそ商機を見いだすのです。あなた方と通じることで得られる利益は必ずあるでしょう。事実、私はあなた方が侵攻する前から多くの武器防具を買い占しめておりました。それらの品々は今や値上がりし、多くの利益を得られたというわけです」

「ふん、欲よく深ぶかい人間ならばありそうな話だ。何百年経とうとその性根は変わらんということか」

「好ましく思われないことは覚かく悟ごしておりました。ですが私はあなた方にも利益をもたらすこともできます。今回多くの物資を献上したように」

　彼が持ってきた食料の山を見れば、あながちウソではなかった。

「では試みに聞きたい。我らはこの地に拠点を必要としている。どこか奪い取れそうな城を知っているか？」

「城がご所望でしたか。そういうことならば来たかいがあったというもの、一つアテがございます」

「ほう、あると？　言うだけ言ってみよ」

「ここから東北東に三ウールハーンス（約一六キロメートル）ほど行ったところにロズマレン城がございます。そこならば私の手の者が内部に入り込んでおり、たやすく陥かん落らくさせることが可能かと」

「興味深い話だが……なぜ同どう胞ほうの城をそう簡単に売りつけることができる？」

「恥はずかしながら私はその城の領主に多額の借金をしているのです。領主の一族を皆みな殺ごろしにして頂けるのであれば、中から手引きして皆さまを城内に招き入れるべく工作いたしましょう」

「……まさに双そう方ほうに益のある作戦というわけか。いいだろう、その申し出を受けよう」

「ありがとうございます。では今日のところは一度帰ってよろしいでしょうか？　ここから北東に今や無人となっているエダムという村があります。地図をお渡ししますので、明後日そこで落ち合うというのは？」

「分かった、良かろう」

　カスペルという商人が立ち去ると、フェラストの家臣たちはすぐさま口を開いた。

「フェアラストさま。お信じになるのですか？　あのような人間の言葉を」

「罠わなに決まっているだろう、あんなもの」

　唾つばを吐はくように一いつ蹴しゆうする。

「こうも都合良く城を奪い取れるものか。人間どもは我らが神しん出しゆつ鬼き没ぼつであり、正面から戦っても逃げられると考えたのであろう。大方城の中に我らを招き入れたところで城門を閉め、袋ふくろ叩だたきにするつもりだろうよ」

「なるほど、さすがはフェアラストさま」

　家臣たちは小さく歓かん声せいを上げ、族長の聡そう明めいさを称たたえた。

「ではなぜあの人間を生きて返したのです？　そのような不届き者、殺してしまえばよろしいのでは？」

「そう焦あせるな。我らが城を欲ほつしているのは事実、そして経けい緯いはどうあれ城へ入れるならばこれほどの好機もあるまい」

　家臣たちは、フェアラストの意を悟さとった。

「つまり……罠を逆用して城を奪い取るおつもりなのですね？」

「その通りだ。罠があると仮定して動けば敵の裏をかける。所しよ詮せんは人間どもの浅あさ知ぢ恵え。我らエルフには到とう底てい敵わぬということだ」
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　次の日、一日かけてフェアラストは周囲に散らばっていた《豊ほう饒じようの地の部族》三〇〇〇騎きを集結させた。そしてさらに翌日、北東へと移動を開始。カスペルという商人から受け取った地図に間ま違ちがいはなく、正午前には今や無人となっている村に到とう着ちやくした。

　この間、当然のようにフェアラストは罠を警戒した。斥せつ候こうは灰エルフの得意とするところであり、村やその周辺に罠や伏ふく兵へいはいないかと充分に人手と時間をかけて探した。だがカスペルが到着する正午過ぎに至るまで、ついに罠の類を発見することはできなかった。さらにこの近辺に罠などないことを証明するかのように、カスペルは具体的な計画を説明し始めた。

「手はずは整っております。ロズマレン城には多くの領民が逃げ込んでいますが、街道から離はなれていることもあって領主や兵士たちの気は緩ゆるんでおり、とりわけ夜間の警戒はないも同然となっております。そこで今夜、すでに城内に潜せん伏ぷくしている私の手の者がロズマレン城の城じよう壁へきの上で松明を大きく振ふります。それを合図に突とつ入にゆうしてください。同時に城門を開ける手はずとなっております」

「分かった」

　このときに至るまでカスペルは妙みような素振り一つ見せる様子はなく、表向きフェアラストはそう返事せざるを得なかった。だがフェアラストにとって人間は憎にくき敵であり、信しん頼らいには微塵も値しない存在だった。

「ただし、条件がある。おまえには城が奪取できるそのときまで、我らと同行してもらう。もし一つでも手て違ちがいがあれば即そく座ざに殺す。いいな？」

　それは半ば脅きよう迫はくであった。もしその提案にカスペルがわずかでも臆おくする素振りを見せれば、容よう赦しやなく殺していただろう。しかし、

「望むところです。そもそも、私とて命を懸かける覚悟がなければこうしてここには来なかったことはご理解いただければ幸いです」

　カスペルは肝きもが据すわっているのか、フェアラストの方が拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりと承知したのだ。

　条件を出したのがフェアラストの側であり、その条件をカスペルがあっさり吞のんだ以上、今いま更さら取りやめるわけにもいかない。それから彼らは移動を開始した。全軍が騎き兵へいである彼らの進軍速度さたるや凄すさまじく、その日の夕刻にはロズマレン城を視認。城の兵士たちに見つからぬよう、三〇〇ルーデ（約一・一キロメートル）以上離れた森の中に同胞たちを集結させた。

「斥候を放て、周囲に敵が伏ふせている可能性を完全に排はい除じよするのだ。ただし城の兵には見つからぬよう注意しろ」

　もしこのとき兵士の一人でも隠かくれているのを見つければ、即座にカスペルを殺して撤てつ退たいしていただろう。だが斥候たちの報告は次のようなものだった。

「ロズマレン城を守備している兵士たちを除けば、周囲には人ひと影かげ一つありません。また城に兵士たちがいるのは確かですが、気が緩んでいるようで警けい戒かいが厳しい様子はありません」

　すべてはカスペルの話通りであり、フェアラストはまたもカスペルを殺し損なった。

「フェアラストさま、いかがいたしましょう。約束では今夜にも城しろ攻ぜめを行うことになっていますが」

　家臣たちは当然ながら未だ罠の心配をしていた。もちろんフェアラストとて同様だったが、それでも──と腹を決めつつもあった。

（少なくとも周囲に罠の気配がないことだけは確かだ。もし罠があるとすればあの城の中だろう。だが多少犠ぎ牲せいが出たとしても、城が一つ手に入るならその価値はある）




　それからフェアラストは、ひとまず標的となるロズマレン城の偵てい察さつに向かった。

　その城はフライスラント自治領でもよく見られた「丘おかと曲輪の城」だった。ようは丘の上に立てられた円形の城だ。大きさとしてはかなり小さいが、兵士を数百人は収容できる。周囲を取り囲む石造の城壁は際立って高いわけではないが一〇エル（七メートル）はあり、攻こう城じよう兵器なしにはとても攻め落とすことはできないだろう。

　だがもし制圧することができれば、近きん隣りんの物資をここに集め、灰エルフ侵しん攻こうの上で重要な拠きよ点てんとして機能するだろう。その功績は計り知れない。




　自ら城を偵察したフェアラストは、間もなく家臣たちに自身の決断を伝えることとなる。

「あの大きさの城であれば、城壁さえ突とつ破ぱして中に入ってしまえば制圧は可能だ。罠があろうと侵しん入にゆうできるならこの機を逃のがすべきではない」

　もちろん家臣たちの懸け念ねんは尽つきなかった。

「私が人間であれば城壁の上に兵を伏せておき、敵が近づいたところで一いつ斉せいに矢を放ちます。それだけでも我らは大きな被ひ害がいを受けると思いますが……」

「だが周囲に敵がいないことが確認できている以上、一度矢を斉せい射しやされただけで我らが全ぜん滅めつすることはない。おまけに我らは夜の闇やみに紛まぎれて接近することになる、そうそう当たるものではない。その程度の策のためにわざわざ罠を張るとも思えん」

「ですがフェアラストさまが仰おつしやったように、我らを城門の中に入れた上で閉じ込めるという謀はかりごとであったらどうされるのです？」別の家臣が懸念の声を上げる。「城の中に縄なわを張り巡めぐらせ、我らが入ったところで門を閉じられれば馬の足も活かせません」

「そうだな、それがもっとも恐おそれるべき状じよう況きようだ。そこで対策のため部族を五つに分ける。一隊は周囲警戒のための斥候、一隊は城内への突入部隊、残る三隊は援えん護ごだ。どのみち、中に突入させられるのはせいぜい五〇〇騎だろう。三隊で城を三方向から囲み、城壁の上目め掛がけて矢の雨を降らせて援護するのだ」

「なるほど、内から切り込み、外から矢の雨を降らせると……」

「そうだ、それならば制圧は可能だ。どのみち、血を流さずして城を手に入れることなど不可能だ。皆みな、覚悟を決めよ」

　ついに家臣たちから反対の声が生じなくなった。

「虎こ穴けつに入らずんば虎児を得えずと申します。フェアラストさまの策であれば敵にいかような策があっても対処は可能に違ちがいありません」

「今こそ一九八年にわたって磨みがき続けた我らの腕うでを振るうとき。フェアラストさまのご命令に従います」
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　討ナ・デ伐・フイ暦クトーリ一九八年、収穫の月二三日の夜。

　ついにフェアラストたちは行動を起こした。まず五〇〇騎の斥候部隊が注意深く周囲を調べ、残る二五〇〇騎はカスペルと共に夜の闇に紛れてロズマレン城に接近した。

　松明の一つも点けず、星と月の明かりのみでの行軍である。馬には布を嚙かませ、いななきもあげさせないようにするほどの徹てつ底ていぶりだった。

　さすがの練度というべきか、《豊饒の地の部族》二五〇〇騎は一人もはぐれることなくロズマレン城から五〇ルーデ（約一九〇メートル）ほどの地点に集結した。そこは二五〇〇騎が悠ゆう々ゆうと待機できる広さを持った、小高い丘の上である。城の中まではさすがに見えないが、東西南北のいずれから敵が接近してきても簡単に分かる地形だ。もっとも、奇き襲しゆうを警戒する必要はなかった。カスペルに密告するスキさえ与あたえなければ、フェアラストたちがこの場所に来たことは誰だれも知りようがないからだ。

「見たところ城の守りは薄うすいな」

　どうひいき目に見ても、それがフェアラストの率直な感想だった。

　ロズマレン城の城壁上には松明が灯され兵士がいることは確認できるが、昼間偵察したときがそうだったように明らかに油断が見て取れた。ほとんどが眠ねむりこけているという有様だ。城の中に入れさえすれば簡単に奪うばい取れそうな状況である。

「カスペルとやら、約束の刻限だぞ。まだ約束の松明は見えぬではないか」

「お待ちください、間もなくです」

　武器も持たず丸まる腰ごしで、かつ灰エルフの騎き馬ば兵に囲まれたカスペルは、このときに至っても未だ泰たい然ぜん自じ若じやくとしていた。これが罠わなであればカスペルは確実に殺される。にもかかわらずこれほど堂々としていたので、やはり罠はないのか──と半ば本気で思える。

（まあそれならそれでよい。城が一つ手に入るのだからな）

　そしてカスペルが約束したとおり、間もなく門の上に松明が灯った。その明かりが大きくぐるぐると不自然に動く。

「今ですフェアラストさま。城の兵士たちに気付かれれば、私の苦労はすべて水の泡あわとなってしまいます」

　カスペルに促うながされたわけではないが、決心したフェアラストはついに命令をくだした。

「クルゴーン、サイリオン。手はず通り移動せよ」

　まず二人の灰エルフがそれぞれ五〇〇騎を率い、城の南北へと移動する。彼ら一〇〇〇騎は城に異変があればすぐさま城壁上に矢を射い掛かけることになっている。幸い城壁上には明かりがあるが、城の外は暗くら闇やみに覆おおわれている。こちらは明かり目掛けて矢を放てるが、城の兵士たちは暗闇の中に矢を放たねばならない。一方的に攻こう撃げきができる。

「リンゴール、行け」

「は。すべては魔王陛下のために」

　城の包囲を終えると、リンゴールという筋骨たくましい灰エルフを先頭に、五〇〇騎が野を駆かけ城の門に突入していく。

　今にも城壁の上に明かりが灯り、一斉に矢が放たれるのではないか。そんな懸念は間もなく払ふつ拭しよくされた。リンゴールら五〇〇騎きが近づくと約束通り城門が開き、城内への突入はあっさりと成功する。

（取った！）

　確信する。たとえ城の中にどんな罠があっても、あの城は奪だつ取しゆできると。

　だがそのときだ。城に動きがあった。フェアラストの位置からでは分からなかったが、城の中で大きな明かりが灯され、戦いの音──剣けん撃げきや喚かん声せい、絶ぜつ叫きよう──が辺り一帯に轟とどろき、城門が閉まり始めたのだ。

「やはり罠があったか！　だが予想通りだ！」

　城門が閉められたとしても、リンゴールら突入部隊は精せい鋭えい中の精鋭。外側からの援護があれば城門の制圧は可能のはずだった。

「今だ！　全員攻撃開始テン・アーンフアル！」

　そのときだ。いきなりフェアラストの傍そばで叫さけんだのは、カスペルだった。

（そういえばおまえを殺していなかったな！）

　裏切りの代だい償しようは重い。手っ取り早く四し肢しを斬きり落とし、この場に放置してやろうと心に決める。

　だが、それを実行することはできなかった。

「うわああああ!?」

「て、敵てき襲しゆうだ！　なぜこんな近くに!?」

　フェアラストの周囲にいた灰エルフたちが突とつ然ぜん絶ぜつ叫きようを挙げた。何事か──と問いかけるよりも先に、一斉に周囲から火の手が上がった。

　信じられないことに、燃えていたのは周囲にいた灰エルフや、彼らの乗る馬だった。

　エルフや馬が突然燃えるわけがない。原因は、周囲から一斉に火矢を射掛けられたことだった。

「火矢だと!?　一体どこから!?」

　その正体を摑つかむ余よ裕ゆうはすでになかった。フェアラストの乗る馬が突とつ如じよとして悲鳴を上げ、どうと倒たおれたからである。

「うお!?」

　あまりのことにフェアラストも受け身が取れない。

「ここだ！　敵の首領はここにいるぞ！」

　叫んだのはカスペルだった。どこかに隠し持っていたのだろう、その手には血に染まった短たん剣けんがあった。

「切り込み隊！　俺に続け！」

　人間たちの叫び声が次々上がった。そして周囲の同どう胞ほうたちが、フェアラスト同様次々馬を斬りつけられ倒れていく。

　周囲の闇の中から敵が──人間たちが現れたのだ。あれだけ周囲を警けい戒かいしていたにもかかわらずである。まるで地面から生まれたがごとくであった。しかも、よく見れば人間だけではない。

「あれはまさか！　ドワーフドウエルグ!?」

　エルフとは犬けん猿えんの仲と言われる種族である。フェアラストも伝説でしか聞いたことがないが、その樽たるのような体たい軀くは他に見み間ま違ちがいようがない。信じられないことに、人間とドワーフの連合軍がどこからともなく襲おそい掛かってきたのだ。

「ふわっはっはっは！　一度エルフを斬ってみたかったぞ！」

　彼らは物ぶつ騒そうな悲鳴を上げ、灰エルフに斬りかかった。フェアラストでさえ状況を把は握あくできていない状況である。他の灰エルフたちの混乱はそれ以上だった。この暗闇の中では無む闇やみに弓矢を放つわけにもいかず、一方でドワーフたちは夜目が効くという。次々闇の中から斧おのや槍やりが突つき出され、灰エルフたちは馬を失った。

「き、貴様一体何者だ!?　なぜドワーフと一いつ緒しよに!?」

「分かってるだろうがカスペルは偽ぎ名めいだ。灰エルフ相手に必要ないとも思ったがな。俺の名はカレル、《狂バル嗤ダーの・ブリ団ガーデ》の団長だ」

「《狂嗤の団》、だと……？」

　その名は人間の世界に疎うといフェアラストも知っていた。

　聖戦──人の世界でいう魔グロ王ーテ戦・オー役ルログにおいて、魔王軍に果か敢かんに戦いを挑いどんだ傭よう兵へい団があったという。その名が、確か《狂嗤の団》であった。

　わずかな話をしている間にも、闇の中から飛び出た人間たちが接近戦を挑んでくる。灰エルフたちとて数十年にわたって弓と曲刀の腕を磨いてきた猛も者さたちだ。並の相手ならばそうそう負けることはない。

　にもかかわらず、彼らは劣れつ勢せいに陥おちいり次々と討ち取られていった。同胞たちが弱いのではない。敵がより強かったのだ。

「な、なぜだ!?　なぜ永遠の寿じゆ命みようを持ち、魔王陛下の恩おん寵ちようを受けた我らエルフが、人間やドワーフごときにこうも劣勢に立たされている……!?」

「驚おどろくようなことか？　実戦に勝る訓練はないってだけの話だろ」

　カレルが短剣を片手に近づいてくる。フェアラストはなんとか体勢を整えると、曲刀を構えた。

「に……人間風情が！　答えろ、一体どこに兵を伏ふせていた!?　我らはあれだけ罠の存在を疑い周囲を警戒していた！　だが敵の存在などどこにもなかったぞ！」

「簡単なことさ。おまえたちが今夜この丘おかの上に陣じん取どることは分かっていた。だから昨日から丘の下に穴を掘ほり、ずっと兵を伏せていたってだけだ。穴あな掘ほりが得意な連中がいるんでな」

「ばっ、馬ば鹿かな！　なぜだ、なぜここに我らが来ると分かった!?」

　確かに足の下で穴を掘って敵が伏せていたなど、いくら斥せつ候こうを放とうと見つけられるものではない。だがそんな策はおよそ不可能だ、この場所に滞たい在ざいすることを決めたのは今日なのだから。それこそ、未来でも予知できない限り。

「そんなことを教えるわけがないだろう。降こう伏ふくしろ。もう勝負は決した」

「ふざけたことを！　誇ほこり高き我らエルフが人間ごときに降伏するわけがない！　誰でもいい、こいつを討ち取れ！　この男だけは生かして帰すな！」

　混乱した最中であっても、族長フェアラストの命令は絶対だった。周囲にいた灰エルフたちがカレルに殺意を向ける。その数は一〇人以上だ。

　対してカレルはたった一人。しかも持っているのは小さな短剣一本。勝敗は火を見るより明らかだった。

　にもかかわらず、カレルからは勝者の余裕としか思えぬ笑みが浮うかんだままだった。

「かかれ！」

　灰エルフたちがカレルに殺さつ到とうする。だが、次の瞬しゆん間かん。

　斬り伏せられたのは灰エルフたちの方だった。

「おまえ、いつもこんなことやってるな」

　そんな言葉と共に、たった一人の人間の剣けん士しが現れたのだ。実に小こ柄がらな体つきで、手に持っているのも細剣という有様だ。

　だが男は風のように早かった。疾しつ風ぷうのごとく灰エルフたちの間を駆け回り、次々細剣で急所を貫つらぬき、あるいは首筋を斬り裂さいていく。

　そしてそうなることが分かっていたかのように、カレルはフェアラスト目掛けて短剣で斬りかかった。

「こ、小こ癪しやくな！」

　フェアラストの曲刀の腕うでは決して悪くはない。数十年に亘わたって練り上げられたその腕は、人間からすれば達人そのものであり、カレルをも上回っていたはずだった。だが三つの理由により、カレルには通じなかった。

　第一に敵の奇襲を受け、さらにたった一人の人間に同胞たちが叩たたきのめされるのを目の当たりにし、動どう揺ようしていたこと。第二に、カレルはまるでフェアラストが次にどう行動するか分かっていたかのごとく行動を先読みしてきたこと。そして第三に、落馬した際、本人も気付かぬうちに足を捻ひねっていたためだ。

　フェアラストは本来の剣の腕を発揮することができず、一〇合と斬り合わぬうちに劣勢に立たされ、ついにカレルの短剣がフェアラストの胴どうに深々と刺ささった。

「悪いな。箔はくを付けるためにあんたの首が要るんだ」

「ば、馬鹿な……こんなはずでは……！」

　カレルは返す刀で容よう赦しやなくフェアラストの首筋を斬り裂いた。

「灰エルフの首領は討ち取ったぞ！　我らの勝利だ！」

　それがフェアラストが耳にした最後の音だった。
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　この日、ロズマレン城を襲しゆう撃げきした灰エルフ三〇〇〇騎は次のような運命を辿たどった。

　まずロズマレン城に突とつ入にゆうした五〇〇騎は、城内に伏せていたフィクトル総督スタツトハウダー率いるフライスラント軍の精鋭と衝しよう突とつした。予想通り城の中では馬ば防ぼう柵さくが張り巡めぐらされ、灰エルフたちは得意の騎射を封ふうじられた。

[image: ]

　だがこうなることは予想していた上に、外からの援えん護ごも期待できるし、なにより彼ら五〇〇騎は《豊ほう饒じようの地の部族》の中でも精鋭であり、弓矢の近きん距きよ離り射しや撃げきと曲刀を武器に苛か烈れつな戦いを挑んだ。その戦いぶりたるや凄すさまじく、フライスラント軍にも大きな被ひ害がいが出た。

　だがフライスラント軍は、ロズマレン城に詰つめられるだけの兵を詰め込んでいた。その数は一五〇〇人にもなり、数の力で優位を築いていった。

　族長フェアラストら本隊の運命は一番悲ひ惨さんだった。彼らは小高い丘の上で様子を見ていたが、その丘の下にはあらかじめ《狂嗤の団》の精鋭たちが穴を掘って隠かくれていた。

　灰エルフたちが陣取る場所を予知できたのは、《アレハイルンヘグ・フムのアン・ア聖女レンヘム》の力だった。カレルは今回の遠えん征せいに妻セシリアを伴ともなった。そしてアヘルトレンフドムヘム・アレ公国ンヘムを出国したその日から、カレルの見る夢は変わったのだ。灰エルフに殺される夢に。その夢を何度も見れば、灰エルフの行動を完全に予知することはたやすかった。あとは穴掘りが得意なドワーフたちにその特技を発揮してもらうだけでよかった。

　五フアイフ芒ステル・国ランデン最強の傭兵団に奇き襲しゆう・包囲されてはさすがの灰エルフたちも手も足も出なかった。彼らは得意の騎射を発揮することなく《狂嗤の団》に討ち取られていった。

　もちろんまだロズマレン城を包囲していた一〇〇〇騎以上の灰エルフたちは無事だ。だが彼らはまともに動けなかった。フェアラスト救きゆう援えんのため駆かけつけようとしたものの、夜の闇やみの中で乱戦中の味方に矢は放てない。やむを得ず近接戦を挑もうとしたものの、そのとき彼らは遠方から近づく無数の篝かがり火びに気付いた。灰エルフたちが知る由もないが、それはヴェッセル率いる王国軍によるかく乱だった。

　まだ充じゆう分ぶんな距離があったが、もし敵の援えん軍ぐんが到とう着ちやくすれば全ぜん滅めつは免まぬかれない。ちょうど時を同じくしてフェアラストが討ち取られたとの報が響ひびき渡わたり、彼らは救援を諦あきらめ包囲が完成する前に南へと走り去っていったのである。

　城の中で抗こう戦せんを続けていた灰エルフたちはなおも奮戦したが、約束されていた外部からの援えん護ご射撃もなく、次第に劣勢に立たされ、ついには全滅した。

　ただし灰エルフたちは、最後まで降伏することもなかった。

「人間ごときに命いのち乞ごいなどしてたまるか！」

「再び人間の奴ど隷れいになるぐらいなら死を選ぶぞ！」

　すべての灰エルフが似たような言葉を口にして戦い続けた。負傷して動けなくなった灰エルフは、仲間にトドメを刺してくれと懇こん願がんする有様だった。
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　夜が明けてから自軍の被害を調べたフィクトル総督は、顔を青ざめさせることとなる。

「これが伝説の灰エルフの強さか。こんな連中と正面から戦っていたのでは、奴隷兵が何万人いても足らぬわ……」

　だが今日勝利したことは事実であり、この勝利により今後の戦局が好転する可能性は高いのだ。

「それにしても、あり得ん」

　今日の勝利の一番の立役者であるカレルが仕し掛かけた罠わなのことを思い出し、しばし呆ぼう然ぜんとする。

　かつてフライスラント軍を散々打ちのめしたカレルという若造は、一体どのような戦い方をするのか──という疑問はずっと抱いだいてきた。そして今回彼のやり方を目の当たりにして、心底思い知らされた。

「いくらなんでもあり得ん」

　カレルが最初にしたことはなにか。遍へん歴れき商人に偽ぎ装そうして灰エルフの先頭集団に貢みつぎ物を持っていくことだった。

　まずこの時点であり得ない。カレルは一万を超こえる大軍勢の総指揮官なのだ。その総指揮官が、人間を見れば即そく座ざに殺すような集団の下へ単身飛び込むなどどうかしている。

　さらにその灰エルフになにをしたか。ペテンにかけたのだ。

「絶対にあり得ん」

　考えるだけで頭がおかしくなりそうだった。一万を超える大軍勢の総指揮官が、敵を罠に嵌はめるためにたった一人で敵中に潜もぐり込み、罠へ誘ゆう導どうしたのだ。なにか一つでも怪あやしい素そ振ぶりを見せれば、即そく殺されていたところだったにもかかわらず。

　その上で、カレルがなにをしたか。生きて帰ったのだ。敵の首級を手土産に。

「あり得ん……」

　四度呟つぶやいた。陰いん謀ぼう渦うず巻まくフライスラント自治領を数十年支配してきた策さく謀ぼう家が、それ以外の言葉を思いつけなかった。

　ただ、一つだけ分かることもあった。《狂嗤の団》団長の地位にあったランメルトが、なぜ息子カレルにすべてを託たくす気になったのか。

「これが答えというわけか……」

　もし過去に戻もどれるなら、一年前の自分に伝えたいところだった。カレルという男が生きている限り、アレンヘム公国に手を出すな──と。








第七章　新たなる動乱
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　五芒国連合軍の陣じん地ちは、勝利に沸わいていた。人間の仇きゆう敵てきたる灰グライズエルフを撃げき退たいしたカレル率いる《狂バル嗤ダーの・ブリ団ガーデ》が帰き陣じんしたからだ。

「お帰りなさい、カレル」

「ああ、ただいま」

　陣の入り口で待っていたのはセシリアである。

　もう最近躊ちゆう躇ちよしなくなってきたカレルは、他の男たちに見せつけるようにセシリアを抱だきしめた。セシリアの方は相変わらずまだ慣れていないようで顔を赤くしたが、その反応がカレルにとってはまた好ましく、思わずにやけてしまう。

「アレンヘム公、英えい雄ゆうの凱がい旋せんだ。もう少し締しまりのある顔で頼たのむ」

　そう言って出で迎むかえたのは摂せつ政しようヴェッセルである。

「気をつけます。ですがこれぐらいの事はご容赦いただけるかと」

「まあ、確かにな」

　知っているのはセシリアだけだったが、ここ十日足らずの間のカレルの働きぶりはまさに命いのち懸がけだった。なにせ自らが直接囮おとりとなって、灰エルフたちを罠に嵌めるため連日に亘ってウソを吐はき続けたのだ。

　もちろん何度も殺された。セシリアの見せてくれる夢の中とはいえ、灰エルフに矢で射貫かれ、首を斬きり裂かれと散々な目に遭あわされてきたのだ。

　その度に手を変え品を変えて交こう渉しようを続けた。その結果、なんとか辿り着いたのがこの未来だった。すべてはこれまでの経験の賜たま物ものであった。セシリアの見せてくれる夢は不安定で簡単にその内容は変わる。だが、少なくともどこでどう戦うかという場所の特定は容易だ。そこにいっそ馬ば鹿か馬ば鹿かしいほどの罠をしかければ、灰エルフがどれだけ慎しん重ちようだろうと引っかけられる。そう推測してのことだった。

「魔グロ王ーテ戦・オー役ルログ以来、人間は初めて灰エルフの撃退に成功したわけだ」ヴェッセルは実に機き嫌げんよさそうに言った。「これで五芒国は勇気づけられ、逆に灰エルフたちは勢いをなくすだろう。《アレハイルンヘグ・フムのアン・ア聖女レンヘム》あるところ敗北なしとあらためて裏付けられたわけだな。まだまだ厄やつ介かいな戦いは続くが、今日はこの勝利を祝うとしよう。さあ、今日は宴うたげだ！　女王陛下より酒が届いたぞ！」

　ヴェッセルは兵士たちの扱あつかいを実によく心得ていた。すでに用意してあったのか、あるいは都合良く本当に突とつ然ぜん一万人分の酒が届いたのか、いずれにせよ兵士たちは大だい歓かん声せいを上げて王国を讃たたえた。

　だが、残念なことにその日の話は朗報だけでは終わらなかった。
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　ここ数日のカレルの疲ひ労ろうは相当なものだ。ここが陣じん中ちゆうであろうとすぐさまセシリアの膝ひざの上で寝ねたいところだった。

　ところがただ一人カレルに命令をくだせる人物から「話がある、すぐ来るように」と命令されたためにできなかった。やむを得ず兵士たちと最初の乾杯プローストを交わした後、すぐさまヴェッセルの天幕に向かう。

「フィクトル総督スタツトハウダーが顔を青くしていたぞ。ロズマレン城で灰エルフと戦ったフライスラント軍は、圧あつ倒とう的優位にあったにもかかわらず一〇〇〇人近い死傷者を出したそうだ」

　天幕に入るなり、ヴェッセルは戦勝の喜びを吹ふき飛ばすような発言を行った。

「勝って兜かぶとの緒おを締めよと、そう仰おつしやりたいのですか？」

「そうだ。勝ったからいいものの依い然ぜんとして灰エルフのほとんどは健在なのだからな。アレンヘム公、今回の貴公の作戦は素晴らしいものだった。だが悪いが貴公にだけは喜びに浸ひたる時間はないと思ってもらいたい。現実に戻ってもらおう」

　今ぐらいは勝利の余よ韻いんに浸りたいところだった。

　だがヴェッセルがこういう以上、なにかあったのだと思うべきだった。

「……確かに、城一つをエサにして周しゆう到とうに罠を仕掛けた場所に敵を引き込んだ上でのようやくの勝利です。しかも同じ策が通用するほど灰エルフが馬ば鹿かとは思えませんし」

「そうだ。しかも、実は厄介な情報も届いている。メイルマンス公国に侵しん入にゆうした灰エルフの話はしたはずだな？」

「ええ」

　五芒国に侵入した灰エルフの軍勢は、大きくわけて二つ。一つはフライスレヘレンデ・ラントパルタイ・フアン・自治領フライスラント南東から侵入した軍勢であり、もう一つは南西から侵入した灰エルフたちだ。しかも彼らはそのま西へ──五芒国一の農業大国、メイルマンス公国に攻せめ入ったという。

「その後、なにか動きが？」

「ああ。奴やつらは国境沿いにあるマウエン伯はく爵しやくの城を占せん拠きよし、領地一つを完全な支配下に置いたようだ」

「……なんてことだ。では、灰エルフがついに拠きよ点てんを……」

　それは勝利の喜びを吹っ飛ばすに充分な悪い報せだった。

　灰エルフたちはシナーリー山脈越ごしの侵しん略りやくのせいで兵へい站たんがもろいという欠点があった。それが補われた形だ。

　しかもその拠点が農業大国メイルマンス公国内にあるというのは厄介だった。ただでさえ今は収穫の月オーフストマーント（八月）。灰エルフたちはいくらでも近きん隣りんの実りを奪うばい取ることができる。仮に灰エルフたちに奪われる前に焼き捨てることができたとしても、今度は五ご芒ぼう国全土が飢き饉きんの危機となりかねない。

　ただでさえ逃にげ足の速い灰エルフたちである。たとえこの地で灰エルフを撃退できたとしても、逃げ延のびた灰エルフたちはマウエン伯爵領に再集結することができる。

「それにしても分からんのは灰エルフの狙ねらいだ。奴らはフライスラント自治領を焼き払はらい、横断しつつ王都へ向かっているように見えた。てっきり王家を急きゆう襲しゆうして五芒国全土を混乱にでも陥おとしいれるつもりかと思ったが……一方でメイルマンス公国に拠点を確保するという堅けん実じつぶりだ。奴らの狙いは魔王デモン再臨の前に人間の世界を荒あらすだけ荒らすことなのか？」

「……充分に考えられます。奴らの動きは両面作戦のようにも見えます。一軍が五芒国の中ちゆう枢すうに襲おそい掛かかる一方、もう一軍が重要拠点を確保しているわけです。中枢への攻こう撃げきが失敗しても立ち直せるわけですから、五芒国を長期間荒あらし回ることが目的であるなら、理に適った作戦ではあります」

「となるとだ。灰エルフの先せん鋒ぽうを叩たたき潰つぶした今のうちに、我々もかき集められるだけの戦力をかき集めておかねばならん」

　ヴェッセルという男は、将軍や軍師に向いている人間とは思えない──というのがカレルの率直な感想だ。だが間ま違ちがいなく数字には強く、政治となによりも力関係というものをよく理解している。

　灰エルフは今回、敗北を喫きつした。人間としてはこの勢いに乗って次々攻撃したいところだが、全軍騎き兵へいの灰エルフはすぐさま逃げ去さるだろう。

　また灰エルフは今回の敗北をきっかけに、今後の戦略を変化させる可能性が高い。つまり人間は後手に回される可能性が高く、対処するにはとにかく圧倒的な兵力がいる。

　つまり、ヴェッセルが言わんとしていることは一つだった。

「ヴィエレヒビツスドム・ト司教領ヴイエレヒトの反乱を早急に解決する必要があるということですね？」

「ほう、分かるか。その通りだ、メイルマンス公国に手を出されたとなればなおさら司教国の力が必要になる。こんな状じよう況きようで内乱などさせている場合ではない」

「仰る通りです。ではどのように対処を？　やはり《魔デ・王レウのフエン左腕ケネル》の力を？」

　内乱の理由は分からないが、ウソを見み抜ぬくという《魔王の左腕》の力を使えば、誰だれが適切に大司教の座を受うけ継つぐべきかはすぐに判明するはずだった。

「そうしたいところだが、内乱状態の国に私や女王陛下を簡単に連れ出されてはたまらん。かといって今軍勢を動かすこともできん。分かるか、露つゆ払はらいが必要だ。それも少人数で迅じん速そくに動ける露払いがな」

　カレルは嫌いやな予感を察した。

「あの。つまり、どういうことでしょう？」

「実は王都に妙みような手紙が届いた。今やヴィエレヒト司教領では多くの勢力が力を蓄たくわえ、権力を握にぎろうと右往左往している。だからだろうな、司教国の重要人物と、おまえの国のある人物とを婚こん約やくさせたいという申し出があった。いいきっかけだ、このツテを頼たよってヴィエレヒト司教領の内情を偵てい察さつしてきて欲しい。無論、可能なら内乱を鎮ちん圧あつしてきてくれ」

　嫌な予感が当たったことをカレルは察した。

　どうもヴェッセルに出会って以来、面めん倒どう事を押しつけられてばかりという気がしてくる。信しん頼らいあってのことと言えるのかもしれないが、あるいはひょっとしてこの真夏に動くのが億おつ劫くうなだけではないか──などと不ふ謹きん慎しんな考えを抱いだいてしまうのは仕方のないところだった。

「話は分かりました。しかし私は結けつ婚こんしたばかりですし、まだ子供もおりません。一体我が国の誰と婚約したいという話になっているのです？」

　思い浮うかぶ公国内の有力者と言えば、三ドリー・武クライフス伯グラーヴエンぐらいだ。だが一公国の伯爵と婚約したところで、内乱を終結させるに足る力が手に入るわけもない。

「その事情は先方も察しているようだ。どうやら先方には相当悪わる知ぢ恵えの回る奴がいるぞ。聞いて驚おどろけ、向こうのご指名は──コルネリウス切り込み隊長だ」

「その手があったか……！」

　カレルは手で顔を覆おおった。

　五芒国最強の傭よう兵へい団の中でも、歴ウエー代ルガロ最ゼ・ク強ライガーの名を欲しいままにするコルネリウス。彼との結びつきを強化するということは、五芒国最強の傭兵フールリングを味方に付けるも同然だし、そうなれば自然と《狂嗤の団》やアヘルトレンフドムヘム・アレ公国ンヘムとの繫つながりも強くなる。内乱の最中にある国にとっては、大貴族の子弟と婚約するよりもはるかに即そつ効こう性のある最善の一手だろう。

「ですが、あのコルネリウスが言われるがままの婚約を受け入れるところなど微み塵じんも想像できません。私としても、コルネリウスを政せい治じ闘とう争そうに巻込むつもりはまったくありませんし」

「だろうな。この提案をした人物もそんなことが分からんとは思えん。恐おそらく狙いは他にある」

「ええ。婚約の提案を皮切りに、我が国と結びつきを持つことが狙いでしょう」

「間違いなくそんなところだろう。まあどだい無茶な話だ、なにせ先方が提示した婚約者は一〇歳さいの女の子という話だしな」

　カレルの顔が瞬しゆん時じに硬こう直ちよくした。

（それはまずい）
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あとがき






　冒ぼう頭とうから恐きよう縮しゆくですが、後回しにしても仕方ないので残念なお知らせをしなければなりません。二巻のあとがきで、本シリーズは魔ま王おうが再臨する前に打ち切りで終わることはなさそう……と書いたのですが、大変危険な状じよう況きようになってしまいました。

　二巻のあとがきでもお伝えしましたように、本シリーズは『ラノベニュースオンラインアワード』で「総合部門・新作部門・新作総合部門」の三さん冠かんを頂き、また『このライトノベルがすごい！２０１９』でも新作部門一五位に入れて頂けるなど大変ありがたいご支持を頂くことができました。

　また、二巻のあとがきでそんなことを書かせて頂けるぐらいには売り上げも悪くなかったと聞いています。ただ、重版がかかるほど文庫本の方が売れたわけでもなく、とりわけ好調だったのが電子書しよ籍せきだったそうです。この点、昨年発売された新シリーズの中でもトップクラスの売り上げだったと聞いております。

　実際、Amazonの売り上げランキングでは電書版と文庫版のファイフステル・サーガ第二巻が仲良く一六位と一七位を取っている、というのを見たことがありました。Amazonでこのシリーズの電子書籍が配信されるのは、文庫本発売から一か月遅おくれるという仕組みになっているにもかかわらずです。ですがここに現状どうにもならない深刻な問題がありまして。

　重版がかからない一方で、電子書籍の売り上げがいいとどうなるでしょうか。たとえば、分かりやすく文庫本を一万五〇〇〇部ほど刷ったとしましょう。消化率八割として、電書と本が同じ割合売れたとすると、部数はそれぞれ六〇〇〇部ということになります。

　すると合計で一万二〇〇〇冊売れたことにはなるのですが、文庫本としては六〇〇〇部しか売れていないことになります。一巻より二巻が売れることはありませんから、第二巻の初版部数はなんと六～七〇〇〇部前後ということになります。ハードカバー等ならともかく、文庫で初版が一万を大きく切るというのは出版社としても極めて厳しいですし、初版部数で生活の計画を立てることが多い著者側も、生活を維い持じするのが難しい印税ということになってしまいます。

　これだけは申し上げておきたいのですが、別に「だから文庫で買ってください」なんて言うつもりはまったくありません。筆者も電子書籍は大好きで、今や紙で買う方が少ないほど。本であれ電書であれ、買って読んでくださるならこれに勝る喜びなんてありません。ようするにもうちょっと売れる本を筆者が作れなかったというだけの話なんです。

　それに打ち切り自体はまだ決まったわけではありません。実際、四巻が出せる可能性もそれなりにある、とは聞いております。ただそれには電子書籍の部数がどれだけ動いたかを確認する必要があるわけです。つまり本来なら三巻を出版する頃ころには四巻に取りかかっているはずなのですが、今回はそれができず（前述のAmazonのように電書配信は一か月遅れのこともありますし）、ようするに次の巻が出せるまで時間がかかってしまうんです……。

　ここまで付き合ってくださった読者の皆みなさまにはどうしてもお伝えしておきたく、この場をお借りしました。あとは筆者としてはやるべきことをやるだけです。四巻では、この三巻ではストーリーの都合上あまり登場の機会がなかったものの、実は人気が高いらしいコルネリウス切り込み隊長がメインの話となる予定です。少し間が空いてしまうかもしれませんが、もし無事出版に至りましたらご注目頂ければ幸いです。

　それでは、またどこかのあとがきでお会いできれば本当に幸いです……。
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